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会 報 


会 員 動 静 【 転 勤 及び 転居 〕 ROUS (北海 道 常呂 郡 留 辺 惹 木町 富士見 野村 鉄 藤 イ トム 
DRI), WAI (東京 都 中 央 区 銀座 西 6-5 株 式 会 社 磯部 鉱業 ), BAKE CRRAT 
RAKE SCS Os Pees BARBS 4 ES). 根本 忠 寛 (札幌 市 北 一 条 西 
坪 丁 目 北海 道 地下 資源 開発 株 式 会 社 ) , 新 田 富 也 (東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 1 三井 金 
ERASED. 繊 田 精 徳 (札幌 市 北 一 条 西 五 丁目 北海 道 地 下 資 源 開 発 株 
DAt) 

金属 部 門 例会 ALAWAR, AIMS, ARRAN, 日 
本 鉄山 地質 学会 、 日 本 鉄 物 学 会 共催 の 講演 会 が 昭和 33 年 11 月 24 日 , 鹿児島 市 に 於 
て 開催 され , 引き 続き 25~27 の 3 ARCH BABS, 大 品 鉱 山 , 赤 右 銚 山 , 春 
日 伝 山 等 の 見 学 旅行 が 行わ れ た 。 講演 会 で は 本 会 々 員 に より 次 の 一 般 講 演 が 行わ れ た 。 

INE RKO Fe の 含有 量 に つい て (FHA) 

九州 産 の 二 , =]OR MOT (HB 秀雄 ) 
鹿児島 県 南部 の 地質 構造 と 金属 鉱床 に つい て の 一 知見 (高島 TA) 
鹿児島 垂水 鉄山 で 発見 され た ウラ ン に つい て (AREE=> JIA) 
鹿児島 県 中 部 の 地質 と 鉄 床 ( 宮 久 三千年 ) 

高 隈 山花 内 岩 体 中 の 電気 石 の 産 状 と その 成因 に つい て (KE #) 


SAME 。 本 会 評議 員 三原 染 氏 は , 昨年 12 月 27 日 東京 大 学 附属 病院 に 於 て 
脳 血 符 の た め 折 去 され まし た 。 氏 は 本 会 創立 以来 , 会 の 発展 の た め 御 尽力 な され , 
特に 最近 は 評議 員 と し て 会 の 運営 に 寄与 され た 功 貫 は 多大 で あぁ あります 。 二 会 は 氏 の 
功績 に 深く 感謝 申し 上 げ る と 共に , EKA CRIORERLETO 


日 本 岩石 鉄 物 鉱 床 学 会 


新刊 紹介 


Glossary of Geology and Related Sciences. 本 書 は American Geological 
Institute か ら 発 行 さ れ た , 地質 学 関係 術語 集 で , J.V. Howell O% & CFSE BOER 
CREPE, 夫々 の 専門 担当 者 の 協力 に より 集録 大 成 さ れ た も の で ある 。 本 邦 の 従来 
の 地学 辞典 類 で は , 最近 の 暴 し い 新 術語 の 索引 が 満足 され な く な つて いる 今日 , 極 く 新 
し い 文 献 に まで 豆 つ て 渉 鏡 さ れ て いる の で , 説明 は AM CHSM, 語 に よ つ て は 原文 
PRE CORI THY, 研究 者 に と つて 便利 で ある 。 活字 の 小さ い の が 難点 で ある 。 (本 
文 325 fi, American Geological Institute 発行 , 1957 年 版 , 3300 円 ) CHAN 
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男鹿 半島 の 所 調 粗 面 岩 様 岩 類 に つい て * 


On the so-called trachytic rocks from 
the Oga peninsula 


= oe — 5 (Kazuo Miyagi)** 


Abstract : The so-called trachytic rocks developed in the lower 
parts of the green tuffs in the Oga peninsula are divided into three me- 
mbers. The basal member is the altered fine grained trachytic lava, and 
it is successively overlain by the altered hornblende trachytic lava and 
its tuff, the altered biotite trachytic lava breccia and its agglomerate and 
tuff. 

As the results of microscopical and chemical studies, these rocks can 
be recognized as the intermediate type between the calc-alkaline and the 
alkaline-rocks. Some detailed petrographic descriptions and considerations 


are given in this paper. 


1. 敵 論 
me IG (trachytic rock) と いう の は , 山形 県 温海 附近 一 帯 の 第 三 紀 火 山 岩 類 
に つい て , 中 野 長 俊 ・ 河 野 義 礼 ) に よ ょ つて 始め て 記載 され た も の で , この 種 の 火山 岩 類 
は , その 後 , 山陰 地方 や ・ 北 陸地 方 や ・ 新 潟 県 (特に 佐渡 ヶ 島 ) が ・ 秋 田 県 (阿仁 合 ・ 太 平 
US) 等 の 各地 で 産出 が 知ら れる よう に な り , その 分 布 が , 所 調 グ リン タフ 層 中 の あ 
BBE? に 限ら れ て いる 事 か ら , 火 成 活動 史 及 び WHO Lab EA SN SKB. 


* NY 全会 (ese 年 6 月 福島 大 学 ) に て 講演 

** 弘前 大 学 教育 学部 地学 研究 

1) 中 野 長 俊 ・ 河 野 義 礼 : GK, 16, 12~24, 1956. 

2)3) 理 本 地質 学会 総会 討論 会 “グリ ンタ フ の 層 序 と 火 成 活 動 ” 1956, の 資料 に 
Ae 

4) 移 山 隆二 : 新潟 地方 (CEE B) の 第 三 紀 火 成 活 動 , 1952. 

5) 藤岡 一 田 他 3 名 : 大 平山 地域 の ダグ リン タフ (PH), 日 本 地質 学会 東北 支部 
秋田 部 総会 8 Ei how. 

6 ABS (第 三 紀 中 部 中 新 世 ) 下位 の 門前 層 , KBB Y4 (秋田 ) 温海 層 ( 山 


形 ) 柳 の 浦 層 相 当 層 (新潟 ) 太美 山 層 群 (北陸 ) 等 に 限ら れる 。 


2 BB KD KR AB ab 


st, 東北 裏 日 本 層 序 の 標準 地域 で ある 秋田 県 男鹿 半島 の グリ ンタ フ 層 中 に る も る , 同様 
の 炎 山 岩 類 分布 す る 事 に 注目 し , その 一 部 は 既に 報告 り し た が , その 後 の 検討 の 結果 
% PREC, 本 報 で は , 特に 岩石 学 的 な 特性 に つい て 記述 する 。 

本 研究 に 当 つ て , 終始 , 御 指導 いた ヾ ゞ いな た 東北 大 学 加藤 責 雄 助 教 授 こ 厚く 御礼 四 上 げ 
る 。 常 に 有益 な 御 意見 を いた ヾ いな た 東北 大 学 河野 義 礼 教 授 , 秋田 大 学 藤 岡 一 田 教 授 , さら 
に また , 御 多 忙中 , 分 析 の 労 を 賜 わ つ た 東京 工業 大 学 桂 敬 博士 に 深く 感謝 する 。 

本 研究 は 文部 省 笠 学研 究 費 (1956) EO. AL CHR ERT So 

2 = 状 

Mees, 半島 の 西北 端 , 入道 崎 
~PRMO YW CS AIDE RU 塩 戸 附近 ) 
に 分 布 し (BIS), これ は 第 2 図 に 示し た 
よう に , BBB PO Bat kl, Bf 
% “FUR? ある い は 筆者 が “ 潜 岩 火山 
BER? と し て 一 括 し た も の に 相当 する 。 そ 
の 産 状 は , 明らか に 疾 岩 流 で 7 下位 か ら , 
AO: - REEL - YT) ROBB (1), 
角 関 石 を 特色 と する 斑 状 の 岩 型 (11) , RE 
母 を 特色 と し , か な り 酸 性 の 岩 型 (III) な 
ど が 連続 し て 噴出 し , 柱状 図 に 見 られ る よ 
うに , その 関係 は , ze OFARCAR A 
る 。 ま た , 分 布地 域 は や ゝ 離れ て いる が , 
塩 戸 の も の は I) と 略 同 層 準 の 岩 型 の も の 

NEI 

3. A 眼 的 特 性 

般 に , BRAKE, (No) に 従 つ て , 濃 色 か ら 淡 色 に な り , 一 見 し て 
それぞれ , (J) (1') が 去 武 岩 質 , (II) が 安山岩 質 , (TII) は 流 統 岩 質 の 外観 を 呈す る 。 
(I) (1') は 非常 に 細 粒 で , これ に 反し , (ID) (II) は 疾 状 構造 が 明瞭 で , か な り 多 量 
ONE, 角 関 石 ま た は 黒雲 母 が 認め られ る 。 ま た , (ID) は 淡色 の 石 基 中 に , BRAG 
模様 の 流 理 構造 が 発達 し , 全般 的 に , 角 春 質 で ある 事 も 著しい 特色 で ある 。 

4. 顕微 鏡 的 特性 

(第 1 表 ) に 示し た 如く , いずれ る も 鐘 長 石 及び アル カリ 長石 を 含む が , BMC LOT, 
和 倖 長石 の な を 含む も の , . 斜 長 石 と アル カリ 長石 と が 共生 する も の , TVA) BAC HEA 
の 一 部 を 交代 し て いる も の , 及び アル カリ 長石 の みな を 含む も の 等 が 認め られ る 。 

MRA (I) で は 灰 曹 長石, (I) で は 曹長 右 一 灰 草 長石 , (1I) で は 昔 長 大 ~ 中 性 長 
4 (ll) で は 灰 草 長石 で , また , いずれ る も , MEE RIG MESSI L ZBL 
く , “albitization” を 受け て いる も の と BONS. さら に , 火山 岩 類 で ある に る も 拘ら 


61M 粗 面 岩 様 岩 類 の 産地 


a) 


(番号 は 採集 地点 を 示す ) 


1) 宮城 一 男 : 地質 , 62, 645~655, 1956. 
2) 匠 田部 会 : 地質 学会 見 学 委 内 書 “男鹿 半島 ”, 1954. 


Dt a 3. 1 SR x 3 
第 2 図 粗 面 岩 様 岩 類 の 層 位 的 位置 
(A) 
きき 
a as 
a 
Pq 
a PRE RE SSH Hs A aii 
fl ES URIS 
78 aba 2 BA 
(ES 345m の 同質 凝灰岩 を 爽 在 す ) 
細 粒 周辺 相 
FEDS Gy OS a Se 
(BBARURB KUBMO ¥7VABL) 
Ble AMARA ORAS 
ge 物 | # HY I 1’ II III 
-. | Hf R(n,)_ |1.531~1.539|1.530~1.533]1.530~1.551|1.533~1.541 
R | | , 
3 pe (An%) | 10~22 5012 5~45 12~26 
長 | | 
| 光博 角 ( 2Vy) | 80°~96° | 82°~90° | 78°~102° | 83°~98° 
お i 低温 型 | 低温 型 | cum | eww 
ae oi He (7) |1.526\1.5281.524~1.528/1.524~1.527/1.524~1.528 
ts 成 分 (or9%) | 60~90 70~90 70~90 65~90 
) 4 光 軸 角 ( 2Ve) | 40°~62° | 40°~60° | 38°~ 60° | 41°~ 63° 
1 
aa | SE | a OR (7) ※ x x 1.637~1.640 
fal a Be 筑 Is 0 EE EE 
FG | A ff H (n,) 1.529~1.532| 1.530 エ [1.530~1.531|1.529~1.533 
wy I 


4 BG GK DM GRR FS i 


3, 光学 的 に “低温 型 " に 属す る 。 

Fy) EGIL, HYPE CL 1.524 へ 1.528 を 示し , 2Va の 測定 で は 38°~63” で 
EEE? “アノ ー ソ クレ ー ス ” の 光学 的 性 質 に 相当 する 。 結局 , この アル カリ 長石 は , 
(第 3 図 ) の 如く , Tuttle OAM? に よる “orthoclase cryptoperthite series’ に 属 
する も る の と 屋 わ れる 。 また, “mottled extinction” や “perthite structure’ を 示す 
事 も 著しい 特色 で ある 。 


第 3 図 粗 面 岩 様 岩 類 中 の 長石 の 光学 的 特性 
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Microcline series 

Orthoclase cryptoperthite series 
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High sanidine series 

So-called trachytic rocks (34) 


@vower 


有色 鉱物 と し て , TI) で は か な り 多 量 の 角 関 石 が 存する が 変質 著しく , (III) cask 
Ew: (y= 1.637~1.640) 六 多 量 に 認め られ る が , TVA) BERMMATEL ho AE 
は , いずれ の 型 も 殆 ん ど 同 じ で , GHROSRA ( 理 長 石 ) が 多量 に 存する が , アル カリ 
長石 は 確認 出来 な い 。 そ れ ら の 問 を 埋め て , 針 状 の 角 問 石 ・ 黒 雲母 ・ 磁 鉄 鉄 ・ 福 色 分 解 生 . 
mein, Sb, 少量 の 石英 ・ 変 質 ガ ラス 等 が 認め られ る 。 GEO 構造 は いわ ゆる 
“trachytic texture’’?) を 示す 。 特に , (①) (I) で は , その 構造 が 明 瞳 で ある 。 共 通し 


1) 高温 型 か 5 [RANCFKLRbDDERBDNSo 

2) eauuttle: ©. hb. Am jour. ScigBowenkvole555o-~o00nmOoze 

3) 石 基 長 石 が アル カリ 長石 で は な い の で 厳密 な 意味 で は , “trachytic textu- 
re’ RARWOM, 従来 の 東北 地方 グリ ンタ フグ 研究 者 の 間 の 翌 尼 で 前 この よう に 大 
基 長 石 が 著 る し く 一 定 方 向 に 並ぶ 構造 に 対し て 用 いて いる 。 


be aw 


ie 3G WS OE 5 


C BEB UBAC, RIG BURG: RIB - BESSON MERMRMBSRICAU 
THSo CAVA DI’) に 最も 多く , 明らか た に , ABICRMTZEROT Y 2 0e 
と 同定 出来 る も の を 多量 に 含む 他 に , 融 僕 を 受け た 石英 及び アル カリ 長石 ・ 斜 長石 ・ 黒 雲 
EESAEL To Bo 


5. 化 ay 犠 - 性 

本 岩 の 化 学 分 本 の 結果 及び “OCU TVR “RAB RBER’ “TRARY T OV 
AVA” 及び 前 記 温 海 地方 の “trachytic rock” と の 比較 を (第 2 表 ) (第 4 図 ) に 
示し た 。 この 資料 の 中 で , 特に , Na。O, K.0 の 量 に 注目 する と “UV AYHARER’ 
RRA ABER” IES TOP>, “ 環 昌 本 海 ア ルカ リ 賑 系” に 比べ る と や > 少 
Wo また , 温海 の も の と は , 
Na,0 OE CL, だ いだい 同 BQ 粗 面 岩 様 岩 類 の 化学 成分 
is ZL; や ゝ 少量 , K,O | 


の 量 は , Wi, だ いた い 同 じ , ! I’ I ul 
また は , や ゝ 多い 傾向 が 認め SiO, 56.82} 59.77 | 62.49 | 69.64 
られ る 。 さら に その 他 の 成分 TiO, 0.97] 0.89] 0.46! 0.13 
を 考察 し た 結果 , KE HR Al,O3 | 17.12] 16.28) 15.78] 15.25 
AYE TU DVBR’ の も の Fe,05 SS | 252) 8:74 SO 
& “BRR BER’ の も の FeO 3.21 3.41 1.16 1.06 
LO, 中 間 に 値 する 成分 を 示 MnO 0.09 0.10 0.12) 0.05 
ses また , WED DOL, w% MgO 2.82 OFX} a liy/ 0522 
nS & RTE, Cad | 4.91] 3.68) 3.35] 0.63 
ee, Salt, EEO Na,O 4.01} 4.06 au 5.35 
“norm feldspar ratio’ を ey | — ae is Be: 
= 91 .92 2 0.62 
65 RicR LEA, (D) (V < 
a a pion ( be H,O(+) | 3.00] 3.01] 3.49] 1.01 
, に 
SN P,O; 0.22} 0.25] 0.22) 0.09 
Mtirachy te. (LL) ES ae 2 
da rhyolite’ (ew fheHR Total 99.88 | 99.64] 99.89] 99.53 
ews 
3 se 粗 面 岩 様 岩 類 の norm feldspar ratio 
| SiO, Or x 100 ae |, Asa Oe CA Colour 
(Norm) Or+Ab-+ An index 
I 10.12 19 An<Or Or< Ab 16 
i | 14.84 22 | An<Or Or< Ab 14 
Il 20.88 22 An<Or Or< Ab 8 
III 23.15 30 An<Or | Or<Ab 3 


6 BAK MRR AS ws 


BAM 粗 面 岩 様 岩 類 (男鹿 及び 温海 ) と 他 の 火山 岩 系 と の 化学 成分 の 比較 


Na,0 MgO 


tot Bas OO: 


—ー N 


KO FeO+Fe,0; 


52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 


SiO: 


A FRAME V0) SBR AWS 
BB @S - Fie vty BARK 
山 岩 


C FE + FRA ARE Ke 
@ Trachytic rock (温海 地方 ) 
52 54 56 58 60 62 64 €6 68 70 : ei (BREE) 


SiO2 , 


6. % R 

上記 の よう な 種々 の 性 質 か ら , AH, 明らか に , BDV7ITNAVBLTINVAV BOR 
HMA St BF SAINTS. 著者 は これ を 仮に 。 HVA) BR (semi alkalic- 
rocks)") と 呼称 し て いる 。 また , 下位 か ら 上 位 に か け て , P> MEAN REMOME 
関係 を 示し て いる が , FS (BR LO BHR LOT, 順次 , 生成 され た も の で 
490 CDOLIRBROMAMCOW CS, FOR, 充分 な 資料 は な い が , 本 地域 に 関す 
る 限り , 前 述 し た 如く , 基 吉 に か な り ア ルカ リ に 富む 岩石 の 存する 事 , 及び , それ ら の で ぞ 
ノリ ス 並 びに ゼノ クリ スト を , 多量 に 信 有 し て お り , 之 等 の 一 部 は 燃 融 を 受け て いる 等 か 
ら , カル グ ア ル カリ 岩 質 マ グマ の 基盤 岩 同 化 作用 に よ つ て 生成 され た の で は な いか と 一 応 


考え て いる が , 更に 検討 を 続け た い 。 


1) 渡辺 展 生 , 松本 隆 符 も この 名 称 を 使用 し て いる , 地球 科学 , 37, 1958. 
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ARBRE SCMHMKHA HRB) 


Some hypersthene dolerite from the central part 
of the Dewa Hills, Northern Honshu 


> jE (Tadashi Konda)* 


Abstract : The numerous dolerites of various types are seen on the 
Dewa Hills, Northern Honsht. They are the Hirataki, Hatamura, and 
Nakada types, being lithologically olivine dolerite, hypersthene dolerite. 
with olivine and hypersthene dolerite without olivine respectively. 

The hypersthene in the Hirataki dolerite is found in the pyroxene-rich 
layer in the lower part of the sill due to the gravitational differentiation, 
while the hypersthene in the Hatamura and Nakada types is included 
throughout the whole mass 

The writer has examined the genesis of hypersthene dolerite on the 
basis of the micrometrical and chemical analysis, concerning the pyrox- 
ene rich layer of the differentiated products. It is concluded that the hype- 
rsthene dolerite is not derived from the same process as is seen in the 
Hirataki dolerite due to the gravitational differentiation, but characterized. 
by an increase of SiO, and Al, O, as well as a decrease of MgO. 


1. i = 

出羽 丘陵 (東北 地方 ) に Tertiary dolerite と し て , hypersthene dolerite が 産出 す 
Bo これ は 極め て 局所 的 な intrusion area を 示す も る の で ある 。 これ に 対し olivine 
dolerite は 広域 性 と を もち, 地域 差 の 少な い 均 質 な 岩 質 (急冷 周縁 相 の 岩石 学 的 性 質 ) TAR 
し , 当地 方 の Tertiary dolerite の 本 源 マ グマ の 性 格 を る もつ て いる 。 

Olivine dolerite を 詳細 に 検討 し て みる と , “in situ” に 分 化し , その 一 岩 相 と し て 
hypersthene を 含ん で いる 部 分 が あぁ る 。 筆者 は , この 分 化 に 依 つ て 実際 に 形成 され て いる 
hypersthene を 含む 岩 相 に , 野外 で 単独 に 岩石 型 と し て 示さ れる hypersthene dolerite 
DB, Wp? SRAAVLAEE DOM LBIAMIC, micrometrical 及び chemical analy- 
ses PHRMA FMA BCRMUAC, これ 等 dolerite の 代表 的 な る の に つい て 
基本 的 な 地質 学 的 特徴 ( 産 状 , 孝 入 層 準 及 時 期 , 等 ) を 述べ た も の で あぁ る 。 

この 研究 を 行う に あたり 終始 , 御 指導 下さ れ た , 北道 海 大 石川 俊夫 教授 , 山形 大 学 小倉 
BE, 叉 種々 御 助 言 下 され た 市 村 毅 教授 に 深く 感謝 する 次 第 で ある 。 RAE ( 測 
定 ) (CBD PSN? RHE, 叉 堆 内 測定 に 協力 され た 本 学研 究 生 諸君 に 深謝 する 
次 第 で ある 。 


* 貼 形 大 学 文 理 学部 
1) 本文 の dolerite の petrography は 紙 数 の 関係 上 略し , 後日 報告 の 予定 
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2 FACRUZER 

AFD dolerite は 各々 独自 の 産 状 を 示し て いる 。 こ ・ ゝ CRARMAAMS OF SV CHB 
ES 

( ィ ) 中 田 型 (Hypersthene dolerite without olivine) 

山形 県 最上 郡 金 山 町 中 田 (中 田川 上 流 ) に 岩 脈 群 や と し て 7 RBM 5. LO BGAR 
群 は いづ れ も NNE の 方 向 性 を もち , その 北方 延長 に は , Aye dolerite MHRA 
岩 中 に 六 入 岩 床 と し て 寿 入 し て いる 。 岩 脈 は 一 般 に 幅 2.1 へ 9.3m で , いづ れる も 金山 層 の 
緑色 角 奏 衣 灰 岩 を 切る 。 第 1 図 に 示さ れる 岩 脈 は 代表 的 な 例 で , 幅 93m, FER 105 
(+)m の 大 きき さ を も つ 。 賑 脈 の 中 心 部 は 粗 炒 で 接触 部 は 細 粒 に な る 。 その 変化 は 極め て 
WNC, 叉 両者 の 境界 部 に は 貫入 面 に 略 平行 し て , 数 多く の segregation vein ( 幅 1 
へ 8 FE) が 発達 し て いる 。 H2HLVATH, 中心 部 と 周辺 部 の 間 に , 構成 鉱物 の 量 的 
の 変化 が 義 し く な く , 鏡 下 に 於 ける 粒度 組織 に 相違 が 認め られ る に すぎ な い 岩 相 の 変化 
に 乏しい 型 に 属す 。 これ は 一連 の dolerite intrusion で も る つと る 洪 処 謝 入 に 属し て い 
Do 

(a) 畑村 型 (Hypersthene dolerite with 

olivine) es 1 中 田 2d hypersthene 
dolerite 岩 脈 の 産 状 

秋田 県 由利 郡 高瀬 川上 流 畑村 近 域 に 分 布 す ミ 
る 。 こ の 流域 の 地質 に つい て は 企 山 3) に よれ 
ば , 下部 より 山内 , KE, HOM, 畑村 , 人 
郷田 , BHAO 新 第 三 紀 各 層 よ り 和 構成 さ れ て 
いる 。 畑村 dolerite は 第 2 図 に 示さ れる や う 
に , ARIZ AARC, MEDS > BHO 
発達 し た 石英 粗 面 岩 質 北 灰 岩 を BT So 
岩 体 は 幅 最 大 280m, ERM lkm の レン ズ 
状 形態 を 示す 岩 株 で ある 。 接触 部 を みる と 南 
側 (川治 い ) は 80° SE MABE, 北側 は 
45 へ ~50° NW の 傾斜 で 凝灰岩 に 接し , 軽度 の 
変質 (固化 ) を 与え て いる 。 MEHRO 上 部 は 
ゆる いい 接触 面 を 示し 下部 に 従い 急 傾斜 に な る 


4 Ww Ka. 金山 層 
傾向 を 示し て いる 。 i, 高瀬 川 流域 に は 畑村 Deh. #3 KRU OH 
より 上 流 の 蔵 (Kura) } CACORE. BEA Deo. FARK ERA EP 
層 の 各層 準 に , 数 枚 の 導入 岩 床 が み ら れ る 。 Se. 分 化 脈 


いづ れる も olivine dolerite C—jEDO REALE 

で ある 。 こ の 岩 床 の 一 部 は 島田 中層, 中 部 に 類 岩 流 岩 床 (lava sheet) と し て 介在 する 
FAK Y REAPENIAINEDO HAE XN Zo 畑村 dolerite は これ ら olivine dolerite の 
導入 地域 内 で , 特に 下位 層 準 に 相 前 後 し て 綱 入 し た も の と され る が , BAEHAS ERIC 
め る こと は 困難 で ある 。 次 に 岩 体 を みる と 中 心 部 は 極め て 粗 素 で 軽度 の 岩 相 変化 が み ら 


1) 詳細 は 既報 告 (今田 正 : 山形 大 紀要 4, 2, 1957) 参照 
2) mill 昭 : 地質 , 60, 704, 1954. 


} 
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中 田 型 畑 村 型 U6 te & i 
2V (—) =56°~60° 2V (—)=70°~74° 2V (—) =58°~62° 

«=1,680 «=1,685 y=1,699 

多 色 性 な し 多 色 性 な し 多 色 性 な し 


Gu OO ES ee mh Bh mM の It 


— en ee - K = 
番号 Fee in Me MAME a aR oom EF men 
1 Oo — 16 2 56 4 8 13 
Pe 4.0 = 13 oi 52 5 14 14 
3 OFS る 15.0 2 47.3 5.0 16.6 9.9 
4 15 On 16.8 6.3 55.6 2.8 9.1 7.9 
5 27 0.8 1 aie 9.4 57.9 4.7 8.2 Tino 
6 68 1.4 Be | 1SeS 49.5 Wee: 9.4 7.4 
7 85 6.4 20.4 SD) 53.6 A 0.6 6.7 
8 125 i | 14.9 5.9 52.8 3.0 10.0 11.2 
9 3 55 20.7 = 46.6 4.7 7.6 14.7 
10 14 We 18.4 == ay ima 229 Ae: 13.3 
息 の 2 1.6 18.5 — 56.4 yey yA! 12.6 
12 61 0.7 19.5 = 57.9 6.6 (Since, 6.7 
13 112 ? 13.8 — 50.4 5.6 hl 10.7 
14 127 1.4 25.4 3.0 50.8 AAI 2.4 13.3 
15 136 0.5 19.4 5.9 53.6 2.2 Sie Th 12.5 
16 37 0.6 18.7 — 47.1 5.6 1 11.6 
i ly) 23 1.6 14.5 1 | 54.7 4.0 9.6 il AS 
18 20 2.7 22.0 4.5 46.4 eo 5.0 15.6 
19 18 8.5 a Wy fp? 0.1 5255 3.6 5.6 11.1 
20 16 6.5 16.5 ーー ‘apse 2.4 Oia 16.6 
ay が 4.6 19.9 — 49.2 3.4 4.4 16.4 
の 2 3 4.9 82 — 48.6 Ades) 6.7 18.5 


1~2 中 田 型 3~8 畑村 型 , 距離 は 南側 (道路 ) Bek k OME. 9~22 ひら た 
x, 9~15 OPGwes LAE, 16~22 の 距離 は 下 磐 より 測定 され し も の 。 
Ma, 合計 10096 に 満た な い の は 風 信 子 鉄 等 の 二 次 鉱 物 で ある 


れる 。 即ち 接触 部 は 細 粒 の 周辺 相 ( 幅 1.2~2.0m) を も ち 中 心 部 が も つと る も 粗い 。 こ の 
BRL UAH, 内 部 , 中 心 部 の 三 つ の 岩 相 に 分 けら ちら れ , 各々 は 全体 と し て 昧 帯 構造 を 示 
し て いる (第 2 図 参照 )。 注目 すべ き 点 は , 第 2 表 に 示さ れる 様 に 中 心 部 は 鉄 苦 士 鉱物 
の 総量 が 比較 的 多く , SREY AWA EARL TWH DIANE DEAD CHE 
苦 士 鉄 物 の 軽度 の 沈降 (重力 分 化 ) に よる と 考え られ る 。 尚 ) この 岩 体 に 現在 の 直 出 面 で 
分 化 脈 は みち られ な い so 

( ハ へ ) ひら た き 型 (Olivine dolerite) 
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第 2 図 畑村 型 hypersthene dolerite 岩 株 の 産 状 


Ha, 畑村 層 ; Qu, made; Dch, 急冷 周辺 相 
Din, WORKER AS Dee, MME DH 


FARRER) SPT ERRAGINO 72 SRB So この 周辺 の HA” は 日 本 海 治 
寺 地 域 油田 の 下部 層 が 分 布 し , その 中 に 種々 の 活動 型式 の 各種 の 玄武 岩 類 が み ら れ , do- 
lerite intrusion は その 一 員 を な し て いる 。 

ひら た き dolerite は 青 沢 層 に み ら れ る 導入 岩 床 で , 同 岩 の 六 入 層 準 の 上 位 及 び 下 位 に 
合計 7 sheet の 同じ 型 の olivine dolerite が み ら れ る 。 一 般 に 薄い 場合 は 典型 的 な con- 
cordant sill を 示す が , 厚 大 化す る に 従い 鮮 北 状 に な る 傾向 が ある 。 全般 的 に 青 沢 層 の 
DSW BRE th LDC 調和 的 な 産 状 を 時 し , 特に 厚い 場合 は 作 斜 軸 の 中 心 部 に 位置 す 
Bo 次 に , ひら た き dolerite DRAB SHY ANAS BRA RMI AIS 
中 下部 に 属す 。 又 中 田 型 , 畑村 型 は ひら た き 型 の 後期 導入 *) に な る 。 

MUG? & dolerite は 上 盤 は 玄武 岩 質 凝 灰 岩 と 硬質 頁岩 の 互層 に 接し , THGRRE 
AR ee, 接触 面 は 層 理 面 に 略 々 平行 し て いる 。 更に 岩 体 の 形態 を みる と (第 3 図 ), 
薄い 部 分 (東側 ) と 厚い 部 分 (中 央 部 ) が あぁ つて 鮮 毅 状 を 示す 。 有 厚い 部 分 は 厚 さ 145m + 
で ある が 避 入 体 の 末端 は 分 岐 し て 2 枚 以 上 の 薄い sheet に な る 。 人 然し 全体 と し て N10° 
~25°E, 20°~45° NW の 方 向 性 を も つた inclined sheet の 性 状 を もつ 。 有 又 岩 体 内 に 
MBE FRAO , し ば し ば 石英 緑 泥 石 脈 が 充 幸 し て いる 。 olivine dolerite の 中 で 
は , 大 規模 の 導入 体 で ある と 同時 に , 強度 に ““in situ’ の 分 化 を 行 つ て , BOB 
に 変化 し て いる 。 代表 的 な 岩 相 は , chilled margin, normal dolerite, pyroxene rich 
layer, pegmatic layer (第 3 図 参照 ) の 4 岩 相 に 分 けら れる 。 更 に 岩 体 の 膨大 化し た 
部 分 の 縁 に ベ マグ マタ イト 質 脈 , 単純 分 化 脈 が 層状 に 叉 は 不 規則 に 入り , 更に ペグ マタ イィ 
ト 賀 相 の 中 に 文 祭 岩 質 脈 が ボ レンズ 状 に 入 つ て いる 。 これ ら の 岩 相 変化 は , 第 2 KOR 
鉄 物 の 量 比 より 考察 する に , 鉄 苦 土 鉄 物 の 沈降 に よる 鉄 苦 土 鉄 物 の 集積 が 行 は れ , 分 別 
曲 出 に より ペグ マタ イト 質 相 を 生じ た と 考え られ る 。 叉 その 他 の 鉄 物 , 即 も 僅 長 石 , GREK 
物 も この 現象 に 極め て 調和 的 な 関係 に ある (詳細 は 後記 )。 


1) 今田 TE: 40k, 38, 1954; gk, 40, 1956; whe, 61, 718, 
1955. 


2) EAI OR CHS ERI BOR, 時 間 的 の 距 り は 少 い 。 
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第 3 図 ひら た き 型 olivine dolerite (SPR) 


Dch, chilled margins; Dno, normal dolerite ; 
Dpe, Pegmatic layer; Dpy, Pyroxene rich layer. 
BEARER (ELL CRAARA) % 図 中 の 走向 傾斜 
に より 構造 挫 定 され る 。 叉 下 盤 は 断層 で 切れ る 。 


3. FRIBEOBANICK ZHAWHEL OH 

ARB AILE 1 表 に 示さ れる 様 に , 各 岩 石 型 で 光学 的 性 質 が 多少 異 つ て いる 。 畑村 型 
の も の は 光 軸 角 が 比較 的 大 で , 頑 火 輝石 に 近い 性 質 を る も る つが, bronze like lustre は 全 
く な く , RRB L ANZ. M, SWC, 斑 品 の 性 質 を 示し (特に 急冷 周辺 相 に て ), 
稀 に 標 橋 石 の 外縁 を 成 し て いる 。 次 に 各 型 に お ける 紫 菊 輝 石 の 相対 湊 度 を 第 2 BY ょ り 
求め る と , 各 型 の 韻 に か な り の 変異 が ある 。 即ち 中 田 型 は 15-16% で も つと る も 少く ), 
畑村 型 は 2.5~13.3 9 (平均 7.696) で も つと る も 多い 。 ひら た き 型 は 3.0~5.99% で 前 
記 の 中 間 値 を 示し て いる 。 

次 に 岩 体 内 に お ける 分 布 は 注目 すべ き 現象 を 示し て いる 。 例え ば 畑村 型 は 岩 株 の 中 心 
部 に 集積 し 鉄 苦 圭 鉱物 の 総量 と し て も 多く な る 。 BM, 中 田 型 は 殆 ん ど 変化 が な い 。 い づれ 
に し て る も 前 記 二 者 は 急冷 周辺 相 を は じ め 岩 体 内 に 斑 品 状 結 品 と し て 普遍 的 に 含ま れる 。 
か ゝ る 性 質 は dolerite magma の 岩石 学 的 一 牧 徴 を 示す る も の で hypersthene dolerite 
の 性 格 を も つて いる 。 

これ に 対し , ひら た き 形 は 3.0~5.996 で 量 的 に か な り 多 く clinopyroxene を 伴 つ 
て いる 。 分 布 は 第 2 BRB 3 図 よ り 判 る 様 に , 導入 岩 床 の 比較 的 下 半 部 に 濃 集 し て 
いる 。 この 部 分 は 筆者 の 分 類 に よる pyroxene rich layer に 属し , 他 の 岩 想 に 比 し 鉄 
苦 士 録 物 の 量 多 く 2~30% を 占め て いる 。 叉 上 下 の 接 触 部 の 急冷 周辺 相 に は , か ゝ る 
SAIL ALC SEN o HOT, ひら た き 型 で は HAMECRY SAME EOT, 


1) 出羽 丘陵 地域 の dolerite は 常に chloritization を 受け , KGLGM Mito zh 
り の 量 が 緑 泥 石 に 変化 し て いる 。 第 2 素 は 緑 泥 石化 し た 糞 石 は , すべ て 緑 泥 石 と し て 
測定 され て ある 。 
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は じ め て 品 出 し た も の で , RAMEE FUME olivine dolerite "の 一 岩 相 と され る 。 

勿論 , 講 外 国 の dolerite を みる と , Tasmanian dolerite’) で は Mt. Williagton 
sill の 下 半 部 の Mg rich layer に hypersthene (MgSiO。70) が 限定 され て 含ま れ て 
いる 。 更に Karroo dolerite) に < 於 いて Hangnest type (olivine を 含ま ず ) 及び 
Hanover type (少量 の olivine を 含む ) の 中 で 初期 品 出 の bronzite (ERR) AR 
内 に 普遍 的 に 含み 特に 下 半 部 に hypersthene (bronzite より 後期 品 出 ) が 含ま れ て い 
Zo LIZ Dawns Mountain type の 岩 体 の 下 半 部 に の み 限 られ て bronzite 及び hy- 
persthene を 含ん で いる 場合 が ある 。 Palisade diabase3) x _E Fa#EO JAG ec FE 
部 1/3 の 限ら れ た 部 分 に 量 的 に 多く 含む 。 然し 急冷 周縁 想 の hypersthene は olivine 
の outer rim と し て 品 出 し て いる も の で , 斑 品 状 の 単独 結晶 と し て は 認め られ な い s。 

DEORE NDAAL, dolerite magma の 特徴 を 表す も の と し て bronzite dolerite 
は し ば し ば ある が , hypersthene dolerite は 少な く , その 産出 は 出羽 丘陵 dolerite の 
一 特徴 を な す も の と し て 注目 され る 。 

5. x 的 考 FR 

筆者 等 の 従来 の 研究 に よれ は ば, 帳 羽 丘 陵 地域 に お ける Tertiary dolerite OUEAER 
め て 限ら れ た 時 期 (女川 期 ) に 行わ れ て いる 。 双 その 分 布 は 出羽 丘陵 の みな ら ず , フォ サ 
マグ ナ より 北海 道 西南 部 まで に 志 る 東北 日 本 の 日 本 海 沿 早 地域 の 広い 範囲 に 互 り , 富田 
達 か に よる 広域 性 玄武 岩 の 性 質 を も つて いる 。 

然し dolerite な る 農 石 は 鈴木 酵 9) に 依り その 内 容 を 述べ られ た 如く , MWESA7F 
TI 7 組織 を も ち 去 武 岩 の 化学 組成 を も つて いる の に 加え て , BMBA+ RSI HHS 
件 ( 産 状 ) を も つも の で ある 。 注目 すべ き 点 は dolerite も 種々 の 岩 型 に 分 類 さ れ , Haz 
olivine dolerite は 前 記 の 広い 範囲 に 広域 性 を も つて 分 布 し , その 急冷 周辺 相 の 示す 募 
右 学 的 M 性 質 に は , 地域 差 が 認め られ な い 。 従 つ て 富田 達 の 広域 性 玄武 岩 の 産 状 に 対す る 
概念 を 減 処 六 入 の 活動 型式 まで 適用 すれ ば この olivine dolerite は 確 に 広域 隆 玄武 岸 の 
性 格 を も つと 云え よう 。 同時 に この 地域 の 本 源 マ グマ に 近い HAE YOO TADS 
Aro 更に 他 の 岩 型 (6 型 ) は いづ れる も 局 地 的 分 布 を 示し , 同氏 の 局 地 性 玄武 岩 に 近い 。 

問題 は olivine dolerite と 他 の 岩 型 の dolerite の 聞 に 於 ける 成因 関係 で ある 。 KU 
で は 特に hypersthene dolerite と olivine dolerite に つい て , micrometrical analy- 
ses 並 に chemical analyses か ら 検 討 を 加え る 。 

(4) 構成 鉄 物 の 量 比 より 

は じ め に , SRR & Bir pyroxene rich layer を 生じ た 音 相 の 生成 を 第 2 表 No. 
9~No. 22 より 求め て みる 。 HIT AERIS ERO 下部 に 多く な り pegmatic layer 


it 
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5) 鈴木 BE: 北海 道 地 質 要 報 , 30, 9~22, 1955. 

6) 本 文 の Hypersthene dolerite type は 既に 述べ た 如く , 常に 癌 脈 叉 は 大 
で Pyroclastics 中 に ある 。 MARIZA D FRE, NEAIEFFI olivine do- 
lerite の 後 で ある 。 曽 導入 地域 の 地質 構造 上 の 相 写 関係 は , 成因 関係 を 求め る 場合 に 
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に は 殆 ん ど SEN TOR BAR SL LTH 209% で 著しい 変化 は な い が , 
pegmatic layer で 著しく 少な く な り , Dilc PLAS CHEE ER (No. 19) と peg- 
matic layer の 境界 部 で , BicPlL RM GE HOC L SZ. この 場合 急冷 周辺 相 に 比 
し , 煙 石 全量 と し て 4.6 へ 7.7% 増加 し , 更に BRA CHAD OL BL. pegmatic 
layer 中 の も の と の 差 は 14.696 に な る 。 COMMA AER CHIME te mort 
RE (BANE) EZLEUNSZS 

PACM RANE EFRICS ¢ 720 GELS CBRE RUT So M, 分 化 の 傾向 を 
示す も の と し て , KRM (FTV, BRK, ARR) OMI (Bo, 石英 ) アル 
カリ 長石 ) の 濃 集 が ある 。 鉄 鉱物 は 急冷 周辺 想 で , し ば し ば pyritization に より mode 
に 過量 に 算定 され る 場合 が ある , ひら た き 型 で は 初生 量 は 4.7% と 測定 され た 。 興味 あ 
BRULRKFE MID & と 鉄 鉄 物 の 量 が 平行 し て 増減 関係 を 示し て いる 。 濃 集 は と くに 上 
半 部 の pegmatic layer に み ら れ 最高 5.696 を 示す 。 BICC OBS RKC MS 17.1 
% CFB ELROD BRBUT 1) 長石 より 構成 され る 。 この 部 分 は 特に 品 出 分 
化 及 び ガ ス 成 分 の 上 部 え の 濃 集 等 の 結果 生成 され た 1 岩 相 で ある 。 

Gam t¢ UC, 上 述 の 経過 に より で きる pyroxene rich layer が 未 分 化 の 人 委 冷 周辺 想 に 
比較 し , 栖 対 的 に 構成 鉄 物 の どの ょ うな 消長 関係 に 於 いて 成立 する か と 到 う 点 に つい て 
次 の 事 が あげ られ る 。 MS RRAOMS : 煙 石 の 著しい 増加 : 斜 長石 の 軽微 の 増加 : 鉄 
BIMBO RRIF IORWS : SORRICHSo これ に 対 居 し て , Ube x Ware 
に 対 し 畑村 型 の 急冷 周辺 相 の 関係 は 次 の 様 に な る 。 HERR ORE OMS : MRE RU 
SABAH > BRIE MOR LH: 鉄鉱 物 及 び 斜 長石 は 略 等 量 : SOR 
係 , 中 田 型 と の 開 に は 極 機 石 な し : BRE BRUSH AOWS: 和 倖 長石 の 著しい 増加 

: PKR eg ges lee : 等 の 関係 に ある 。 

従っ つて 中 田 型 及び 畑村 型 は “in situ’ の 分 化 に より ERMAN SARA Ed, 
量 比 國 係 より 一 致 せ ず , 全般 的 に 消長 は 非 調和 的 で ある 。 NVCHE AKIO 著しい 減少 と 
云う 点 は 特に 注目 すべ き 現 祭 で ある 。 

(ao) {bs kv 

ひら た き 型 の 各 岩 相 の 間 に は , 化学 成分 上 の 変化 ) も 著しく , 特に 品 出 分 化 及 び ガ ス 
成分 の 濃 集 に よる pegmatic layer に その 変化 が 著しい 。 又 こ の 現象 は BBM OSL 
dolerite), 大滝 dolerite?) と 同一 傾向 を 示す る も の で ある 。 即ち 分化 が 進む に 従い , 
SiO,, Fe,O,+FeO, Na,O, K,O, の 増加 , これ に 対し Al20。, MgO, CaO OM 
で ある 。 更に 分 化 が 強度 に 進む に 従い SiO, MgO, NagO, の 変化 は 急激 に な る 。 
本 報 文 の 問題 と し て は , 特に 重力 分 化 に ょ つて 生成 され た pyroxene rich layer (第 3 
3 No. 9) の 化学 成分 が 未 分 化 乱 冷 周辺 相 に 対し どの 様 な 成分 差 を 示す か が 問題 と な る 。 
Rt> CH 3 No. 6 及び No. 9 を 比較 する と , SiO。 と Al。0。 の 減少 , MgO の 増加 
等 の 変化 が み ら れ る 。 そ の 量 閉 し く な い が 唱 出 分 化 に よる 場合 と 必ず し も 一 致し な い 。 

次 に 中 田 型 , 畑村 型 の 中 に 於 いて も “in situ” に お ける 分 化 が みち られ, その 傾向 は 


構成 鉄 物 の 量 比 及 び 各 鉄 物 の 性 質 も 同様 に 変る 。 
今田 JE: ok, 41, 67~74, 1957. 


TE 
今田 TE: 前 出 ; 
segregation vein, granophyre, pegmatite を 意味 する 。 


oo = | 
ee ae 


But 


g 


14 岩石 鉱物 鉱床 学会 
各 


第 3 # 岩 型 (dolerite) 分 析 値 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
SiO, 53.54 | 53.30| 49.68] 48.90 | 52.56 | 48.28 | 48.36 | 53.58 | 47.84 
Al,O, 17.61 | 17.74| 16.72 | 16.28} 15.76 | 16.78 | 14.81 | 13.80 | 16.56 
Fe,O, 4.57| 6.21| 5.69) 5.16| 5.96|~4.58| 7.82, 6717) 4.28 
FeO 4.91| 4.36) 3.88| 5.87| 3.99] 4.95| 4.86) 6.74| 5.80 
MgO 5.43| 5.28) 6.78| 6.98| 5.78| 8.02) 6.36 | 3.62| 8.88 
CaO 7.96| 7.78| 9.56} 9.16| 8.74| 9.30] 9.52} 6.12] 10.60 
Na,O 2.80| 2.52| 2.30| 2.96| 2.44] 2.15| 2.82| 4.35| 1.96 
K,O 0.48| 0.62] 0.54) 0.50| 0.92] 0.22] 0.36| 1.35 | 0.40 
H,O(+)| 0.67] 0.57] 1.48] 0.96] 1.12] 1.86| 1.54] 0.96| 1.26 
HO(—)| 1,38: 1.56 2.20 | 1-281 2.06)| 2.44) 1.9277 1.23) 0a as 
TiO, | 0.79| 0.60] 0.54] 0.48| 0.47| 0.42] 0.45 | 1.00] 0.50 
PO; 0.06] 0.04] 0.36) 0.32) 0.42) 0.09) 0.07] 0.08) 0.11 
MnO trace] 0.09| 0.01 | 0.07 | 0.03| 0.14] 0.18) 0.13) 0.22 
Total | 100.20 | 100.67| 99.74 | 98 92 |100.25 | 99.23 | 99.07 | 99.14 | 99.59 


Chilled margins of Nakada type (hypersthene dolerite) 
Central part of Nakada type 

Chilled margins of Hatamura type (hypersthene dolerite) 
Central part (pyroxene rich) of Hatamura type 

Inner part (micropegmatite rich) of Hatamura type 
Chilled margins of Hirataki type (olivine dolerite) 
Normal dolerite (upper) of Hirataki dolerite 

Pegmatic layer of Hirataki type 

Pyroxene rich layer of Hirataki type 


soe EDT SIE 


UbT2 SMLAME CHS (BH 3HG No. 1 LY No. 2~, X No. 3 EY No. 4, 
No. 5 へ ~)。 問題 は ひら た き 型 か ら 中 田 型 ) 畑村 型 に 各々 の 急冷 周辺 相 の 化学 成分 上 , 
どの 様 な 差違 だ ある か で ある 。 WE, 第 3 表 , No. 6 より No. 1 及び No. 3 へ の 
関係 に 於 いて みる と , SiO。 の 増加 , AlO;, OP» HM, MgO の 減少 , Na,O 及び K,O 
の や ・ ゝ 増加 , 等 の 成分 差 が み ら れ る 。 この 傾向 は 第 3 表 , No. 6 ょ より 重力 分 化 に より 
形成 され た No. 9 へ の 傾向 と 殆 ん ど 一 致 せ も ず , その 程度 も 著しい 。 

従 つ て 産地 の hypersthene dolerite x444}(% (in situ) の 機構 に よっ つて Olivine 
dolerite magma より derive され た と は 考え られ な い 。 特に olivine dolerite と hy- 
persthene dolerite と の 関係 は 化学 成分 上 に 於 いて は SiO。+Al。0。 合 量 の 増加 と MgO 
の 減少 及び アル カリ 成分 の 増加 と 云う 点 が 強調 され , mode ic HYABARORML LEY 
調和 的 で ある 。 


最後 に 本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 を も つて 行わ れ た 。 MEL CHRLET 
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A BB SE ES ree 7E Ba PO PRR (1)* 


Orbicular rocks in the Takakuma granite, 
Osumi peninsula (I) 


oe . (Noboru Oba) ** 
4 川 # we (Hideo Ishikawa) *** 


Abstract : Orbicular rocks which are characterized by tourmaline 
were found from the central part of the Takakuma granite mass in the 
Osumi peninsula, Kagoshima Prefecture. The mode of occurrences, micro- 
scopic features, optical properties, twin types of plagioclase, volume ratios 
of the constituent minerals, estimated chemical composition from mode, 
and trace elements are given. 

It is concluded that the formation of the rocks related to the greise- 
nization and concentration of the boron-rich volatile towards the central 
part of the granite mass during the deuteric stage of the magmatic cooling. 


SAD OS 

筆者 の うち の 一 人 , 大 庭 は 1956 年 以来 , APPEALS, 高 隅 地 域 の 花 賠 岩 に つい て 
の 岩石 学 的 研究 を っ づけ て お り , いく つか の 事実 に つい て は 既に 報告 し た 。 

その 後 , 筆者 ら は 引続き , 岩 体 中 心 部 の 一 部 に 産 す る 既報 の 球状 岩 に つい て , 種々 の 面 
か ら 研 究 を 進め て きた 。 

球状 岩 は , わが 国 で も 各地 で 発見 され , 数 多く 報告 され て いる が , ここ で 述べ る も の は 
電気 石 で 特色 づけ られ る も の で あり , この よう な る も る の は 未だ 報告 され て いな い 。 
AMCLEL LT, この 球状 岩 の 産 状 と 岩石 学 的 特徴 を 記し , 成因 に つい て の 考え を 述 
の と いこ ずる る 


地 質 B 
高 昌 地 域 は 下位 の も の か ら , 時 代 未 詳 中 生 層 , 花 賠 岩 質 岩 (筆者 ちら は 高 隅 花 賠 岩 と よ 
3), 始 良 火山 軽石 流 ) ロー ム 軽 石 層 お よび 沖積 層 よ りな つて いる (第 1 図 )。 
本 地域 の 基 毅 を っ つっ くつ て いる も の は , 四万十 雑 岩 系 や ・ 四 万 十 昧 賠 群 な ど と 総称 され , 
REE, 時 代 未 詳 中 生 層 3) と 呼ば れ て いる も の で ある 。 これ は 見 掛 上 , 下位 の 主として 黒 


* 1958 年 2 月 16 日 日 本 地質 学会 西日本 支部 総会 (UK) 講演 
** I RE BE 
*** KAAS SPAS 
) AE 昇 : 鹿児島 大 学 理科 紀要 , 7, 19~30, 1958. 
2) Matsumoto, T.: Jap. Soc. Prom. Sci. Resear., Tokyo, 1953. 
) 伊原 敬之 助 : 755750 1, MARIA MWS, 1930. 
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第 1 図 Geological map of the Takakuma area. 
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SYMBOLS 


トト 


Legend 
A. Alluvium. Aira pumice flow 

B. volcanic ash, sand, so-called ‘‘Shirasu’’. 

C. welded tuff. 

D. Takakuma granite (leuco-sodaclase adamellite). unknown 
Mesozoic formation 

E. closed alternation of sandstone and shale (Ib). 

F. black shale with lenticular sandy patches (Ia). 


Symbols 


a. tourmaline rich part in the granite mass. b. inclusion 
rich part in the granite mass. c. contact metamorphosed zone. 
d. producing place of the orbicular rocks. e. fault. f. strike 
and dip. g. strike and vertical dip. 

Locality 


1. Tarumizu. 2. Kanoya City. 3. Nanatu-dake. 4. Onogara- 
dake. 5. Hira-dake. 6. Yoko-dake. 7. Haku-san. 8. Nanatudani. 
9. Onobaru. 10. Sarugajd. 11. Shink6ji. 
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色 頁 岩 (シル ト 質 ~ 砂 質 ) お よび 砂 質 パ ツ チ を 含む 頁岩 より な り , WE HAH TRE 
な ど を 兵 有 し て いる 1a 層 (仮称 ) と , 上 位 の 主として 黒色 頁岩 お よび 砂岩 の 厚い 評 層 よ 
りな る Ib je (仮称 ) と か ら な つて いる 。 

走向 は NNE~SSW で , NNW に 領 健 する 単 余 構 造 を 示す 。 

最近 , この 層 群 は 橋本 D9 の BAD, 橋本 ・ 野 田 ら ちら に より , 中 生 代 か ら 古 第 3 紀 
まで の 長期 間 に 堆 積 し た 地 向 斜 堆積 物 と 推定 され , AP: BP? ら は 本 層 を 四万十 層 群 
の = 部 に 対比 で る と も し て いる 

one Bw Cmte 100 o 10 平方 km に 達する ほぼ 円 状 の 分 布 を な す 高 隅 花 同 岩 体 共 
HY, COTEMBOBAICED, 時 代 未 詳 層 は 幅 1~2km に わた る 熱 論 成 を 受け , ホル 
ンジ ン フ ミエ ルス と な うっ NGS 

また , MBKORE Kile amo” は 時 代 未 詳 中 生 層 お よび 花 賠 岩 を 被っ つて 堆積 し て 
いる 。 


S Bt Hs 

本 岩 体 は KAY BBO ee EOS MAML ULOOSORBRO—MBAS 突出 し て 
いる も の と み ら れ , AE BAH” は ドー ム 状 小 席 盤 と し て いる 。 
RARE L OBANE, か な り sharp で セツ 谷 に お ける 接触 面 は N70°EE の 方 
向 に 走り , 北 に 80° AIL CWS (第 6 図 A)。 

岩 体 は 中 心 部 か ら 未 詳 層 と の 接触 部 に か け て , アプ ライ ィ イト 質 , POM, 7774 
質 と 岩 相 を 変人 (し, 接触 部 で は と ころ に より 石英 粗 面 岩 質 の 急冷 周縁 相 を 量 す る 。 そこ で 
BRE De, BRED (中 心 部 と 接触 部 の 間 ) お よび 接触 部 に 分 け , nen OGM 
と , その 容量 比 を 求め て みた 。 その 結果 を 第 2 図 に 示す 。 

第 6 図 B は 鏡 下 に お ける 典型 的 な 中 間 部 花 賠 岩 質 岩 の 状態 を 示す 。 

重量 比 を 計算 し , 第 3 図 diagram 上 に プロ ツ ト す る と , 大 部 分 Johannsen® の 
leuco-sodaclase adamellite の フィ ー ル ド に 人 和信 る が , 概して アプ ブラ イト 質 の も の は Q- 
Pl 側 に 寄っ た フイ ー ル ド に , 中 へ ~ 粗 炒 の る も の は Or Mice AoR TL -NEK, それ ぞ 
れ プ ロ ツ ト さ れる 。- ま た , 全体 と し て 中 心 部 よ り 接 解 面 に た にかけて Mf を 指向 する 傾向 が 
うか が われ る 。 

また , PERORAHHA BLU 黒雲 母 の 屈折 座 (203°C) を 比較 する と ,; 全体 と し て 中 
心 郭 より 接触 部 に 向い 大 きく な る 傾向 が み ら れ る (第 4 図 )。 


1) 橋本 BR: 九 大 教 状 学 部 地学 研 報 , 1, 1955; 2, 1956. 
2) 橋本 Bs 九 大 農学 部 演習 林 報 告 ) 28, 1957. 
3) 宮下 三千年 橋本 勇 ・ 田 中 信也 ・ 黒 木 良 一 ・ 幸 田 李 良 ・ 岩 崎 BATCH - 
森田 準 之 助 ・ 測 上 光政 : BAR ROMS AAAS, 1956. 
4) 橋本 勇 ・ 野 田 光雄 ・ 宮 久 三 千年 ・ 斎 藤 正 規 ・ 神 戸 信 和 井上 正昭 ・ 木 野 義 人 
> 地質 62 358 (Re), 1956. 
5) ATER: STEHT: 鹿児島 県 高 隅 山 鉱床 調査 報告 , 1953. 
6) 上 山口 鎌 次 : 地質 , 44, 745~773, 1937. 
7) Matsumoto, T.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 19, 1943. 
8) Johannsen, A.: A descriptive petrography of the igneous rocks, 
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第 2 図 Average volume ratios of essentials constituting 
of Takakuma granite, small-ball-typed inclusions, orbicular 
rocks and the surrounding granitic rocks. 
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1. quartz. 2. orthoclase. 3. plagioclase. 4. biotite. 

5. muscovite. 6. schorlite. 7. the others. 
Takakuma granite 

AGS "center, B: margine. C: near contact. (A-C 
medium-grained). DES center Enear contact RD 
and E aplitic). F: small-boll-typed inclusion. G: orbi- 
cular rock. H: leucocratic core. I: melanocratic part. 
leucocratic outer part of ball-like rock. J: surrounding 
granitic rock. 
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注目 すべ きこ と は , 岩 体 中 心 部 の アプ ライ ト 質 の 部 分 に , BAF (schorlite) ・ 小 球 型 
Whe お よび ザク ロ 石 (almandite) 示 比 較 的 多く , か つ , その 一 部 に 球状 岩 を 産 す る 
こと で ある (第 1 図 で @ T お よび x で 示し て ある )。 HE 図 は ザク ロ 石 を 含む 岩 体 中 
心 部 アプ ライ ト 貨 岩 の 錯 下 に お ける 状態 を 示す 。 

Se る も 高 隅 花 陽 岩 を 費 く 脈 岩 に は 電気 石 を 借 う アプ ライ ト 農 が 多い と 述べ て いる が , 
電気 石 は 岩 体 中 心 部 の 割 貞 を 充 た す 脈 岩 類 に 伴 つ て 現われ る ほか に , BE OZR PDT 
塊状 の 電気 石 ペ ツチ と し て 現われ る 。 


この よう に 岩 体 中 心 部 が 電気 石 に と と むこ と は , この 部 分 が 岩 体 形成 時 , と くに 揮発 成分 
の 濃 集 し ’ 易 い 環 境 に あつ た こと を 物語 る も の で ある 。 本 報 で 問題 と し て いる 著しく 電気 
石 に と む 球 状 岩 が , この 岩 体 中 心 部 の 一 部 に 産 し , 他 地 域 で は ほとん ど 見 られ な いと いう 
こと は , それ が この よう な 特殊 な 環境 の も と で 生成 され た も の で ある こと を 氷 し て いる 。 


1) 有田 忠雄 : 地質 , 59, 342, 1953. 
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# 3 Variation diagrams in modal compositions of orbicu- 
lar rocks, small-ball-typed inclusions and Takakuma granite. 
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leucocratic outer part of orbicular rock. 
fine-grained granitic rock surrounding the orbicular rock. 
small-ball-typed inclusion. 
takakuma granite (medium-grained and aplitic). 
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# 4 図 Composition of plagioclase and y of 
biotite in the Takakuma granite. 
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第 5 図 Composition of plagioclase and y of biotite in the 
orbicular rocks and surrounding granitic rocks. 
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な お , 本 岩 体 の 貫入 時 期 に つい て は , BEY? の 最近 の Ra 含有 量 に 関す る 研究 に よ 
Be, Ra 2.42x10-? gr/gr で 第 3 紀 (TE) RL, Et. BPs ARE D® 
VESYNIVYIRE MAL CMRCL, ほ は ば 古 第 3 紀 暁 新 世 ~ 始 新 世 と 推定 され て いそ 。 


包 有 6 & 


高 隅 花 賠 岩 は 3 つの タイ プ の 包 有 有 岩 を 包 有 し て いる 。 す な わ ち , RESP SRODO, 
黒 圭 母 に と む 小 球状 の も の ( 小 球 型 鍋 有 岩 と 呼ぶ こと に する ) お よび 電気 石 に と む 球 状 の 
る の (球状 岩 と 呼ぶ に と に する ) CHS. 

黒 圭 母 片 岩 状 の 包 有 岩 _ これ は 岩 体 中 心 部 の 球状 岩 の 産 地 で は 余り 認め られ な い が , 
ここ を 除け ば BRANDON PETS (概して 時代 未詳 中 生 層 と の 接触 部 に LOK ES 
い )。 

大 多数 の も の は (第 6 MD) に 示す よう に 片 理 を 残し た 黒雲 母 片 岩 質 の も の で , し ば 
し ば ザク ロロ 石 そ の 他 の 変成 鉱物 を 生じ て いる ろ る 。 

この 色 有 有 岩 が どこ に から る もたらさ れ た も の で ある か は 今 の と こ に ころ 明 ら か で は な い が ) FE 
土 略 堆積 岩 源 の も の で ある そる こと に 間違い で な い 。 

小型 包 有 岩 この 包 有 岩 は 概して 有 岩 体 の 中 央 部 に 現われ , & CCBAC OA 
られ る も の で , 直径 1 へ ~3cm の 小さ な 球状 の 黒色 な いし 黒神 色 の 包 店 岩 (第 6 図 E) 


1) 桃井 斉 : 岡山 大 学 温 研 報 , 19, 18, 1957. 

2) 桃井 斉 : 九州 の 第 3 紀 花 賠 岩 の Ra 含有 量 , 日 本 地質 学会 西日本 支部 総 
会 講演 , 1958. 

3) 宮 久 三千年 ・ 木 下 人 亀城 ・ 富 田 達 ・ 地質 , 59, 309, 1953. 
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CM EE LC, 石英 ・ 正 長石 ・ 灰 草 長 石 (An 11~14%) ・ BSS. Seereny 
(第 2・3 図 ), 組織 は 周囲 の 花 賠 岩 質 岩 の も の と ほとん さ ど 同 様 で , 黒雲 母 に と ん で いる 。 
これ ら の 性 質 か ら み て , この 包 有 岩 は , お そら さく, 同 源 捕 獲 岩 で あら うと 思わ れる 。 HE 
SF は 鏡 下 に お ける 状態 を 示す 。 . 

この 包 有 岩 は 後述 の 球状 岩 と 較べ て , BANS, また , 電気 石 を 含有 し て いな い の 
で , 両者 の 区 別 は 容易 で ある 。 | 


球 状 岩 
産地 お よび 産 状 
ie ee RA eee 
R7TRMe POE UT, 高 隅 川 に 沿い , お も に その 上 流 約 1km OPPAICBEL BTRO 
両方 に 不 完 全 な も の が 認め られ る ), 前 者 は その 一 部 に すなわち, 法 が 城 の 北東 方 約 1 
km の 地点 , 河川 に 治っ つて 約 50m の 範囲 に た に わたり, この 附近 を 構成 し て いる アプ ライ ィ 

ト 質 岩石 中 に 多数 密集 し て 産 す る (第 6 図 G)。 (第 1 図 , 地質 図 上 x で 示す )。 本 報 
CHEL ULC, 優 白 告 カ プラ イト 質 内 核 を 有する る の に つい て 述べ る こと に する 9 この も 
の は , この 地点 以外 で は , B7TRKOBAW 0.5km の 地点 で 僅か に 認め られ る ほか , 他 
地域 で は 見 出す こと は で き な い 。 

球状 岩 の 大 き さ は 大 小 様々 で ある が , 最も 多く 現われ か つ 典 型 的 な も の で は 直径 約 . 10 
へ ~15 cm で ある 。 外観 は 黒色 球状 で , 断面 で は 輪状 を 示し , 中 心 部 より 外側 に 向い , 内 
核 ( 幅 約 2cm) ・ 優 黒色 輪状 部 ( 幅 1~Scm) (以後 , 優 黒 色 部 と 呼ぶ ) が あり , これ 
を 優 白色 外側 部 ( 幅 2~5cm) が と りか こん で いる (第 6 MH). 

内 核 と 外側 部 は 優 白 色 ア プラ イト 人 質 で , 全体 と し て 同心 球状 を な し て いる 。 Bale 
状 岩 と の 境界 は 一 般 に 明 瞳 で ある 。 

学 的 性 質 

球状 岩 を 内 核 と 優 黒 色 部 お よび これ を と り ま さく 優 白色 外側 部 の 3 都 に つい て , それ ぞ 
TD BRIDAL LE RD SORE HS 2 図 に 示す 。 ERO MOR AOS WMA & PFid 
じ て あ る 

a Be ERA: SRA BAA: RELOAD, わ づ か の 白雲 
母 か ら な つて お り , 副 成 分 と し て , 紅色 の ザク ロ 石 (almandite) - iG - AKG: vv 
コン ・ 磁 鉄 鉄 を 伴い , HERG O — LF L CABSER: - ARVEH (penninite) を 生じ て 
いる 。 

優 白色 内 核 第 7 図 A は 内 核 の 鏡 下 に お ける 状態 を 示す 。 
正 長石 に は perthite 連 品 を な する もの が あり , 中 心 部 や 周縁 部 また は 怠 開 線 に 沿 つ て , 
絹 雲 母 化 し て いる も の が ある 。 また , 正 長石 中 の 拓 目 を 電気 石 が 不 規則 に 交代 し て いる 
も の が ある (第 7 図 B)。 

SEBEL CT myrmekite を な する も の が 多く , と き に 淫 開 線 の 屈曲 し て いる も の が 
み ら れ る 。 浸 液 法 に より (001) 面 上 に お ける 屈折 率 (20°C) を 測定 し た 結果 , y= 
1.530, n,=1.544, 1.544 で , An 4.0~16.2% の 範囲 に 入り , HRA LR RAK 


, 属す る 。 
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BBX ジル コン ・ 磁 鉄 鉄 な ど を 包 有 し て お り , ジル コン の 周囲 に は 多 色 性 ハロ が 認 
め ら れる 。 LEK, 黒雲 母 の 路 開 線 に 沿い 電気 石 が 交代 し て いる の が 認め らち られ, ABE 
と 平行 連 品 を な す も の も 見 られ る 。 屈折 率 (20°C) は y¥=1-640, 1.642 で , R= AHH 
白色 ~ 淡 黄色 , Z= オ レン ジ 色 一 濃 赤 福 色 を 示す 。 

電気 石 は 淡 黄 色 の 栃 石 ・ 磁 鉄 鉄 な ど を 含有 し て いる 。 

優 黒 色 部 第 7 図 C は 鏡 下 に お ける 典型 的 な 状態 を 示す 。 

鏡 下 で 観 代 され る 著しい 特徴 は , 正 長石 ・ 倖 長石 ・ 黒 雲母 な ど が BRR? AIA Kino 
て , 電気 石 に より 交代 され て いる こと で ある 。 第 7 図 D は 累 帯 構造 を な す 和 倖 長石 の 内 
部 が 電気 石 に よ つ て 交代 され て いる 状態 を 示す 。 

電気 石 は 内 眼 的 に 黒色 を 呈し (きわ め て まれ に 美しい 緑色 を 量 す る indicolite が 発見 
され る ), 鏡 下 で は 多 色 性 著しく , X= 無色 ~ 淡 緑色 , Z 三 緑色 , ARE, 青色 を 示し , 
層 折 率 (20°C) tx No=1.657, Ne=1.622 ~@ schorlite に 属し 。 ジル コン を 人 包 有 有 じ で 
いる も の が ある 。 

MAIC myrmekite を な す も の が 少く な い 。 MHA (20°C) は (001) BE, my 
=1.530, n,=1.545 で , An4~16% の 範囲 に あり , 曹長 石 な いし 中 性 長石 に 属す る 。 
正 長石 に は perthite 連 品 を 示す も の が ある 。 

RES X= RAE, Z 三 褐色 赤褐色 の 多 色 性 を 示し , 屈折 率 (20°C) lk y= 
-639, 1.647 で , 白 圭 母 と は 平行 連 品 を な す 。 
優 白色 外側 部 鏡 下 に お ける 状態 を 第 7 図 モ に 示す 。 
主 成 分 鉱物 お よび 一 成分 鉄 物 は , 内 核 と 同様 で ある が , 比較 的 ザク ロ 石 が 多い 。 
電気 石 は 全く 含ま れ な いか , 含ま れ て いて も わずか で ある 。 電気 石 が 少 い 場合 は 黒雲 
母 が 多く , 全く 欠く と き は 黒雲 母 が 基 だ 多い 。 この こと は 黒雲 生 の 電気 石化 の 程度 の い 
か ん に よる と み ら れ る が , 一 般 に 黒土 母 と 電気 石 と は 密接 に 伴 つ て 現われ る 傾向 が あぁ る 。 
一 第 6 図 写真 説明 一 
A. Sharp contact between the unknown Mesozoic rocks (M) and 
Takakuma granite (G). 


B. Microphotograph of the typical Takakuma granite (medium- 
grained leuco-sodaclase adamellite). Crossed nicols. Q : quartz. Or : 
orthoclase. Pl: plagioclase. Bi: biotite. 

C. Microphotograph of garnet-bearing aplitic rock in the central 
part of the mass of Takakuma granite. Open nicol. Ga: garnet showing 
euhedral form. 


D. Biotite schistose inclusions (rounded ellipsoidal form) included in 
the Takakuma granite. 

E. Black-coloured small-ball-typed inclusions rich in biotite in the 
center of the granite mass. 

F. Microphotograph of the inclusion of small-ball type, rich in bio- 
tite. Open nicol. 

G. Orbicular rocks rich in schorlite concentrate in a part in the 
center of the mass of Takakuma granite. 

H. Ditto. Photograph enlarged. Note black rings rich in schorlite, 
leucocratic cores and surrounding margines (leucocratic outer part). 
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第 7 図 
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ACES X= + VE - ZB BREE BARE O SEER 
し , 屈折 率 (20°C) は , y=1.630, 1.635 で あぁ る 。 ) 

ASRS 黒雲 母 と 平行 連 品 を な する も の の ほか に , 平板 状 あ る い は セン イ 状 と な つて 現 . 
DN, セン イ 状 を な す も の が か な り 多 い 。 

RAIL myrmekite を な する も の が 比較 的 多く , 屈折 率 (20°C) は (001) HE, ny 
=1,530, ny=1.541, 1.543 で , An 4.14% の 成分 築 囲 に あり , 背 長 石 な いし 灰 曹 長 
石 に 属す る 。 

正 長 石 に は Carlsbad 式 双 品 を な する も の が あり , perthite 連 品 を 示す も の る 認め られ 
る 。 終 長石 ・ 正 長石 は 内 部 ある い は 周縁 部 で , 一 部 綱 圭 母 化 し て いる 。 

電気 右 は 屈折 率 (20°C) No=1.652, Ne=1.625 で , X= 無名 へ ~ 淡 緑色 , Z 一 緑色 ・ 
青 緑色 ・ 青 色 を 示し , 次 灰 石 を 包 有 し て いる 。 


周 園 の 母 岩 BE 1mm 前 後 の 結 晶 粒 より な る 優 白 色 ア プラ イト 質 の 外観 を 呈す る る も 
Ot, 直径 1mm 前 後 の 紅 色 の ザク ロ 石 を 比較 的 多く 含ん で いる 。 B7MH は 鏡 下 
に お ける 典型 的 な 状態 を 示す 。 主 に 細 粒 モザ イク 組織 を な する もの も ある (第 7 図 FG)。 

倖 長石 は MICRA Rbk RL, 昧 帯 構造 を なす も の が わずか 認め られ , myrmekite 
を な する もの が か な りあ る 。 と き に 正 長石 に より 一 部 交代 され て いる も の が み ら れ る 。 

fess (20°C) は (001) BE, 1.530 (n,)~1.543 (n。) で , An 4~149% OBA 
に ある (比較 の た め 第 5 図 に 一 括 し て 示し て あぁ ある) 。 

黒雲 母 の 中 で 大 き な flake 状 の も の は 散 点 的 に 存在 し , 小さ な も の は 集まっ つて 集 斑 状 
を 量 し て いる 。 分 解 し た も の は , 縁 泥 石 (penninite の 結晶 を な する も の が あぁ ある) - BRA 
な ど を 生じ , し ば し ば 黒雲 母 の 周 購 を 微粒 の 磁 鉄鉱 が 囲ん で いる の が み ら れ る 。 jes 
(20°C) は y= 1.640, 1.645 で 多 色 性 , X=KHA~ tL Y FA, Z= 暗 褐色 を 示す 。 
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A. Microphotograph of the leucocratic core of orbicular rock. Sho- 
wing relations between schorlite (Sc), orthoclase (Or) and quartz (Q). 
Open nicol. Bi: biotite. Ga: garnet. 

B. Ditto. orthoclase crystal replaced by schorlite. Faintly zoned 
plagioclase (Pl) with myrmekitic quartz bleds projecting into orthoclase 
in upper center. Crossed nicols. My : myrmekite. 

C. Microphotograph of the black ring of orbicular rock. Showing 
typical relations between schorlite, plagioclase, orthoclase and quartz. 
Crossed nicols. 

D. Ditto. Note a faintly zoned plagioclase crystal replacing by 
schorlite. Crossed nicols. 

E. Microphotograph of the leucocratic outer part of orbiculer rock. 
Crossed nicols. 

F. Microphotograph of leucocratic fine-grained granitic rock (of the 
center in the mass) surrounding orbicular rock. Showing mozaic texture. 
Crossed nicols. 

G. Ditto. Containing garnets. Open nicol. 

H. Microphotograph of the typical surrounding leucocratic fine- 
grained garnet-bearing granitic rock. Crossed nicols. Mu : muscovite. 
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BSHh | LROMPARNRS PORRBAKA 
MOC OMICS 3 細 粒 包 有 者 
(特に 変成 岩 ・ 包 有 岩 の 準 火成岩 構造 の 形成 及び 
麗 橋 岩 質 関 緑 岩 と 東 長 質 変 成 岩 と の 関係 た について) (!) 


Stndy of felsic metamorphic rock and its associated 
inclusion in gabbro-diorite of Horoman river, 
Hidaka province, Hokkaido 


te FF 42 (Hiroshi Asai)* 


Abstract : At the up-stream of the Horoman river, Hidaka provi- 
nce, felsic metamorphic rocks which are mainly composed of biotite horn- 
fels, biotite migmatite, tonalitic migmatite and coarse biotite diorite are 
enclosed in gabbro-diorite on a small scale. 

The biotite hornfels is not homogeneous and has clots of plagioclase- 
biotite rock with sub-glomeroporphylitic texture of biotite. In biotite 
and tonalite migmatites, the sub-igneous textures are recognized, and in 
their inclusions such as plagioclase-biotite or plagioclase-hornblende rocks 
the sub-diabase texture are also observed. 

The migmatites, coarse biotite diorite, and their inclusions are consi- 
dered to be the products of the metamorphism which differentiated from 
biotite hornfelsic rocks in the early and middle stages of the mechanical 
movement. 

The gabbro-diorite has the relict texture of the migmatite and it see- 
ms that the gabbro-diorite was intruded before the stage of the migmati- 
zation. 


No contact effects are found between the felsic metamorphic rock and 
the gabbro-diorite. 


1. os Res 
日 高 国 幌 満 川上 流 に は , DR EEBR Cot: CME, Fez, HALO FERRER OPES PE 
岩 が 分 布 し て いる 。 こ の 塩基 性 岩 体 中 に は 展 々 小 規模 な 範囲 の 細 灯 , be, MOE 


* 北海 道 学芸 大 学 地学 教 演 
1) 舟橋 三男 ・ 猪 木 潤 男 : 晶 泉 図 幅 説明 書 , 地 調 , 1956. 
穫 橋 三男 ・ 橋 本 誠二 外 6 名 : 地質 , 62, 401~408; 62, 464~471:; 62, 
541~549, 1956. | 
舟橋 三男 ・ 橋 本 誠二 外 3 名 : 北海 道 地 下 資源 資料 , 31, 15~40, 1957. 
Hunahashi, M.: Jour. Fac. Sci. Hokkaido Univ., Ser. IV, Geol. 
& Min., IX, 415~469, 1957. 
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BARBDESBAMZLE EOTWSo 本 稿 は , この 変成 岩 類 及び これ に 伴う 2, 3 の 
細 粒 包 有 岩 の 産 状 , 性 状 を 述べ 変成 の 初期 ~ 中 期 に 形成 され る HR EREY B03 
岩石 , トー ナル 岩 質 混成 岩 (MR SGR-BESHMRAt SE, 以下 これ に 同じ ), 糧 
粒 な 黒雲 母 , 関 緑 内 の 準 火成岩 構造 *^ の 形成 及び この 妖 長 質 変 成 岩 と 周囲 に ある 塩基 性 
岩 中 粒 一 細 粒 の 斑 灯 岩 質 関 緑 岩 ) と の 関係 に つい て 述べ る 。 


記述 に あぁ たつ て 御 討論 を し て いた ヾ くい た 北海道 大 学 青 橋 三 男 , 橋本 誠二 両 先 生 , 北海 
db TS ARAM RESZRE UD 多数 の 日 高 変成 帯 研究 グル ー プ の 方 々 , 終始 変ら 
ぬ 御 指導 , BARES 7s SU COSI ASRAR, 石川 俊夫 両 先生 に 厚く 謝意 を 表 
する 。 研究 に 使用 し た 経費 の 一 部 は , 文部 省 自 然 科 学研 究 費 , 開発 庁 , 北海 道 地 下 資 源 
調査 所 , 工業 技術 院 地質 調査 所 北海 道 支所 , 北海 道庁 科学 研究 費 交 付 金 に よる 所 が 多く , 
ここ に 明記 し て 詩 意 を 表す る 次 第 で ある 。 


2. £ 状 

本 稿 に 記述 する 塩基 性 岩 中 に 挟ま れ た 如き 産 状 を 示す 寺 長 質 変 成 岩 類 (混成 岩 類 等 を 
含む , 以下 これ に 同じ ) は , 日 高 国 晶 満 川上 流 オ ピラ ルカ オマ ツ プ 有川 の 一 岩 体 で ある (第 
18), ©DERBAMEA, 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス (又は 片 状 一 黒雲 母 ホ ルン フェ エル 
A, 以下 これ に 同じ ), 黒雲 母 混成 岩 (又は 片 麻 状 一 黒 圭 母 混成 岩 , 以下 これ に 同じ ), ト 
ー ナ ル 岩 質 混 成 岩 (又は 片 麻 状 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 , 以下 これ に 同じ ) BeBe 
岩 等 より 成り , he 400m, 片 理 方 向 の 延長 約 500m に わた つて 塩基 性 岩 体 中 に あり 
N40°E, #i=; N60°E, 40°NW; N60°E, 80° NW; N80° W, 60° NE; EW, 
8°N; N6O°E, BBSOB HAS DO, wn d PRISM Cr LDL 
つて いる 。 MOM N40°E, 80°NW; EW, #E4Orn 1m 内 外 の 後期 に で きた 破 
HERDS. LOBAKPOM MMORESRARVY 7 2VA, 黒雲 母 混成 岩 は 東 長 質 変 
成 岩 の う ち で は 小 規 模 で , lc PRB (GE A), 坪 に 不 規 則 な 締 状 構造 を 示 
し , 上 毅 に 向 つ て 次 第 に 繊維 状 角 関 石 ト ー ナ ル 岩 質 混成 岩 が 多く な る (第 1 図 C)。 こ の 
トー ナル 岩 質 混成 岩 の 一 部 は , 片 麻 状 構造 と な り AHERN RES Y 7 ZA 
EPA ARRAEE RL OS (第 1 図 B)o Bic LARC BS LAD b —FV ERIE 
RE PIC RMB SEI, BERGE MRINS ( SUMMER AOR Sr (第 1 
M4 D,E), $72 —Mici Rane <0 SoS ae BOTW 途 
REECE EME EIR ICROTWALEMHS. PARIS 先 に 述べ た 黒雲 母 混 
ME, 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 不 規 則 な 貫 状 構造 (第 1 図 A) Db PRC RO CRE: 
混成 岸 , トー ナル 岩 質 混成 岩 と な る 傾向 が ある (第 1 図 F)。 ま た 友 理 の 延長 方 向 で は , 
両翼 と も に トー ナル 岩 質 混成 岩 に な る 。 -DERHBAKEO LE, Fit, 片 理 の 延長 の 
両 忌 と も 変成 岩 に 接する 周囲 の 塩基 性 岩 は , Ae, 中 粒 の 黒雲 母 一 礼 緑色 角 関 石 一 琉 粉 


1) 交 石 以外 の 比較 的 粒状 化し た 有人 色 鉄 物 及び 和 斜 長 石 が ポイ キリ テツ ク 自 形 斜 長 
石 と 組合 わ さ つ て 狭義 の ポイ キロ オフ イ テ ツ グ ク 構 造 に 似 た 構造 を 示す 場合 を こ ゝ で 
は いう 9 以 諾 され に 同じ 。 

2) 自 形 斜 長石 の 間 を 石英 が 不 規 則 な 形 を 示し て HHT Sm 或 は 自 形 斜 長石 と 角 
関 石 が 組合 わく さ つ て オォ フイ テツ グ ク 構 造 に 似 た 構造 を 部 分 的 に 示す 場合 を こ ゝ で は い 
ae ah EAC 
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第 1 図 幌 満 川上 流 ( す ピ ラル オカ マツ ブ プ 川 ) OM, Peseta A 
関 緑 岩 中 の 革 長 質 変 成 岩 及び これ に 伴う , 細 粒 岩 の 産 状 


» 


NEAR 


ot) 


~ 


1. 細 , ‘pl, BESSA, 2 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス , RERE 
mea, 3. トー ナル 岩 質 混成 岩 ( 含 石 英 一 黒雲 母 因 緑 岩 を ふく む , 以下 これ に 同 
じ ), 4. 比較 的 に 頭 首 な 片 理 , 5. 比較 的 に 頭 斗 で な い 片 理 , 6. 節理 , 7. FE 
ROE RES, 8. 節理 に 沿 つ た 優 白 質 脈 状 岩 の 走向 傾斜 , 9. FERRE, 

A BERRY 7 OVA, 黒雲 母 混成 岩 の 貫 状 部 , B 繊維 状 角 関 石 一 黒雲 母 
ホル ン フ ェ エルス, 繊 維 状 角 関 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 の 締 状 部 , C 繊維 状 角 
関 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 , D, E, F Mk AER fake 
LA RBO SSH, GH, 1 Ak, PHORSA—BR AAR Eben 
岩 質 隊 緑 岩 , x 印 は 所 調 変 成 石 灰 質 団 球 の 包 有 岩 の 位置 , 黒丸 は 細 灯 包 有 有 
eC Py 7 0 2 oP RAE SRA RSS, Py MERE HE ALE 
A-RESH, Py VRE RES ANaAkae Py, Ye 
Meha_REAARE ARG Ps HWE, PALO BEES —iaie Pay 
BSS Be, Ry BrOOR, Ry A-OR (通称 鉄山 の 沢 ), Rs… 
FOR, Ry, Rs が 合流 し て オビ ピラ ルカ オマ ツブ プ 川 と な る 。 RHO Ho 
II, Te] Op… オ ビラ ルカ オマ ツブ プ 川 。 
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amie (第 1 図 G, H, 1) CHS, し か る も 混成 岩 か ら 明 ら か に 導 か れ た 優 白質 の 
黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 又は 石英 一 終 長 石 岩 に よ つ て 包み こま れ て いる (第 1 Ps, 
M2 1a), PMC COMBPSRMREOMMC HOC (第 1 図 1) 優 白 質 の 石英 一 
ARAMRKR SOL, その 先端 は 薄 失 し て ゆく (第 2 図 1 b)。 この KHOMME 
IAT SAS 先 に 述べ た 黒雲 母 一 石英 -- 斜 長石 岩 の 如 く 直接 に は 変成 岩 と の 関係 は 不明 
で あぁ ある が 密接 な 関連 を も つて いる も の と 考え られ る 。 BM HCW ERAEREO D5 
ちの 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 中 で は 所 調 変 成 石灰 質 団 球 が 形成 され る り 。 ま た 細 粒 黒 雲母 ホ 
ルン フェ ルス を 除き 他 の 粗 料 な 球 長 質 変 成 岩 中 に は , それ より る も 細 粒 で 周囲 の 変成 岩 の 
有色 鉱物 と 同種 類 で 西 も 多量 に 含む 塩基 性 の 岩石 (第 1 図 Py Py, Ps, Py) と 前 述 
の 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 中 の 所 調 変 成 石 灰 質 団 球 と 比較 し て 大 いさ 及び HROBOrE 
RAKAME (第 1 図 x 印 ) が 包 有 され て いる の で ある 。 ここ に 注意 すべ き は , 粗 炒 な 
球 長 質 変 成 岩 か ら 導 か れ た 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 の み が AROMGSAMREt AG 
に で いる こと で ある 

こ ゝ に 前 述 し た 変成 岩 及 び こ れ に 伴う 脈 状 岩 , 細 粒 塩基 性 包 有 岩 を 列挙 する と ROM 
く な る 。 変成 岩 は , 1 細 灯 及び 粗 尊 黒 圭 母 ホル ン フ ェ ル ス (第 1 図 A), 2 繊維 状 角 関 
石 一 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス (第 1 図 B), 3 BERR GIB A), 4 SKERRY 
石 一 トー ナル 岩 貨 混成 岩 (第 1 図 B,C), 5 粗 粒 - 礼 色 角 図 石 一 繊維 状 角 関 石 一 黒雲 母 
Aiea (第 1 図 D, E, F), 6 含 淡 緑色 角 了 関 石 一 黒雲 母 混成 岩 (HIND, E,F の 
一 部 ), 7 (a) 黒雲 母 一 石英 一 斜 長 石 岩 (1M F O -), (b+) 石英 一 斜 長石 脈 状 
岩 (61M ORT HMT SLO) か ら 成 る 。 包 有 岩 は 1 BBPOMW7 2 uP 
構造 を 有する 終 長 石 一 黒雲 母 岩 の クロ ツ ト (前 記 1 の 灯 灯 岩 に 包 有 され る も の で 第 1 
図 Pj), 2 CRRA? BTZARA BESSA (前 記 3 の 岩石 に 包 有 され る も の 
で 第 1 図 P。), 3 準 煙 緑 岩 構造 を 有する 含 黒雲 母 一 - 角 際 石 一 斜 長石 岩 (前 記 4 の 岩石 
に 包 有 され る も の で 第 1 図 Ps), 4 人 準 輝 緑 岩 構造 を 有する RSS ARA ANAS 
(前 記 5 の 岩石 に 包 有 され る も の で 第 二 図 P4), 5 細 粒 叉 は 中 粒 の 黒雲 母 一 褐 緑色 角 隔 
AiR SRR (BF 7a の 岩石 に 包 有 され る 岩石 で 斑 長 質 変 成 岩 の 周囲 に ある 塩 
基 性 岩 の 一 部 で 第 1 図 P5) で 前 項 の 2, 6, 7 (b) の 岩石 に は 包 有 有 岩 は な い 。 こ ゝ に 
更に 特記 すべ き は , 上 記 の 得 長 質 談 成 岩 う の ち で 3, 5 に は 部 分 的 に 所 調 火 成 岩 と いわ 
れる 構造 が 観察 され , この よう な 部 分 が 変成 岩 構造 を 有する 部 分 と 全く 連 貫 的 な 産 状 を 
CN G6 CoOSo 

3. BRR Hic!) MRS ARBORS ABRAOSA 

2 項 で 述べ た 講 岩 石 の 岩 質 に つい て 述べ る 。 

A. 黒雲 三 ホル ン フ ェ ル ス (第 1 図 A) 細 粒 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス (la) LR 
雲母 ホル ン フ ェ ル ス (1b) が ある が 両者 と も 黒雲 母 混成 岩 と 不 規則 な 締 状 構造 を 示す 。 
la (SBBIOAMEBTSLL MDS. MRA (47.8%), RS (41.996), 磁 鉄鉱 , 


1) Ft HB: Bo, Allo 

2) 基質 に な つて いる ホル ン フ ェ エル スズ 構造 に 対し て 不 完 全 な 7 0% OBER 
示す 場合 を こ ゝ > で は いう 。 この 村 造 を 示し て いる 部 分 は 部 分 的 に グリ スー クロ ス 構 
造 示 観 察 せ られ る が これ ら を 一 括 し て 準 グ ロメ ロ 斑 状 構造 と し た 。 以下 これ に 同じ 。 
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第 2 図 


REAR -SREE ( 叉 は 石英 一 斜 長石 岩 ) (1) に 包 有 され た 細 粒 乃至 中 料 


EN MRC MM GOS APS 2, 同 図 2 は 石英 一 斜 長石 脈 状 岩 (1,2,3) 


eS 


HMC HOC FMRS Ls AURIS PR - ASR AB fa He 


4,5) POR D ADEM k ORBEOS VMS ( 細 点 で 示す ) が 見 られ る 。 


粗 粒 黒 圭 母 ホル ン フ ェ ル ス (1) RUMOABOREROMW u 2 uBR RES 


REG (2,3) HORRA, REBOWR, PL aie, GCA 


OBEY GR EFS BSA » Bi... AaeRp, MFISEBO An pore 


3: 


不 均質 な Aa » FASE RE ok 7 


VYTZVADOMEH, BBEO M7 uo 2 UBER 
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イル メ ナ イ ト , FIV AGE, BERRI (5.596), 石英 (4.8%) より 成り , 細 粒 な グラ テ 
ノブ ラス テツ グ ク 構 造 を 示す 。 SRA : : Anss, Ang, Ange を 示す 。 部 分 的 に 斜 長石 の 新鮮: 
化 , 塩基 性 化 の 現象 が 伺わ れる りり 。 し か し この 程度 は 低い 。 黒 雲母 : ALL CRG, 4 
MATA, FIV AGE, 磁 硫 鉄 鉄 を 排出 する 。 Ke WM. Vase ZB Y… 
…1.619~1.625。 イル メ ナ イ ト , チタ ン 赤 鉄 鉄 , BOK: 黒雲 母 が 消 散 する か 不安 定 
に な る と 共に 形成 せら れる 9。 石英 : LROMMME DTA LU MLOME AMF 3 AMD. 
ある 。 1b は や > フォ リエ ー シ ョ ヨン の 発達 し た 不 均 質 の 岩石 で ある 。 典型 的 な 部 分 は , 

SRA (67.296), BIR (23.196), 石英 (8.5%), 磁 鉄 鉄 , イル メチ ナイト , チタ ン 赤 
GA, BRR, BARRERA (1.29%) LORD, 細 粒 な グラ ノブ ラス テツ クタ ク 機 
tATo MRA: Ang, An。s, Angy Ang, Anss を 示す 。 倖 長石 の 新 解 化 , 塩基 性 化 . 
の 現象 が 認め ちら れる 。 こ の 際 に 尊 状 化し た 淡 緑 色 角 関 石 を 形成 する (第 2 図 2 の 1)。 
REE: 消 散 す る か 又は 不安 定 に な つて いて , 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , FIV ARG, BE 
Ek, 尊 状 化 淡 緑色 角 尊 石 が 形成 され る が la の 岩石 に 上 比較 し て その モー ド が 示す 如 . 
くそ の 程度 は 低い 。 交 …… 淡 福 色 , Yo ZB, >……1.620。 BH: MBER AO 
CHhORMORIe FETS. REG, イル ヌナ イィ イト, チタ ン 赤 鉄鉱 , 磁 硫 鉄 鉄 粒 , AIRE. 
KR EAI G : 黒雲 母 の 消長 と 密接 な 関連 を も つて いる 。 
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4 (#28706) を 示す 。 ACGA… 繊 維 状 角 関 石 , Bij… 前 期 黒 雲母 , Bi。… 
後期 黒雲 母 ,) A-B, C-D は 第 2 図 7 の 小 圧 砕 帯 の 方 向 。 

4. 人 準 煙 緑 岩 構造 を も つ 稚 長石 一 黒雲 母 岩 の 構 造形 式 の メカ = ズム を 示し た 模式 図 , 

1, 2, 3 は それ ぞ れ 小 圧 砕 帯 (矢印 ) に 直交 する 自 形 黒 雲母 (// 印 ) の (001) OF, 
Bh, 4 tx 1, 2,3 が 複合 され た も の P は 包 有 岩 と な る 部 分 。 

5. 黒雲 母 混成 岩 に 包 有 され た 準 糞 緑 岩 構造 を も つ 終 長石 一 黒雲 母 岩 の 産 状 , 1 Be 
母 混 成 岩 , 2 粗 尊 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス , 3 準 煙 緑 岩 構 造 を もつ 有 終 長 石 一 黒雲 母 岩 。 

6. BEAERACAEA (1), 黒雲 母 (2) OVER, IL REG, 4 VAT bo 
7. 粗 米 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 不 均 質 な 状態 1 RHE EPI BSE 
ルン フェ ルス, 2 黒雲 母 の 準 グ ロメ rw 斑 状 構造 を 示す 黒 圭 母 ホル ン フ ェ ル ス , 3 磁 
鉄鉱 ・ イ ル メ ナイ トト 一 磁 硫 鉄鉱 一 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス , 4 BAAR VY 7 
A, 5 繊維 状 淡 緑 色 角 阿 石 一 磁 鉄 銘 ・ イ ル メ ナイ ト 一 磁 硫 鉄鉱 一 黒雲 母 ホ ルン 
フェ ルス , 6 A-B, C-D に 直交 する 脈 状 部 の 斜 長石 , BEAD 7 o 2 o PERE 
造 を 示す 黒雲 母 ホ ルン フェ エルス, 7 黒雲 母 の 準 グ ロメ ロ 斑 状 構造 を 示す 斜 長 石 一 黒 . 
BRBO7 uy } RABE, A-B, C-D は 片 理 に 沿う 小 圧 確 帯 。 

8 BBB KY 7ZVAHOMRA BER (BRM) の スケ ツチ Q- 
石英 , PO-- BERGE 

9. VEG eHEt ) OM RA BEAD ATYF o 

10. BREE b OR RA-BEBAOSRA, 黒雲 母 の 性 状 。 


1) BH #4: #4t, 40, 21~27; 40, 93~103; 40, 245~249, 1956 ; 
地質 , 62, 177~188, 1957; Gk, 41, 97~106, 41, 246~253, 1957. 

2) 浅井 HB: Bo. 前 出 . 

3) 浅井 #: Ber, 53~64, 42, 1958. 
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CK BAT SZRARAOASBORE. 岩 質 の 形成 と 密接 に 関連 する 粗 炒 黒雲 母 
ce kia eee ee 
2 図 7 に 示し た 如く 片 理 に 沿う 小 圧 砕 帯 に 治っ て (HF 2 M7 の A—B, C—D), 
1 繊維 状 淡 緑 色 角 関 石 一 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス (第 2 図 7 の (1)), 2 黒雲 母 が 準 グ 
ロメ ロ 斑 状 構造 を 示し , その (001) の 軌跡 が 比較 的 多量 に 小 圧 砕 帯 (第 2 図 7 の A 
—B, C—D) に 直交 する か 又は それ に 近い HECHT SBE HO 黒雲 母 ホ ルン フ 
x エル 区 (H2NO70O 2, S31, 第 ささ 図 3 の 部) 3 イル マナ ネト - BK 
伝 一 科 硫 鉄 鉄 一 黒雲 生 ホ ルン フェ ルス (第 2 図 7 の 3), 4 優 正 質 黒 雲母 ホル ンプ フエ 
VAB2N7 OS), ot i legit od 
紅玉 ルン フェ エル ヌス (BH 2705), 6 NERS (B28 7D A—-B, C—D) 
KERTAZSRARREBONRA, 黒雲 母 の 7 2 oR RI RSSAVY 
フェ ルス (第 2 図 7 の 6, 8203), 7 黒雲 三 の 準 グロ メロ 夷 状 構造 を 示す 和 倖 長 石 
—REESBO70Y }REAGE(B2N707, $620 8), SORSRLVORVIIOnN 
に に 昔 書 石 一 黒雲 坪 ホ ルン フェ ルス 未 加 わる こと が ある DD。 

以上 に 既 述 し た 如き , HARRY TEVA S PERE UT 列記 すれ ば , 

1 ALAR SER Y 7 DAD BICONE RIC IDO TT 不 均 質 部 が 形成 され や す 」 
いこ と 。 2 RES, 講 録 石 の 濃 集 する 優 黒 質 の 部 分 と 優 和 白質 の 部 分 に 分 化し , MHON 
AG (Anj3g~ Any) BARBOSA (An,,~ Ang) より も 塩基 性 の も の が 多い こと 。 
3 和 倖 長石 の 濃 集 し て いる 部 分 は 黒雲 王 が 不安 定 に な る か 或 は 卓 出 し 難い よう な 性 状 を 示 
し て いる こと 。 4 片 理 に 治 つ た 小 圧 砕 帯 に 直交 する か 又は これ に 近い 角度 の 後 其 黒 雲母 
及び 倖 長石 の それ ぞ れ , また は 王 に 複合 し た 準 グ ロメ ロ 閣 状 構造 形成 され て いる こと 。 
5 H#RA-RESEO N70Y } MCX COAMCRSE OW v2 PRS 
され る こと 。 以上 に あげ た 議 現 象 は 後述 する ERE, MUAAHO BAUME Ese 
物 の 性 状 に 密接 に 関連 し た も の で あぁ る (BR). 

RESO 準 グ ロメ ロ 夷 状 構造 を 示す 倖 長石 一 黒雲 母 岩 ( 宜 粒 黒 雲寺 ホル ン フ ェ ル え ス の 
包 有 岩 状 ク ロ ツ ト , 第 2 図 7 の 8, 第 2 図 8) sHROMWRSSkVY 7er2zh 
の た 理 に 治っ つた 小 圧 砕 帯 (第 2 図 7 の A—B, C—D) に 形成 され る 。 BEER 
フェ ルス の 構造 を 残し て 部 分 的 に 新 期 黒雲 母 の 準 グ ロメ ロ 斑 状 構造 が 形成 され て いる 。 
また 著しく 黒雲 坪 , 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト が 濃 集 し て 優 黒 質 に な つて いる 。 BEE (62.3 
96), SRA (28.996), GH, 粒状 化 淡 緑 色 角 図 石 (0.296), REBRSK, イル メ ナ ィ イト , BE 
TREK (8.696) か ら 成 る 。 黒 雲母 : BRM, 1274 >, 磁 硫 鉄 鉄 を 排出 する 前 期 黒 
圭二 と 準 グ ロメ ロ 斑 状 構造 を 示し て 伏石 類 を 排出 し な い 後 期 黒雲 三 が あ り , 前 者 は X-- 
At, マヤ =Z… 福 色 , y---1.620~1.625 で , 後者 は X-- AAW WBE, Y=Z… 明 る い 
褐色 , >…1.620 で 前 者 は HHORCRRRREARAL ERIS (28203), 
NEE: 基質 の 部 分 を 構成 し 粒状 化し た も の と 半 自 形 , 自 形 の 倖 長石 が 認め られ る 。 
Ang5, Anss, ADs を 了 示し 新鮮 化し , その 内 部 に 粒状 化 淡 緑 色 角 関 石 が 形成 され る 。 (第 
28202) この よう な 黒雲 母 , 斜 長石 の 性 状 を 観察 する と ROKER 


1) この 他 の 所 調 秦 成 石灰 質 団 球 に 伴う 圧 砕 岩 質 黒 雲母 ホル ン フ エルス に つい て 
は 既 述 し た の で 本稿 で は 略す (RIF: HS. 印刷 中 )。 


1. 不 均 質 な 粗 灯 黒 雲母 ホル ン フ ェ ル ス 中 の 黒雲 母 の 準 グ ロメ ロ 夷 状 構 造 (第 2 
図 7 の 2 の 部 分 ) を 示す ホル ン フ ェ ル ス の 黒雲 母 の (001) の 極 の ステ レオ 投影 。 
A-B, C-D は 第 2 図 7 の 小 圧 砕 帯 の 面 を 示す 。 黒 雲母 の (001) が A-B, C-D 
面 に 直交 する も の が 多い 。 

2. CHRARIAt b -ARA-RESHOSZMBEROD (001) 極 の ステ レオ 
投影 。 


成 さ れる に は RBSOWRMLARAOD MEM 密接 な 関係 を も つて いる こと を 示し て い 
る 。 石英 : HAO—MEMM LARC HHAMOM © HE LCN So Kah 
察 さ れる 間 充 構造 を 示す 。 AOCKREAANE : 黒雲 母 の 消 散 と 和 倖 長 石 の 品 出 が 密接 に 
関連 し て 形成 され た も の で ある 。 WHE, ANVAT1), Re: 黒雲 母 の 溢 散 と 密 
接 な 関連 を も つて いる 。 

以上 の 事実 に 基き この 黒雲 母 の 準 グ ロメ ロ 斑 状 構造 を 有する 有余 長 石 一 黒雲 母 岩 の ク ロ 
Y PRAGA BERRY TLV AD FHM IRMA (MMROPRS AK 
黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 通用 する 諸 性 質 1, 2, 3, 4, 5) を その 構造 , 諸 鉄 物 の 性 
状 に も つて いる こと が 観察 され る 。 し た が つて 本 岩 は 粗 粒 黒 圭 芋 ホル ン フ ェ ル ス の FH 
質 化 に よ つ て 形成 され , それ に 伴う 講 現 象 の 複合 され た 結果 この よう な 岩石 に な つた る も 
の で ある 。 

B. 繊維 状 角 図 石 一 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス (第 1 図 B) 

繊維 状 角 関 石 一 トー チ ナル 岩 質 混成 岩 と 不 規則 な 締 状 構造 を 示す 。 斜 長 石 及び ミル メカ 
ィ ト (42.396), BBE ((35.496), 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , 磁 硫 鉄 鉄 (12.7%), Reite 
PURGE SIRI (7.6%), 石英 (2.0%) LOMO Mik グラ ノブ ラス テツ ッ グ ク 構造 を 示 
to MRA: Angg, Ang, Ans1, An3s, Ang, を 示し , 圧 砕 され て ミル メカ イト を 生 ず 
Zo BES : 消 散 し て 繊維 状 淡 灰 緑色 角 関 石 を 形成 する と 共に 部 分 的 に 著しく 多量 に イ 
WAKA), 磁 硫 鉄 鉄 を 形成 する 。 交 … 淡 褐色 , Y= る … 濃 褐色 , 71.625, 磁 鉄 鉄 , 
ィ ル メチ ナイ ト , PERG: 黒雲 母 の 消 散 と 密接 な 関連 が ある 。 繊維 状 淡 灰 緑色 角 隊 石 : 
黒雲 母 の 残 品 を その 内 部 に 残し て いる 。 人 寺 マ … 淡 灰色 , 選 … 淡 灰 緑色 , ne…1.645。 石 
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He: MGR 2 O CHORE AAT SPBRUILLOM ERI 5. Kad MRE 
母 ホ ルン フェ エル の 項 で 述べ た 如く FRO HE OPER T 不 均質 な 部 分 が 形 
成 さ れる 。 特に 注意 され る の は 後期 黒雲 母 が 先 に 形成 され た 稚 長 石 , 前 期 黒 雲母 を 切 つ 
て 準 グ ロメ ロ 斑 状 構 造 を 形成 する こと で ある 。 

C. 黒雲 母 混成 岩 (418 A) 
REE RY 7 VA LARUE E RL COS. MRA (60.4%), 石英 (19.7 
96), FREER (16.59%), ゆう れん 石 , HA BRK, 1 VAT4 1, BRB (3.496) 
LURDIF FITS IAFY TREERT ORICA BEDE EU, COME AG 
RU ATED BEATERS LL. HbR zr kms tb DN SB AICHE ETAT AREA : 
An。。 An。。 Ans」 を 未 す 。 部 分 的 に 新鮮 化し 塩基 性 に な つて いる (第 2 図 6 の 1), 
石英 : 不定 形 で 粗 炒 な 火成岩 に 見 られ る 充 間 構造 を 自 形 斜 長石 と 共に 示す 。 黒 雲母 : fal 
UE, 内 部 と も に 著しく 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , 磁 硫 鉄 鉄 が 形成 され 黒雲 母 が 不安 定 に な 
DCWSZLLERAT (BH2NS O22), X Mews YSZ BMeMIFSIV—th 
福 色 , 71.635, ゆう れん 石 , RG, BERK, 1VAT4), BEEK: VONDRE 
母 の 消 散 と 密接 な 関連 を も つて いる 。 

RAH t @t 2S RA -BR2SS (黒雲 母 混成 岩 の 包 有 岩 , 第 2 図 5, 第 2 図 9) 

直径 2cm~5cm 内 外 の 円 形 又 は 卵 円 形 の 包 有 岩 で , BEARDS LD FC > Ae 
な 圧 砕 構造 を 部 分 的 に もつ 黒雲 母 ホ ルン フエ ルス が 不 規 則 な 市 を も つて 存在 する 。 この 
粗 粒 黒 雲母 ホル ン フ ェ ル ス は か つ を ぷ ぶし 状 の 形 を 示し て その 先端 が 周囲 の 黒雲 母 混成 岩 
中 に 入り こん で いる こと が ある (第 2 図 5 の 1, 2, 3)。 包 有 岩 は 優 黒 質 で 黒雲 母 
(60.696), 和 斜 長石 (28.596), 石英 (7.496), 磁 鉄 鉄 , イル メメ ナイト, ジル コン , BRE 
(3.59%) より 成り 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の 構造 を 部 分 的 に 残し CARRE VARA, 
後期 黒雲 母 の グロ メロ 班 状 構 造 が 発達 し , HRS, 粗 灯 玄 武 岩 の 自 形 斜 長石 に 見 られ る 
配列 状態 を 示す 。 この うち も 後期 黒雲 母 は 自 形 斜 長石 を 切 つ て 成長 する こと が 多い 。 これ 
5DORMRERD (001) の 極 は すべ て の 方 向 に 分 散 す る (第 2 図 9, 第 3 図 2, 第 
2 図 10)。 ASR: : 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト を 排出 し て いる 半 自 形 の 前 期 黒 雲母 と 自 形 
性 が 強く グロ メグ ロ 夷 状 構造 を 示し イル メ ナ イ ト を 排出 し な いい 後期 黒雲 母 が ある 。 前 者 
は X Ye, Y=Z… 福 色 , y…1.620~1.625 で 後者 は 六 … 明 る い 淡 福 色 , YZ 
> 明る い 福 色 , >…1.620 を 示す 。 NRA: LRA HAC 自 形 性 の 強い AAI 
ANgg, ADg7, ANgy, Ansgs, Ansg で 比較 的 に MARIZA AIL Angg Ang, Ans, Ans。, 
ANgg~Angsg, ANgo, ANgs, ANgg FART. MNOMRAY MRL LBB AS. LOM 
DURRAD ARO LO Core AHMAR RMO ROE SZ (第 2 10), Z 
CN bOMRALAMRERIC LOT 切ら れ て いる 。 更に 部 分 的 に 倖 長 石 は 石英 と グラ 
フィ ツク 構造 を 作 つ て いる 。 BK: ABEORVARA, RESON EE LATIESG 
中 粒 叉 は 粗 粒 の 火成岩 と いわ れる 岩石 に 似 た 構造 を 示す 。 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ ィ イト : KEG 
PRO Hits CREED WAT SRI 形成 も られ た も の で ある 。 その 配列 の 状態 は 黒雲 坪 
の 形 を 残し て いる 。 ジ ルコ ン 炎 灰 石 : 前 者 は 裸 出 する も の と 黒雲 母 と 共存 する る も の と が 
ある 。 後者 は 針 状 結晶 で 散 点 する 。 

以上 に 示し た 如き 産 状 , 岩石 の 構造 , 造 岩 鉄 物 の 性 状 及 び 前 項 で 述べ た 灯 音 黒雲 待 ホ 
ルン フェ ルス の 不 均質 化 に よる 部 分 的 な 準 グ ロメ ロ 班 状 構 造 の 形成 , これ に 伴う 黒雲 生 
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OME 7 2 OSERRES OO PRA-BRLEBO7 1Y +O 現 出 等 の 事実 か ら 推し て 本 
岩 は , 粗 粒 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス で あつ た と きか ら の 運動 に よ つ て , この よう な 黒雲 坪 
混成 岩 の 包 有 岩 と な る べき 部 分 が 分 化し , その 過程 で 円 形 双 は 卵 円 形 と な り この 際 準 グ 
ョ ロメロ 斑 状 構造 が 集 つ て Ra HE t OO 黒雲 母 一 斜 長石 岩 と な つた も の で ある 。 こ 
の よう な 円 形 叉 は 卵 円 形 に な つて 周り の 岩石 か ら 分 化す る メカ ニ = ズム は 第 2 図 4 に 示 
し た 如く , 種々 の 方 向 に 直線 状 の 小 圧 砕 帯 が 出来 る よう な 運動 の あら われ 方 が あり (第 
2 図 4 の 1, 2, 3) これ が 複合 され て 包 有 岩 と し て 切り と られ た 如く な つた も の で 
ある 。 種々 の 方 向 の 直線 状 の 小 圧 砕 帯 が 複合 され て この よう な 包 有 岩 が 形成 され た も の 
で ある こと は , 本 包 有 岩 に お いて 和正 形 の 後期 黒雲 母 の (001) 極 の 分 散 し て いる こと と 和 包 
有 岩 の すぐ 周り の BBB RY 7 DAIS 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 期 の ERED 
で き て いる こと に よ つ て 明らか に され る 。 哲 , BBEORWYT o 2% OBERT RIA 
右 の 内 部 は 粒状 化し た 黒雲 母 が ある か 或 は 黒雲 母 の 消 散 する BBL AAT DOF 
在 す る か , BIL 洗 染 され た 人 待 長石 が ある が 現在 見 られ る 千 長 石 の あぁ つ た 部 分 に 黒雲 母 の 
存在 し て いた 事 を 示し て いる 。 7O2 OMERREE ART ARAOMMT ~ XM BE 
母 が 不安 定 に な る か 或 は 唱 出 し 難 か つ た こと を 示し て いる 。 

以上 詳 述 し た よう な 事 が この 包 有 岩 を 形成 し た メカ = ズム で ある 。 そし て その 形成 せ 
られ た 時 期 は 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス か ら 黒雲 母 混成 岩 に 包 有 され た 如く に な る 迄 の 間 で 
HS. 変成 作用 より 以前 又は 中 和 途 で RAOMRA, MAKER BLS 雲母 煙 緑 岩 の 如 き 
岩石 が あぁ つて 変成 作用 の 結果 この よう な 岩石 が で きた と いう 証拠 は 観察 され な い 。 むし 
ABROMMDS 中 期 に わた つて この よう な 包 有 岩 が 形成 され た と 考え る 方 が より 多く 
の 事実 を 妥当 に 説明 する 。 


新刊 招 介 


Origin of granite in the light of experimental studies in the system 
NaAlSi。0。-KAISi。0。-SiO,-H,0. By O.F. Tuttle and N.L. Bowen, 本 書 
は Geophysical Laboratory に お ける 合成 実 険 を 基礎 と し , KROES’ TOW 
鉄 物 に 関す る 実験 を 補足 し て , 花 賠 岩 の 成因 を 論じ た も の で あぁ ある. ま づ いわ ゆる “Tuttle 
I? に よ つ て な され た 和 熱 水 急冷 実験 波 に つい て の べ , つぎ に この 方 法 に よ つ て 得 ら れ た 
SiO,-H,O, NaAlSis0。-H,0, KAISi,O,-H,O, NaAlSi,0,-KAISi,0,-H,O, NaAISi, 
O,-SiO,-H,O, KAISi,0,-SiO,-H,O, 及び NaAlSi,0,-KAISi,0,-SiO,-H,O DAA 
の 平衡 関係 を 詳細 に の べ て いる . この うち 特に 興味 深い の は , 最後 の 4 成分 系 で , 500kg 
/cm?~ 4,000kg/cm? の 水 の 分 圧 の 下 に お ける 平衡 が 決定 され て いる が , いづ れ も ア ルカ 
リ 長 右 混 品 と 右 英 の 2 相 が あら われ , その 境界 線 の 中 央 部 に 本 系 の 最低 点 が 存在 する . し 
た が つて 結 品 作用 の 残 液 は つっ ね に この 最低 点 に 近づき , 分 別 作 用 が いち じ る し けれ ぽこ の 
点 に 到達 する . また 天然 の 花 賠 岩 や VINCE OM WT AC この 最低 点 の 周囲 に 投影 され 
eS と か ら , 結晶 一 液体 の 平衡 関係 が 花 賠 岩 生 成 に も つと る も 重要 な 役割 を 果す と 結 

論 す る . さら に 各地 の 天然 の 花 賠 岩 の 類 融 実 験 や 造 岩 久 物 の 熱 的 実験 を 行い , 合成 実験 よ 
DD RITE 岩 の マ グマ 起源 の 結論 を 裏付け て いる . Magmatist ¢ UCZO-HER 
ぬい た Bowen 博士 の 最後 の 著述 で あぁ る 本 書 は , 花 賠 岩 の 研究 に た ず さ わ る すべ て の 人 
x に と つて , その 立場 の 如何 を と わ ず , 必読 の 名 著 で ある と 信ずる . (八木 ) (Geol. Soc. 
Amer. Memoir, 74, pp. xi+153, 6 図版 , 67 図 , 20 表 , 1958, $ 400.) 
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北海 道 富 良 野 町 西方 山地 の ホル ン フ エル ス 


A new-found hornfels in the Kamuikotan zone, Hokkaid6 


ge KR =¢ (Mamoru Suzuki) * 
ye 4 純 f& (Sumitoshi Sak6)* 
PS 32 2 XB (Kohei Matsui) * 


Abstract : In the environs of the south-western Shimofurano, the 
western end of the Yubari mountains in the Kamuikotan tectonic zone, a 
small area of hornfels has recently been found, though it has been consi- 
dered as the characteristic area of the low grade metamorphosed schist. 

Around the said area, the pre-Cretaceous and overlying lower or mid- 
dle Cretaceous formations are disposed with N-S trend. Cutting these 
Cretaceous shales, many trondhjemite dikes are found with the prominent 
feature in this zone. It is conclude that the hornfels is closely related to 
the intrusion of the trondhjemite dikes. 


Lo oR. Bi nS 

富良野 町 の 西方 山地 に は , ASB OMaKk, AABML ANTS BREECH 
MUR MSIR LAA L CWS. CORA, 北海 道 の 奪 深部 を つく る 日 高 帯 の 西側 に , 
平行 に 細長 く 発達 し て いる 神居 古 運 帯 の 一 部 を 占め て いる も の で ある 。 神居 古澤 帯 に は , 
古く より , mea? 黒色 片岩 な どの 変成 岩 類 や , また , 優勢 な 蛇 紋 岩 の 活 動 が し られ 
て いる 。 SLT, そこ に み ら れ る 変成 作用 は , “ 緑 泥 石 片岩 相 ” で 代表 され る , 低温 
型 の 動力 的 要素 の つよ ょ いも の に 限ら れ て いる , EBASNTERO この 点 で , AHES 
の つよ ょ い 変 成 作 用 と , いち じ る し い 深 成 岩 の 活動 と に よ ょ つて 特徴 づけ られ る 日 高 帯 と は , 
全く 対 居 的 な も の と され て いる 。 さら に , 神居 古 運 帯 に 岩 存 し て いる 讐 床 は , ABH IC 
み ら れ る も の が , 含 鋼 硫 化 鉄 鉱床 や 含 = ツ ケル 磁 硫 鉄鉱 床 で ある の に 対し て , WERE IC 
関係 する クロ ム 鉄 鉄 , Ate, MAME 特徴 と みち られ て きた の で ある 。 PERE, =F 
者 の 一 人 酒 色 は , 1955 年 の 秋 に , BIO — A, 馬 内 川 の 中 流域 を 概 査 し た と き 
ここ に , いわ ゆる 神居 古澤 帯 の 変成 岩 類 の 一 般 的 性 質 に 外れ た , ホル ンプ フェル ス が 広く 
発達 し て いる の を 認め た 。 そ し て , そこ に は , いわ ゆる “RANVVYRM”’ OME Ae 
と も な う , 含 銅 硫化 鉄鉱 床 の 型 に ふく め ら れる 鉄 床 が , 央 存する こと を 確認 し た 。 な お , 
この ホル ンプ フェル ス は , これ まで 奈 英 川 チャ ー ト 層 な ら び に 同 球 質 頁岩 層 と され て きた 
も の で ある 。 こうして, この ホル ン フ ェ エルス が , 奈 英 川 チャ ー ト 層 や 同 注 質 頁 岩層 の 変 


* 北海 道 立地 下 資 源 調 査 所 
日 本 地質 学会 北海 道 支 部 大 会 講演 , 1953 年 3 月 . 
1) fA EB: 5 万 分 の 1, 地質 図 幅 , FE RSS (北海 道 開発 庁 ) 1955; 
SHAD 1, 地質 図 幅 , 山 部 説明 書 (北海 道 開発 庁 ) 1953. 
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成 し た も の な の か , ある い は , より 古い 時 代 の 変成 岩 が 断層 で 持ち も ちあ ぁ あげ ら れ た も の な の 
か , それ と も, 自 聖 紀 層 が 変成 し た も の で は な い の か , さら に は , 日 高 帯 の ホル ン フ ェ エ 
ルス に 対応 する も の な の か が 問題 と し て 注目 を あぁ つめ な た 。 

1956 年 6 AIC, ふた た び 同 地域 の 鉱床 調査 を と おこなう 機会 と を え , 鈴木 , 松井 の 両 名 
が 加わ つて , 鉱床 調査 と 録 床 周辺 地域 の 地質 調査 を お こなつ た 。 そ の 結果 , この 地域 に み 
られ る ホル ン フ ェ ル ス は , RRS —) BPMBRASBOBRLESOCIR < T, 
自 各 紀 層 の 変成 し た も の で ある こと が 明らか に な つた 。 こ こ に , その 変成 の 性 質 や 機構 に 
つい さる, | 明らか に する こと の で きた , 2, 3 OBMiCOWTHEL EWS 


2. 地 質 


司 内 川中 流域 に 分 布 す る , ABA CABCeB LA 橋本 豆 に より , つぎ の よう に やわ 
けら れ て いる ろ る 。 


EN 
:、 CARDEBAE 
Hz ee ait gles ash 
See 
RS EIR 


『 RNS + —} Bs LOMA 
し 25 RRR Eg) 


これ ら の 地層 は , ほぼ N40°E, 60°NW の 走向 ・ 傾 斜 を し めし , BRMOF IE 
緑 凝灰岩 層 か ら , 北西 方 向 に むか つて , 順次 上 位 の 地層 が 現われ て いる 。 また, これ ら 
Ome Hawt, 長く の トロ ニ = エム 岩 が 発達 し て いる 。 

A. £8 2 itt B 

LOMBMOAABIE, Flee tcRBl7ev—}. お よび , WEBA 
岩層 の 2 つ に 大 別 さ れ て いる 。 

FU PERARAB, いわ ゆる 神居 古澤 帯 の 厚い 煙 緑 凝灰岩 の 一 部 で , BCE, 
GERM, 輝 緑 岩 な どか ら 構 成 さ れ て いる 。 LOM, Pores, 南北 
に 細長 く 連 な る る も ので, 上限 は , 夕張 岳 附 近 か ら つづ く Pale kinigic よ つ て 切断 さ 
れ て いる 。 th, 奈 英 川 チ ャ ー ト お よび MERA Sel, 芦別 岳 衝 上 層 の 北西 ぞい に , 
広い 巾 を も つて 分 布 し , N40°.60°E, 60°~80°NW, OM: MBELOT 下部 
は , PRQRKE, 細 粒 の 緑色 砂岩 , お よび 灰色 の チャ ー ト , の 互層 か ら な り , 上 部 に な 
る に し た が つて , 緑色 の チャ ー ト と 黒色 の 坦 質 岩 の 互層 に , 移り か わ つ て いる 。 これ ら 
DEBE, いづ れる も , 多数 の 放散 虫 化 石 が ふく まれ て いる 。 な お , この 地層 と , 上 部 
DBA Lie, お そら く 断 層 で 接し て いる も の と お も われ る が 明らか で な い 。o 

B. BA EB 紀 B 

= OMIA At SS, まえ に し めし た よう に , 富良野 層 と , 中 川 層 の 下 半 
部 で ある 。 前 者 は , 富 問 砂 岩層 と 島 の 下 頁岩 層 に , 後者 は , CRW aes t SAI 
頁岩 層 と に , それ ぞ れ わけ られ て いる 。 ゥ 

富 間 砂 堆 層 : この 地層 は , ee CHL CV SRBMO PME CH So 地層 の 走 


KARR E 


1) この 地層 は 更に 細か に わけ られ て いる が , こ ゝ で は 一 括 し て と りあ つか つた 。 
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BUS 馬 内 川中 流 附 近 地 質 図 


ウッ ウマ 

馬 内 川 頁 岩層 , 2. SAR DER, 
島 の 下 頁 岩層 , 4. オル ビ ト リナ 石灰 帳 , 
富 間 砂岩 層 , 6. 奈 英 川 チ ャ ー ト お よび 
E 質 頁岩 層 , 7. Prime, 8. ト 
SR ホッ リング 0 二宮 
BGR 


Mie te C0 ree 


fl ASL AAR SRD, AK N 
30°~40° E, 55°NW で ある 。 青 
灰色 を お び た , ひじ ょ うに MRD 
Wet, RMECREAOD Fx—bO 
KEM 72 ED EBA S KS CA 
CwoBo 

この 地層 と LMOBOTAAR 
と の 関係 は , この 地域 で は 明らか 
で な い s% 

島 の 下 頁 岩層 : この 地層 は , こ 
の 地域 の 中 部 に , や や 広く 分 布 す 
る も の で , HIKED Maia a5 
黒色 の 頁岩 へ , し だ い に 移り か わ 
SHIR, UCLEDCE< BEL 
て いる 。 この 堆積 の 1 サイ クル の 
xis, 6~30cm で ある 。 わ りあ 
い 上 部 の 層 準 の BID, と ころ さ ど 
ZA, AVELVI ARBRE 
きま むせ む てい る % Ee, PHRORE 
砂岩 層 の 近く に は , ARO WAH 
が み ら れ る 。 

ER At, 一 般 に N 40°~ 
60°E, 10°NW で ある が FE 
川本 流 附 近 で は , 第 2 図 に し めし 
た よう に , か な り 複 雑 な 構造 を し 
DLTWSo 

この 地層 は , 部 分 的 に , 点々 と 
1 QV TF EV AIBC ass 


と くに , この 複雑 な 構造 を し めし て いる 地域 は , 全体 が ホル ン フ ェ ル ス 化 し て いる の で あ 
る 。 そして, この 地域 が いま まで 奈 英 川 チ ャ ー ト お よび 同 質 頁岩 ) と 誤 計 され て いた 
の で ある 。 な お , 多 床 の 母 岩 と な つて いる の は , この ホル ン フ ェ エルス で ある 。 この 地層 
と , 笠森 沢 砂岩 磁 岩 層 と は , 倖 交 不 整合 の 関係 に ある こと が , 各地 で 明らか に され て いる 
が , 還 内 川本 流 で は , あい だ に ミロ ー ナ イト 帯 を は さん で いる 。 

笠森 沢 砂岩 春 岩 層 : この 地層 は , 島 の 下 頁 岩層 の 北東 側 に ,。 せま い 巾 で 分 布 し , N70° 
E.50° NW の 走向 ・ 傾 斜 を し めす 。 お も に , PARAL REBUT, Merb he 
の 砂岩 で , 上 部 に 近い 層 準 に は , オル ビ ト リナ 石灰 岩 や 緑色 チャ ー ト な どの 春 を 多量 に ふ 
くむ 重 岩 が み ら れ る 。 こ の 地層 も , 部 分 的 で は ある が , ホル ン フ ェ ル ス 化 し て いる 。 Eft 
の 馬 内 川 買 岩層 と の 関係 は , 境界 部 附近 の 赴 出 が が ない ので , 明らか で な い 。 


馬 内 川 頁 岩層 : この 地層 は , お も に , 緑 灰 色 の 細 粒 砂岩 を まじ えな た 。 頁岩 か ら 構 成 & 
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れ て いる が , AES, AVR 第 2 図 地質 構造 図 
砂岩 な いし 凝 灰 質 頁岩 と 黒色 頁岩 と e 
の , こま か な 評 層 が み ら れ る 。 そ し \ WA 
て , N50°~60°E, 60°NW O# 
向 , (ESF LOTS 

な お , 馬 内 川本 流 附近 の 基底 部 は 
の な 0 ホブ エレ 大 人 で いろ S 


3 語 ポ ルン フエ ルス 


この 地域 に は , 上 に の べた よう に, ay 
点々 と ホル ン フ ェ エル ス の 存在 が 確 め ら “4 : 
れる 。 こ れ ら の ホル ン フ エルス は , B ea 


PARR cli, 無関係 な , 南北 性 の 
BBE LOL TS. Z 
に 広範 暑 に わた つて ホル シン フェ エル ス 


化し て いる の は , 鉄 床 附近 か ら 司 内川 as \~ cae 
AWDAX hb =D BROBMS Vee) ‘i 


る 附近 を 中 心 と し た , 南北 約 1.5km, 
東西 約 1 km の 部 分 で ある 。 UMD, 
き の な か の 誤 の 下 頁 岩層 が まえ に の 
た よう に , いわ ゆる 奈 英 用 チャ ー ト 


S00" 


Bert, tvhkon CTwHOCH 0 = 

- | 1 i A ea 

ED GR 頁岩 が ホル ン ile J AlZi ei LA 
Warn AMG Ie yeTew@rey ONS ke うに 覧 ibe 馬 内 川 頁岩 層 , 2. Ae hs Toy tt ah 
硬 な 岩 質 に 変っ つた こと と , SRUGVE RAIA 3. BOTHER, 4. Soaninigeek, 5. 
ZH RAL CMmBA IED, Ae トロ ニ = エム 岩 , 6. Beri, 7. 断層 , 8. 


な いし 淡 緑色 の チャ ー ト に よく 似 た 岩 FEMI UES 


BETZOCWSRMOIEECR LD CH 
ろう 。 こ の 地域 に みち られ る ホル ン フ ェ エル ス は , 全体 と し て , 変成 度 の 低い も の で ある が , 
場所 に ょ よ ょ つて, 変成 度 に か な り い ち じ る し い 相 違 が ある 。 す な わ ち , ホル ン フ ェ エル ス が , 
OU & DCR MERE LO THD, OF0, 釣 床 附近 や , 本 流 の 大 き な ト ロニ = エム 岩 体 
の まわ り は , 他 の 部 分 より 変成 度 が 高い 。 一 般 に , 桃色 が か つた 黒 福 色 の 監 硬 な 岩石 で , 
ほとん どの る の が , 堆積 の 茎 理 な だ ど を, は つき り 残 し て いる 。 頸 微 鏡 下 の 和 観察 で も , 原 
岩 の 組 織 と ほとん ど そ の ま ょ ゝ のこし, 基質 部 に 黒 寺 母 や 微細 な 石英 と 有余 長 石 が 再 結 品 し 
て いる の が みとめ られ る 。 砂粒 の 石英 粒 は その まま で , MRAMID 7% VEN TWSo 本 
流 の 大 き な ト ロニ = エム 岩 体 の まわ り の も の は , 完全 に 再 結 品 し て , モザ イク 構造 を し めし 
て いる 。 BES, 交 三 淡 黄 色 , YZ 三 暗 礼 色 の 多 色 性 を し めし て いる 。 な お , ホル ン 
フェ ルス 中 に は , 多数 の 石英 一 曹長 石 脈 が み ら れ る 。 
4 kos 2 Ae 
この 地域 に は , 広い 範囲 に わた つて , 数 多く の , トロ ニ = エム 岩 が み ら れ る 。 その ほ と 
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AER, 小さ な 岩 脈 状 の も の で ある が , 馬 内 川本 流 の ホル ン フ ェ ル ス 中 に は , か な り 大 
き な 鮮 毅 状 岩 体 と みち ら れる も の が ある 。 白色 を 量 す る 堅 硬 な 岩石 で , SRAOBBHH 
DQ, は つき り と みとめ られ , 有色 鉱物 は ), ひじ よ ょ うに 少な い 。 BBFC, KHOR 
apm (1~1.5mmx1.5~3mm) と , その 間 を うず め る , ひじ よ ょ うに 細か な 石 基 と 
で , 斑 状 構造 を し めし て いる 。 MAEM, アル バイ トー カル スバ ー ド 双 上 品 を し て お 
り , BRIER bSUSL (BRL TO So An%=37~40, 石 基 の 中 に は , 少量 の , わ 
り 合 大 き な 石 英 , BER, 緑 泥 石 が みとめ られ る リリ 。 な お , 鮮 盤 状 岩 体 と を ホル ン フ ェ エル ス 
の 間 に ば は 第 31 図 に 人 計 め た よう に 数 "cm の 巾 で , ホル シン エルス 側 だ ロロ = ミ る 
岩 中 と 同質 の 夷 状 斜 長石 が 形成 され て お り , 桃色 が か つた 福 色 の ホル ン フ ェ ル ス は , し だ 
い に , 白い トロ = エム 内 に 移り か わ つ て いる の が み ら れ る 。 


5. ホル ンジ フエ ルス の 成因 


この 地域 の ホル ン フ ェ ル ス 化 は , お も に, 馬 内 川本 流 附 近 の 島 の 下 頁 岩層 に , 強く 作 
用 し て いる 。 そこ の 構造 的 位置 を みる と , 芦別 岳 衝 上 断層 の 北 翼 に あ た つ て いる 。 この 
御 上 了 断層 の 北西 地域 に は , 南北 方 向 の 大 き な 破 確 帯 , ある い は , 断層 が 発達 し て いる 。 
ELT, BVYTILZNAM, LOBAAMLBACBALEODBHE LOTWSo Ek, N6O° 
E か ら EW 方 向 , つま り 走 向 方 向 の 大 き な 破 砕 帯 が と ころ どこ ろ に み ら れ る 。 トロ ニ = エ 
ム 岩 は , この , 南北 性 ゃ 走向 方 向 の 構造 線 に そつ て 導入 し て いる 。 し か し , SAI 
の ホル ンプ フキ ルズ スズ 車 に は 節理 に そつ た り , また , KVVIZNACALEVE LIAB 
で , PAROAX 7 BAR, し か も る も, ホル ン フ ェ エル ス を 交代 し て , BAL TCAZORAS 
られ る 。 一 方 , 欠 床 が 央 存する の も , この ホル ン フ エルス 中 で ある 。 なお, トロ ニ = エム 弟 
は , FBG DICGMEVE Ae AICS さら に , これ ら の いろ いろ な 現象 を と も な つて い 
る 部 分 は , お な じ 邊 の 下 頁 岩層 で あり な が ボ がら, ここ を 離れ た 地域 の 同 層 と は , いち じ る 
し く 構 造 が ち が つ て いる 。 すなわち , 島 の 下 頁 岩層 が , 一 般 に , ThOASEAC t RRC, 
わり 9 めい 演 調 次 構造 を & つ て いる の に 反し て , ホル ママ ルズ 他 し た 詩人 が 
複雑 な 橋 曲 構造 を し めし て いる (第 3 図 )。 こ の よう な こと は , WK, 島 の 下 頁 岩層 が 複 
雑 な 構造 を と る と いう こと と , その 部 分 が ホル ン フ ェ ル ス 化 し , BRERO pus=r2as 
が 導入 し , さら に , 鉄 床 が 生成 され る , と いつ た こと が ら と が 一連 の 運動 と し て 行わ れ 
た こと を 意味 する も の で あろ う 。 し た が つて , この 地域 に な られ る ホル ンマ フ エル ス 化 作 
用 は , か な り 早 期 か ら } ト ロニ = エム 岩 の 導 入 時 まで , ひき つづ いて 行わ れ た と み ら れ る 。 


6. 馬 内 川 ホ ルン フエ ルス の 意義 

筆者 ちあ は, いわ ゆる 日 高 帯 と 神居 古澤 帯 と は , 一 連 の 運動 の 下 に 取扱 うべ きだ , £# 
えて いる 。 LBL, まえ に も ふれ た よう に , そこ に 幸 動 的 に 働い て いる 変成 作用 に は , 
質 的 な ちがい が みとめ られ る 。 

Bibb, ABR, 広域 に わた つて ホル ン フ ェ エルス が 分 布 し て いる こと が し られ 
て き て いる 。 この ホル ン フ ェ ル ス は , 明らか に , 広 区 域 変 成 作 用 に と も な う も の で あり , 
BARES, この 地域 の も の と か な り 違 つた 感じ を うけ る 。 すなわち , 同じ よう な 低 変 
成 度 の も の で , 原 岩 の 組織 (lamina や 砂岩 構造 ) を 良く 保存 し て いる 日 高 帯 の ホル ン フ 


1) Goldshmidt の Trondhjemit-porphyrit に 相当 する 。 
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Bh OVI [beter ae 第 4 図 トロ = エム 岩 @eApe tM 
シン KIDS AG, Ase, 黒雲 母 (x50) 


エル ス は , 暗 褐 色 を 時 し , この 地域 の も の より , 変成 度 の 進ん だ も の で ある 。 BSE 
で は , 細か な , REE, Mea (An%=30), 石英 な どの 再 結 品 が 進ん で お り , モザイ ィ 
グ 構 造 を し めし て いる 。 そして, 黒雲 母 は , XPM, YZ 三 濃 赤 福 色 , の 多 色 性 が 
いち じ る し く , ミグ マタ イト の それ と 似 て いる 。 この よう な 性 質 は 」 ご の 地域 の る も の と 
は , か な り 違 う も の で ある 。 

ZH CL, COURORVYTLNVAL, ABHORVY TEVA SBWEORG 
し た も の は 何で あろ うか 。 すなわち , 日 高 帯 の ホル ン フ ェ ル ス は , AeA ORE 
と り ま き , 変成 帯 と 平行 し た 部 分 を と つて お り , いわ ゆる , 広 区 域 変成 作用 の 産物 と 療 
えら れ て いる 。 これ に 対し , この 地域 の も の は , トロ = こ エム 岩 の 生 成 , 逆 入 の 運動 に 関 
係 が ある らし くみ られ , ご く 小 地域 に 限ら れ た 局所 的 な 変成 作用 の 産物 で ある 。 

また , この 地域 の ホル ン フ エル ス 化 作用 は , 白 己 紀 中 期 の 馬 内 川 頁 岩層 に まで お よん 
で いる 。 し た が つて , ホル ン フ ェ ル ス 化 作用 は , 少な く と る も, 中 川 層 の 堆積 末期 , つま 
り , Ape, maulit, それ より 後 と いう こと に な る 。 


12D pss 


bo H=TABPRBEOA Y PMI BMIPL COS AS, 早く , ARIS EO CHG 
され て いる !。 す な わ ち 雨竜 郡 幌加内 で は , KSA RD AE CLS T= 
ルス 化し て いる 。 日 高 変 成 帯 内 部 に は , HRA LHFO ba SDA ARAL 


ri er NR Sa 
この 地域 の も の と は か な り 性 質 が ちがう 。 日 高 変 成 帯 で は , トロ = エム 岩 の 生 成 は , = 
DR 0, EE の トロ ロニ = エム 岩 の 


AMAIER BASE, 手がかり を 与え る も の と 思わ れる 。 
この 研究 に あたり , 御 討 論 を 頂い た 日 高 研究 グル ー プ の 方 々 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


1) 鈴木 BE: Hk, 14, 285~289, 1935 
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鳥取 県 多 里 地方 の クロ ム テ ツ 鉱 と 産 状 に 関す る 研究 (第 3 報 ) 


Studies on the chromites and their occurrences 
in the Tari district, Tottori Prefecture (3rd report) 


北 原 順 一 (Jun-ichi Kitahara)* 


Abstract : Dykes of dioritic, leucocratic and bastitic rocks, and vein 
of diopside cut across the ultra-basic rock in the region. Since the diorite 
dykes cut chromite bodies it is considered that the chromites was origi- 
nated in a magmatic cycle. The diorite dykes and dyke form inclusion 
are composed of fine grained plagioclase, hornblende or pargasite, and ma- 
gnetite or ilmenite as accessory mineral. The leucocratic rocks are main- 
ly composed of quartz and plagioclase. It is supposed that pyroxenite was 
altered to the bastitic rock by action of later magmatic water. The rock 
is white with faint greenish tint. 

Clinochlore occurring as a secondary mineral in the ultra-basic rock, 
was derived from aluminous enstatite by the contact metamorphism. The 
clinochlore crystal contains small amounts of chromic oxide. The melanite 
was presumably formed by chemical reaction between chromite and the 
adjacent pyroxene or olivine owing to the contact metamorphism of ultra- 
basic rock. The melanite is black grossularite-andradite containing 3.11 
9% Cr, O 

Many calcite veins of hydrothermal origin filled up along various cra- 
cks and openings of the ultra-basic rock and chromite body in the said 
region. Some of these veins include remnants of massive chromite and 
serpentinite. 


第 1 報 に は , 鉄 床 附 近 の 地質 と クロ ム 鉄 鉄 に つい て 記し , : 第 2 報 に は , SKERPIEO# 
石 ) 鉄 床 に 伴う 起 塩 基 性 岩 , 捕獲 岩 に つい て 述べ た 。 本 半 では, 分化 脈 岸 に つい て 主 に 
記述 し , 併せ て ク ロム 鉄鉱 の 痢 入 に 伴う 超 塩 基 性 岩 の EME CAC Gh YS 関し て も 
若干 附 記 し て お く こ と に する 。 


分 化 hk 岩 8 
超 塩 基 性 岩 体 や クロ ム 鉄 鉄 体 を 貫い て , 内 緑 岩 脈 , 優 白 岩 脈 等 が 見 られ る 。 これ ら の 
岩 脈 は , «G7 co 2 ke a BRO 5 ALU ?2 HO BARMEIRCH SLRS] XM EMBHRS, 
SCRE (BES) DAA) は , HIRD HEAR A HR (BETA) © SEAL R 
う 特 殊 な 機構 に よる も の と され て いる 。 完全 な 液体 で 古く て も , その 中 に 結 品 が 発達 し 


* 島根 大 学 文 理学 部 地学 教 窟 
1) Bowen, N. L. and Schairer, J. F.: Am. Jour. Sci., 29, 151~217 
1935. ; 
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CWSBROD OD, HE OIML Cur Cd BRIE BEL LCL BOMOR, 


Ao tk 岩 if 

Ae INLERO EMA DEKE RTLOCHASR, 岩 脈 状 の 包 有 物 で は な いか と 見 
られ る も の も ある 。 こ れ ら の 岩 脈 の 巾 は , 通常 0.5m か ら 3.0m 程度 の も の で , 蛇 紋 岩 
体 に も , クロ ム 鉄 録 体 に も , 蛇 紋 岩 体 と クロ ム 鉄 鉄 体 と の 境 の 間隙 に も る 沙 入 し た 。 BAR 
岩 脈 は 蛇 紋 岩 体 の 延び の 方 向 に ASSEN HAL, 母 岸 に いく ら か の 変質 作用 を 及ぼ し 
て いる 。 ク ロム 鉄 鉄 体 に 導 入 し た も の は , クロ ム 鉄 鉄 の 導入 方 向 に 生じ た 割 目 に 見 られ 
る の が 多い 。 この よう に , クロ ム 鉄 鉄 体 に 剛 緑 岩 脈 が 貫入 し た と 云 う こと は , クロ ム 鉄 
鉄 が 岩 此 起源 の も る ので, 和 熟 水 期 た 生じ た も の で な いと 蓋 う こと が よく 判る 。 関 緑 岩 の 鉄 
物 成分 は 斑 煽 岩 の 鉱 物 成分 と ょ く 似 て いる が , 前 に 述べ て お いた よう に , BR, B 
塩基 性 岩 体 中 に 球状 , レン ズ 状 に 産 す る も の で , 超 塩 基 性 岩 体 が 形成 され た 時 期 よ り 以 
前 に 同一 岩 具 か ら 固 結 生成 され た も の と 見 る こと が 出来 る も の で ある 。 AMADOR 
物 は 小粒 で ある の で , Piss) MAE OL Re BT 774 PED 言う こと が 出 
来 よ う 。 RAL MABOMBe SUM Cs (HI と 呼ん で いる 。 HOA MOBLLE ze 
す 際 に , 堅 硬 で ある も の で 嫌 つ て いる 反面 , 録 体 に 近い の で は な いか と 芸 う 望 み を も る もつ 
TwBo 


FoR OA ARAIS EU 
第 1 図 PGE (若松 鍼 山北 西 100m) の 顕微 鏡 的 観察 
Wane (分 析 No. 1) (開放 No. 1 産地 : FERMI OIL PTR 100 
Sas hay | Wa x 30) Bid 
m O*¢ {hl 


産 状 : We ERENCa Pic Mita & Ce 


出 

ARINC CH Z 。 TAGE (1 
図 ) で , 完 品 質 , BBO MRANLROKR 
ChE. SRA : AB, 0.2—-0.3m 
m, (001) (010) 上 E に お ける ny=1.550, 
(001) 上 の ny=1.556 で あつ て , 相当 
する 成分 は An』』 で ある 。 緑 泥 石 化 と 方 
HREIWVE EGY SES. falda > 0.5m 
m. X 三 淡 黄 色 , Y= 淡 緑 色 , Z 三 淡 福 
色 の 多 色 性 を 示す 。 (—)2V=69", a= 
1.650, B=1.653, y=1.669. cAZ= 
17.3°, Ho/Pl+3/2, 多少 緑 泥 石化 作用 
$327, WEG: 少量 , 無色 , cALZ’=32° で ある 。 

No. 2 産地 : FPSKUOBE SH. 

産 状 : 7 LEROKRO BIC HEA LL 72 Do 

ARLAyIC, FREE CHIR CHS. BUST C ERRMLNRALANATH 4S. # 
EG: 半 自 形 , 0.1-0.7mm, Mh, 僅か に 濁 つ て いる 。 (001) また は (010) 上 の 屈折 
Riz n=1.545 で , それ に 相当 する 成分 は Anss』 で ある 。 ANA: KAW SEM 
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X’ =e, Z/ =H, (—)2V—66.8°, y=1.6754, cAZ’=17.5°~21.3°, Ho/Pl 
21/1. FI Y BOK LBRO: 多少 存在 する 。 SMBKABAN TS. FRA : 
BChS. SEBLAMARKARSNS. AF IVA: FRVORERAMO チタ 
ン 鉄 鉄 か ら の 変質 物 で ある 。 

No. 3 産地 : 広瀬 鉱山 の 広瀬 寺 。 

産 状 : 蛇 紋 岩 体 中 に 導入 し た も の 。 

肉眼 的 に , MMORBLBARMEALC, 堅 看 で ある 。 BANC, Re = 
RARMAKOMCHS. SEA: 半 自 形 , アル バイ ト 式 双 品 , 0.2-08mm, KE, 
僅か に カオ リン 化 作用 を 襲 る 。(001) と (010) 上 の 屈折 率 oe 548 で ぁ つ て , 相当 す 
ZMAI Any で ある 。 BBE: 半 自 形 な いし 他 形 , ※^ 三 淡 黄 色 , 2’ = MEO 
METAS. RA: KABA Lb, 0.05~0.9mm, ) =m, Z 三 淡 黄 緑色 
DEVS EME RT. (—)2V=67.4°, y=1.6729, cAZ’=16.2°, Ho/Pl=1/1~3/2, 
Beek ols, PRK, 磁 鉄 鉄 ま た は チタ ン 鉄 鉄 で ある 。 FIVE: 灰白色 で チタ ン 鉄 
Bh da > DAVAA KID CHS 0 

No. 4 産地 : HS} ESKIUORERERRD 5 DD. 

PER : 蛇 紋 岩 と クロ ム 鉄 鉱 体 の 間 に 導 和信 し た も の 。 

肉眼 的 に 長石 と 有色 鉱物 が 存在 し , 吐 灰 色 で ある 。 Hem, AR: 半 自 形 , 0.3 
~10mm, ペリ タリ ン 式 双 品 , 方 解 石化 作用 を 僅か に 葵 る 。 (001) と (010) 上 に お け 
る 屈折 率 ny=1.550, (001) 上 に お ける ny=1.557 で , 相当 する 含量 は , Any CHSo 
分 解 し た 和 斜 長石 は n。 一 1.542 CHS. ANG: 半 自 形 な いし 他 形 : ※ 三 淡 黄 色 , Y=R 
gf, Z 三 緑色 で ある 。(-)2V==69.7°, a=1.686, 8 =1.688, y=1.689, c 人 Z=18° 
CHA. 一 部 緑 泥 石 化 作 用 を うけ る 。 Ho/Pl=l/1 CHS. HIMDSM: KRIKRG, AL 
ネル , 条 線 状 の 磁 鉄 鉄 ま た は チタ ン 鉄 鉄 で ある 。 

No. 5 産地 : 日 野上 鉄山 の 日 野上 鉄 床 か ら の る も の 。 

PER : 脈 状 包 有 物 ある い は 岩 脈 の 失 端 に 相当 する も の 。 

ARRAN, 灰 青 色 で 前 記し た 隊 緑 岩 類 と は 幾 分 異 る 。 顕 徴 鏡 下 に , 構成 鉱物 は 次 の よ 
う で ある 。 MEG: 0.2~0.5mm, ペリ クリ ン 式 双 品 , BELL DUM LO 問 の 角度 は 
ー8.2° で あぁ る 。(001) また は (010) 上 の ny = 1.562, ny = 1.566, (001) ED ny= 
1.568 で , 相当 する 成分 は Anss CHS. パー ガス セン 石 : 無色 , 0.5mm, «=1.623), 
B=1.627 y=1.643, y—a=0.020, cAZ=18°~20°, (4+) 2V=65°+1° GHZ, GE 
VERA & (BaNCBES Pa/Pl=3/2 で ある 。 

磁 鉄 鉱 > 細 粒 の 斑 片 。 


関 緑 岩 の 化 学 組 成 
Wika Nos. 1, 2, 3, 4, 5 の 化学 組成 お よび 原子 比率 は 第 1 表 に 示す 通り で 
ある 。 Wika D(C FAs, 超 塩基 性 岩 体 より 酸性 で ある の は 化学 分 析 結 果 を まつ まで 
も な く 明 か で ある 。 Daly に よる 多数 の 隊 緑 岩 の 分 析 結 果 か ら 算出 し た 平均 化学 組成 
と 当地 方 か ら の も の と 比べ て みる と , SiO, と Na,O と の 含量 は 両者 と も 大 凡 近 似 し た 値 


1) Daly, R. A. : Igneous rocks and the depth of the earth, 1933. 
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Ble Km Bo kek a 


(番号 は 本 文 の 番号 に 相当 ) 
ee ee ee eee 
No. 1 | 2 3 4 5 
SiO, 56.02 | 54.25 54.95 57.18 54.70 
ner 0.57 | 0.72 1.09 1.03 0.31 
Al203 16.59 14.98 | 14.38 16.76 16.42 
Fe,O3 0.48=| 4.61 2.63 0.14 0.78 
FeO li Ble |. 7.46 71 8.12 3.37 
| | 
MnO 0.20 0.23 te ees 0.18 0.07 
MgO |) "25885 5.71 7.02 3.97 9.10 
CaO 8.01 7.42 7.56 7.03 8.61 
Na,O 3.30 3.47 2.76 3.36 oz 
| 

K,O p.go" |" oc78 0.42 0.61 1.06 
P,0; n.d. 0.09 0.12 n.d. n.d. 
Hoe i B80 | — 4.0.50 0.67 1.25 1.90 
H,O— 0.36 | 0.19 0.29 0.43 0.47 
Total 99.91 100.39 100.03 100.06 | 99.91 


Atomic ratios when O=160 


Si 51.3 SLL Ue Glee | O26 49.8 
Ti 0.4 055° 7] 0.8 0.7 0.2 
Al 17.9 16.6 15.8 18.2 17.8 
Fe? 0.2 | 1.8 0.1 0.5 
Fe? 4.8 5.8 6.1 6.2 2.6 
Mn | 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 
Mg | 7.4 S| 9.8 Se) PRE 
Ca 7.9 7.258%) V5 7.0 8.4 
Na 5.8 ae 5.0 6.0 5.4 
K 12 O59. ly 0.4 0.7 1.2 
P = 0.1 0.1 = — 
H+ 11.0 3:2 ie 7.6" ih Robin 


を 示す 。 MRED CaO, MgO, FeO 含量 は と も に Daly LLAFBicsMMs OR 
多い が, パー ガス セ ネ ャ ン 石 を 含む No. 5 の も の は 例外 で ある 。 当 地方 産 の も の に る も 多少 成 

含量 に 違い は ある が , No. 5 の 試料 を 除い た も の で は , 著しい 違い で は な い 。 No.5 の 
も の は , MHOPBE LIES FeO 上 Fe。0。 の 含量 の 少 い こと ゝ , MgO の 多い の が 特徴 で 
あぁ あぁ る 。 そ の 他 TiO, も MnO も 少く ;」 Al,O3, CaO, KO の 含量 は 多い 。 


RA tM Bia Ok R 

BOGEIL, HEE 2-3m OPK, レン ズ 状 を な し て 産出 し , 著しい 大 塊 は 見 られ ぬ 。 
関 緑 岩 は 大 き な 霞 頭 を な し て も , また 連続 的 の 岩 脈 状 を な し て も 産 し , BR EOHRL 
BOWS. 但し , PIG No. 5 の も の の 産 状 は , MAL LTKW ART, ARR 
の 包 有 物 の よう で も ある 。 

黄 眼 的 に 夷 粉 岩 の 長 石 は 認め 苗 く , 優 黒 質 で ある か ら , WATL7 BARRE wall 
工 い こと る ある 。 併 し な が ら ク ロム 鉄 鉄 の 条 痕 は 褐色 で あぁ る の で 判別 する こと が 出来 る 。 
PIRHORGAMECHSRE OWS. 前 記し て お いた よう に , Wikad 鉱物 成分 は , 
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POGHOSNL ECM SMS, 化学 組成 で 明らか に 議 別 され る も の で あぁ ある 。 KixeD 
長石 成分 は Anga_aa』 CHAM, パー ガス セ ネ セン 石 を 含む 試料 No. 5 で は Ans』 で ある 。 
PERO RGR Angy-— で , パー ガス ネ セン 石 を 含む も の で は , Any, で ある 。 


優 A #8» 

REBCAHAICBEA Litrh 0.2-0.4 米 程 度 の 優 白岩 が 稀 に 見 出さ れる か ら , BABOAM 
は 少量 の も の と 見 位 す こと が 出来 る 。 関 緑 岩 と 同様 に KERB ARIEL 7: BSED 5 HE 
し た 脈 岩 で ある の は 確か で ある 。 優 白 岩 は 主 に 石英 お よび 肘 長 石 か ら な る 岩石 で ある 。 

No. 1, GRRBRBS WS UICHOKENM BAS BW CELEBUDo 
肉眼 的 に, KAB CREAMED. 頭 微 鏡 的 に 石英 が 多少 存在 する 。 MRA 0.2~ 
0.3mm で 粘土 化 作 用 を 蒙 る 。 新鮮 な も の の 屈折 率 n=1.538 で 灰 草 長石 程度 の も の で 
ある 。 少量 の 無色 の 角 図 石 も 認め られ る 。0.1 へ ~0.2mm, 艇 開 は 不 完全 で , 消 光 角 は 小さ 
い 。 動 蟹 石 は 熱 水 作 用 の も と で 長石 か ら 合 成 変質 的 に と 生じ た も の で ある 。 屈折 率 は 高く , 
王 渋 色 は 低い か ら 鉄 の 含量 の 少 い も の で ある 。 比較 的 多量 に 存在 する 。 

No. 2, BRABRA 広瀬 鉱山 十 天 鉄 床 (広瀬 9 St) 蛇 紋 岩 体 に 導入 し た も の 。 

肉眼 的 に 乳白色 で ある 。 REN, 石英 が 多量 に 存在 し , 0.01-01mm で , 曹長 
五 の 右 基 を な し た り , GRABS. 石英 だ けが 集合 し た と ころ も ある 。 ERE 
は 石英 より 屈折 率 が 低く て , 斑 唱 の 役割 を な し て いる 。1~5mm 程度 の も の で ある 。 費 
長石 は , 比較 的 少量 で , MAOSMOSH LCS. BRAL AKL OMA Ab/Qz=1/ 
15 程度 で ある 。 角 関 石 が 少量 存在 し , 無色 で 屈折 率 が 高く , SHLRMYS5N46. AAT 
石 は 淡 福 色 , SEES <, TARAS EV. LRG E CIRRICEL, 後生 的 の も の で あ 
So 葵 苦 土 讐 は 小 脈 状 を な し て 多少 認め られ , MFROMER {0 ベス ヴ 石 より 更に 後 
生 的 の も の で あぁ る 。 葵 苦 土 鉄 は 優 白 岩 自 身 の 冷却 に 伴う 後 火 成 作 用 に て 生成 され た も の 
と 推察 され る 。 こ の 優 白 岩 の 石 基 は 石英 だ け か ら な つて いる か ら , GREER 

Nos. 1, 2 の 化学 組成 と 原子 比率 は 第 2 表 に 示す よう で ある 。 

上 記 の 二 種 の 岩石 を 比べ て みる と , 石英 分 が 多く な る と 告 長 石 は 曹長 石 分 を 増す の が 
WS. 二 つ の 試料 の 化学 組成 か ら 二 種 の 優 白 岩 は 鉄 の 含量 の 少 い 酸性 岩 で ある 。 


a... # 

Fa PGK 55d 6 RBH L 72 BRR COV TIAN SKIN OMA, WH RBK 
性 岩 体 の 一 部 を な す も の で ある 。 こ ゝ に 記述 する 絹 布 石 岩 は 煙 岩 か ら 変 質 し て 生じ た も 
の で ある が , 母 岩 を 切 つ て 岩 脈 状 に 産 し た も る の で ある 。 肉 眼 的 に 部 分 的 に 徴 緑色 の ある 
AEC, クロ ム 鉄 鉄 を 捕獲 し て いる (第 2 図 (A)) 。 前 記し た 石英 と 長石 か ら 成 る 優 白岩 
に 誤認 され 易い も の で ある 。 硬度 H=2.5~3.0, 比重 G12"=2.398 CHS, MAH 
は 後生 的 の 方 解 石 脈 で 更に 綱 か れ て いる 。 FINCA, FAAS MGIC 変っ 
て いる 。 石 が 岩 脈 状 に 六 入 し た 後 , それ に 含ま れ て いた 熱 水 で 変質 し た も の と 見 られ よ 
う 。 斑 状 的 の も の と 徹 石 基 的 の も の か ら 成 る 。 斑 品 は 0.05~0.3mm に わた る も の で あ 
Do ME, 平均 屈折 率 は 1.554 + で ある 。(001) の 盛 開 が 認め られ る 。 人 多少 波動 的 で あ 
る が , 殆 ん ど 直 消 光 を 示す も の で ある 。 導入 後 多少 な り と も , 動力 変質 を 蒙 つ た も の と 見 


1) Kitahara, J. : Sci. Rep. Shimane Univ., 8, 46~58, 1958. 
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B2H E€AROKLS MM 


No. 1 No. 2 

wes | Ate oats | wes | Seen oli 
SiO, 62.01%) |) =" Si 53.5 77.94 Si 64.8 
TiO, 0.07 Ti 0.05 | 0.16 a 0.1 
ALO: 19.83 | Al 0.1 | 7.94 Al Tigh 
Fe,O | 0.04 | Feit 0.03 1.04 | Fe3t+ 0.7 
FeO 0.47 Feet 0.4 0.94 Fe2+ 0.6 
MnO | 0.00 | Mn = 0.04 Mn 0.05 
MgO 0.82 Mg ia 1.08 Mg 1.3 
CaO 8.52 Cal TD) Saou Ca 4.7 
Na,O 4.08 | Na 6.8 2.27 Na 3.6 
K,O 0.41 K 0.4 0.26 K 0.3 
P.O; n.d. P = n.d. P = 
HO} 3.44 oH 19.8 3.18 H 177 
H,O— 0.27 0.28 
Total 99.96 100.45 


第 2 図 A eae (クロム 鉄 鉄 を 捕獲 )), B itor 
大切 寺 産 グリ ノ ク ロ ア (縮尺 線 は 5 cm を 示す ) 


HN Zo MHHO-MOV OL, 周縁 , 割 目 等 か ら 多 少 其 苦 土 鉄 に 変 つ て いる 。 共 他 淡 
BADRIEA, 繊維 状 の 滑石 が 稀 に 見 出さ れる 。 BAe 0.005mm, 長 & 0.05mm 
程度 の も の で , 極め て 移 に 存在 する 。 

化学 分 析 結 果 は 第 3 表 に 示す 如く で ある 。 

化学 分 析 結 果 に 示す よう に , 110°C 以下 の 水 が 比 較 的 多く , COOOL aS Rak 
で な いる も の と 推測 され る 。 鉄 の 含量 は 少な いた め に , 岩石 の 色 は それ に 反映 し て 自 い も 
の と な つた と みて よい 。 こ の 岩 脈 は 既に 述べ た 岩 脈 と は 違い 塩基 性 の も の で ある 。 

輝 b&b 脈 
日野 上 鉄山 の 和 積 鉱床 の KEREIE L a Plc, 透 輝 石 の 集合 結晶 の 小 脈 が , 見 られ 
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B33 PHABOM FAM 


wes | Mos | Sham mas" 
SiO, 37.59 ~j| ~ 626 Si 298.7 
TiO, 0.00 =, Wat = 
Al,O3 1.00 | 10 Al 9.5 
Fe,O, 2.74 | 17. | ~Fe® 16-2 
Cr,0; n.d | — Cr 
FeO 0.47 7 Fe?+ 3.3 
MnO 0.00 | — Mn — 
NiO nd) | = Ni 23 
MgO 38.50 | 963 Mg 459.5 
CaO 0.83 15 Ca 7.2 
Na,O 0.20 3 Na U8) 
iO 0.06 1 K 1.0 
P,O,; 0.07 1 P 1.0 
He} + 18.12 840 H 801.7 
H,O— | 8.85 186 H- 177.5 
Total | 99.98 


た だ け で , 他 に その ょ よう な 例 は 認め られ な か つた 。 ARAN CARA, ORR 
黄色 で ある 。 それ は 長 さ 約 7mm の 球状 結晶 で , (100), (110), (010), (111), (221) の 
結晶 面 を 有する 。 顕微鏡 下 に 見 る と , SRAM CHV, 0.1 へ 0.3mm 程度 の も の で あ 
る 。 怖 煙 石 は 多量 に 存 し , 消 光 角 cAZ=39°~40°, 光 軸 角 (+)2V=—58.5°, 多 色 性 X’ 
=f, Z’ =i, 屈折 率 a=—1.679, B=1.687, y=1.707 CHS, 透 輝 石 の 一 部 は , 
in, HE, 補色 の 線 泥 石 に 変 つ て いる 。 RAIS, 0.2~0.5mm , 放射 状 と か 
繊維 状 を 呈し て いる 。 SOW cAZ’=6°~11° で ある 。 kia erica, 
遂 輝 石 に 包 有 され て いる 。 赤 鉄鉱 が 稀 に 存 し て いる 。 

広瀬 鉱山 の 大 切 才 に も 頑 火 輝石 の 細 脈 状 の も の が 見 られ た が , 煙 内 を 形成 する 一 部 の 
も の か る も FN Wo 


クロ ム 鉄 鉱 に よる 交代 作用 

こ ゝ で は クロ ム 鉄 鉄 の 導入 に より 超 塩 基 性 岩 が 変成 作用 乃至 BEAM RE AE BRO CAE 
じ た 三 , =DBIMZ OW TANS o 

クリ ノ ク ロ ア 広瀬 鉄山 大 切 塊 産 の も の に つい て 述べ る 。 

AEE (ACE) iC HERD BAU: クロ ム 鉄 鉄人 が 導入 し , 接触 変成 作用 を 及ぼ 
し て 生じ た も の と 見 られ る も の で ある (第 2 図 (B))。 

物理 的 性 質 : 緑色 鱗片 状 を し た も の で , 3 DE 4mm KOAMMBARO CE ABER 
す も の も み ら れ る 。(001) に 小 開 完全 で 曲り 易く , HUMES, Be 耳 =2.5, 鱗 
片 状 の 緑 泥 石 の 比重 G4 =2.678 で ある 。 こ れ と は 別に 鱗片 状 を 示さ な い 塊 状 の 緑 泥 右 
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岩 の 部 分 も ある 。 

Bia OBR: SiH 7 0 APRKITEEMR ME SK kD 後生 的 に 侵入 し て , EERBIBOK 
物 に 接触 し て 緑 泥 石 に 変え た も の で ある が , 緑 泥 石 に クロ ム 鉄 鉄 が 包 有 され て いた り , KF 
泥 石 が クロ ム 鉄 久 に 侵入 し た よう に 見 られ る と ころ も ある 。 地 酸 塩 鉄 物 が 結 品 する 前 に ク 
ロム 鉄 鉄 が 導入 し た も の と 推定 する こと が 出来 る 。 鏡 下 で 見 と られ る 緑 泥 石 は 0.1 へ ~0.5mm 
程度 の も の で ある 。 ME CHP o=1.575, y=1.581 で ぁ る 。 横形 石英 検 板 に より 
y—e=0.006+ で あぁ る こと が 判る 。 な お (001) 上 の 複 屈折 は B—a=—0.002 CHS, (001) 
面 を コノ ス コー プ で 観察 し た 結果 二 軸 性 正 で ある 。 光 軸 点 は 視野 内 に ある か ら , COM 
野内 の 弾性 軸 は 鋭 等 分 線 Z BCHS OL MHS. cAZ=1.9°, D=Y で 光 軸 面 は (010) 
で ある 。 (001) ik NX 軸 と Y 軸 と に 平行 で る る か ら , BMC LY Y He ey 
と し て 光 軸 角 を 求め る こと が 出来 る 。 上 記 の 光学 的 性 質 か ら 宏 する と , MARTI 
クロ アリ 1 と 見 る こと の 出来 る る の で ある 。 

化学 組成 : 緑 泥 石 の 化学 組成 及び それ か ら 導い た 原子 比率 は 第 4 表 に 示す 通り で あ 
Bo 化学 組成 か ら 求 め た 化学 式 は (Mgy 46 Cao.oe Fegtos Feds Cto.o1 Alii) 5.92 (Sio.og 


Alj.oa) 4.00 O10.13(0H) 7.97 と な り 緑 泥 石 の 理論 化学 式 (es R&t) (Sig-p Rt) O19 
(OH), に 大 近い 。 上 式 か ら H,O-, H,O+ の 分 析 値 が 化学 式 に BBE 与え る こと が 
判る 。 こ の 場合 110°C 以下 の 水 を 全部 吸着 水 と し て よい か 疑問 で あぁ る 。 Al,O3/R,0,> 
50%, R,O03/RO< 1 で あぁ る か ら 緑 泥 石 で ある の は 確か で あぁ る 。 化学 組成 の 分 子 比 率 か 
ら 端 成分 を 算出 し て みた 。 こ ゝ に CaO の 分 子 比率 は 小さ いか ら MgO の 分 子 比率 に 加 
ATHIMA 7K て る も 小数 点 以 下 一 桁 ま で の 値 は 同じ で ある 。Cr。0。+ Fe,03 の 値 を Al,O3 
に 加え て , ALO。 の 分 子 比率 と し た 。 端 成分 の 分 子 比 率 は antigorite (Ant) 70.4%, 
ferroantigorite (Fe Ant) 1.09, amesite (At) 28.293, daphnite (Dn) 0.4% と 
7, A. N. Winchell に よる 緑 泥 石 の 化学 的 , 光学 的 分 類 の 図表 (1933) に よれ 
ば (—) penninite の 範囲 に 投影 され る 。1951 の 図表 や に は 端 成分 の 割合 を BATH 
る の で , それ に 働 つ て 計算 し 直し た 値 を 投影 する と クリ ノ ク ロ ア の 域 に 落ち る 。 (3At+ 
3Dn) 37.5%, (2An+2FeAnt) 62.59%, (2Fe Ant+3Dn) 1.4%, (2 Ant+3 At) 
98.6% と な る か ら , 機械 的 に 分 類 し た も の と し て は , penninite に な る が , 屈折 率 8 
LB CAML: (1951)9) OR (第 3 図 ) で は クリ ノ ク ロ ア に 属す る も の で ある こ 
と が 判る 。 化 学 組 成 の 特徴 は Al。O。 の 含有 量 が 多く , FOO の 含有 量 が 少 い こと で ある 。 
少量 の Cr20。 を 含み , アル カリ は 微量 で 無視 出来 る 程度 で ある 。 こ の 緑色 の クリ ノ ク グロ 
アァ 以外 に 黄色 の 緑 泥 石 る も 見 られ , 緑色 の も の と 移り 誠 つ て いる こと も ある 。 この も の は 
Fe,0, 量 の 生 多 いも の と 見 る こと が 出来 る 。 光学 性 正 で , 消 光 角 CAZ+2.0° で ある 。 

EPRI > 広瀬 鉄山 大 切 塊 か ら 産 し た も の に つい て 記載 する 。 

HE 7 E ORB L クロ ム 鉄 鉄 と の 交代 作用 の 結果 生じ た も の と 見 る 方 が , 後期 
BRP LEULEDLIFZEY 当 を 得 て い る 。 PMAIS 緑 泥 石 類 と 伴う こと が ある 。 


1) Winchell, A. N. : Elements of optical mineralogy, 2, 1951. 
2) Winchell, A. N. : 前 出 , 1933. 
3) Winchell, A. N. : 前 出 , 1951. 
4) Winchell, A. N. agHt, 1951. 
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BAR FVD 7 7 ONC ee. 

Wt % Mols Atomic. ratios (0. Hy 1800 
SiO, 31.38 523 Si 523 296 
TiO; 0.00 — i —_ — 
Al,O3 19.85 195 Al 390 221 
Cr,O03 0.18 1 Cr 2 1 
Fe,O, 2.18 14 Fe3 28 16 
FeO 0.77 11 Fe? 11 6 
NiO tr. = Ni — — 
MnO 0.00 — Mn — — 
MgO 31.52 788 Mg 788 446 
CaO 0.59 | 11 Ca 11 6 
Na,O 0.03 | 3 Na 3 
K,O 0.01 = K oil 
H,O- 12.51 695 H+ 1390 OH 787 
H,O— ORO 7am 54 O 3181 O 1013 
Total C22) 

3 図 緑 泥 石 の 化学 的 , 光学 的 分 類 図 (e 印 は 広瀬 鉱 

WWz7V 7747) 
3(Dn) 


2(Fe Ant) 


結晶 形体 : PARAL, BOF 


2(Ant) 


面体 A(110) と 偏 六 


3(At) 


1 体 n(211) か ら 成 る る の で , FF 


AMARA TA BAD BEKO CML LC あら われ て いる 。 小粒 に な る と n(211) 
が 相対 的 に 橋 々 大 きく な る が , d(110) の 方 が n(211) ょ り 大 きい 。 肉眼 的 に 大 な る る も 
の は 3.5mm に 達する が , 平均 1.0-1.5mm 程度 の も の で ある 。 小 な る も の は 0.5mm 
種 度 で ある 。 有 反射 濃 角 器 で 測 つ て みる と , nAd=30°, dAd=60°, dAd=90°, nAn= 
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48°11.5", nAn=33°33.5’ に 殆 ん ど 一 致す る 。 後記 化学 分 析 表 に 示す よう に , イオ 
ン 半 径 の 大 きい Catt を 多量 に 含ん で いる か ら , この PE d(110) RAR LAD, 
Mg**, Fe? を 少量 に 含み , Mn を 含ん で いな いか ら , n(21l) は 小 面 と し て あら われ 
た も の と 見 る こと が 出来 る 。 ま た d(110) が よく 発達 し て いる の は , 比較 的 に 温度 の 低 
い 接 触 変成 作用 に より 生じ た も の と 推測 する こと が 出来 る 。 

物理 的 性 質 : 肉 服 的 に 緑 黒色 と いう より , 黒色 に 近い も の で ある 。 H=6, GH =3.759 
h=1.849 C54, BRRMICKREC, 周縁 , 割 目 に 沿 つ て 黒色 に な つて いる 。 等 方 質 
で 光学 異常 は 認め らち られ な い 。 自然 の も の と 他 の も の と が あり , 0.05~2.00mm に わた る 
も の で あぁ る 。 

化学 組成 : 栃 極 石 の 組成 は 第 5 表 に 示す 如く で ある 。 

化学 組成 に た 示す よう に , Fe?+, Mg?+ が 少量 で , し か も Mn® が 湿式 法 で 検出 され な 
い の は Cnt Fett, Ca 御 )< 比 し て それ ら の イオ ォ オン 半径 が 小さ で て 結 品 構造 的 に Cr3+. 
Fe 等 の 隙 聞 か ら 脱 落し 易い か ら で あ る と 見 られ よう 。 こ ・ ゝ に 少量 の Al13+ は 三 価 の 元 
素 の な か に Tit を 含む の に 釣 合 う や うに Si4+ BRL COS EOL WML TRO 
FERS < OSCR, Tit, Site SRMLOOZIDELTMOTWSB, Ti i Ti8+ 
と し て 存在 せ ず , し か も イオ ン 半 径 の 異 る Ti4+(0.68A) は 容易 に Sitt (0.42 A) を 置換 
する こと は 出来 な いも の と 推測 され る 。 

化学 式 は (Ca。.sgg Fe$lo9 M8o.04) 3.o1 (Fef 93 Alo.s2 Cro.20 Tio.05) 2.00 (Sig.97 Alo.os) 3.02 
Oj2.o0o と な り , 分 子 比率 か ら 端 成分 の 分 子 比率 を 求め て みる と , Alm 2.99, Py 1.49, 
Gr 23.88, And 59.70, Ti-And 1.99, Uv 9.95 (Mol%) と な る 。Gr-And と 呼ぶ こ 
と が 出来 , Gr-And の 混 唱 列 に 属す る も の で ある 。 

結 品 の 色 が 黒い An ある い は Gr-And で あり , し か も Cr を 含ん で いる か ら , AK 
新 産 の 人 徹 ク ロム 黒 橋村 石 と 呼ぶ こと が 出来 よう 。 
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REREAD, クロ ム 鉄 然 体 の 隙間 と か , 割 目 に 多数 の 方 解 石 脈 が 貫い て いる 。 多く の 
Be, 細 脈 で ある が , 市 10-15cm 程度 の 脈 る も 見 られ る 。 ENLOMOMBOIU, クロ 
ム る 鉄 然 や 蛇 紋 岩 を 捕獲 し て いる こと も ある 。 そ れ ら の 細 脈 以外 に , WERCA IC ABEND KH 
片 と か 微細 脈 が 認め られ る 。 BGtHs, クロ ム 鉄 鉱 体 に 近い 蛇 紋 岩 の 縁 に も , クロ ム 
鉄 鉄 体 に る 細 脈 と し て 見 られ る も の で , 頭 微 鏡 的 の 微細 脈 や , 細 片 と し て も 存在 する 。 そ 
DekHNs, 薄 片 に て 華 片 状 の 双 唱 を 欠い て いる 。 広瀬 鉄山 の 大 切 塊 に は , BEAK K 
EA (n,(001)=1.548) 脈 が 見 られ る 。 ELM, KRY RAD MEK ID DIT RRL 
DY CHB. SiO, 32.03, TiO, 0.00, Al,Og 10.25, FeO 0.45, MnO 0.00, MgO 
Zoos, CaO 2.17, Na,O 4.41, GAOL Tony CO, + (H,O+) 26.29% (Wt) 。 FAIR R 
DEN, その 一 部 が 樹 枝 状 に な つた も の も ある 。 ZAARSKE MEM AAA 接触 する 附近 
に , この よう な 内 酸 塩 鉄 物 の 細 脈 が 多く 見 られ る が , SrSORMBMEMINIKIZ, BO 
た 方 向 性 が な い 。 種々 の 炭酸 塩 久 物 脈 を 生ずる の は , 熱 水溶 液 の 化学 成分 の 違い , 温度 
や 庄 力 の 高低 な だ ど に よる も の で ある 。 RBRROMO 主体 を な する も の は , 方 解 石 脈 で あ 
る 。CO。 が 存在 する と , BHD CaO の 溶解 度 を 高め る の で , 熱 水 期 に 多数 の 方 解 石 
有 駅 を 生じ た も の と 見 る こと が 出来 よう 。 


52 BBR MKR SS ds 
第 5 eH BRAD etKD 

Wt % Mols | Atomic ratios gene 
SiO, 35.97 599 Si 599 297 Pt 202 
Al,Oz 5.82 57 Al 114 87 {52 
Fe,Os 19.90 124 Fe3 248 123 
Cr,O, 3.11 20 Cr 40 20 a 
TiO, 0.89 11 Ti 11 5 
FeO 1.36 19 Fe? 19 dma 
NiO 0.00 a Ni = = | 
MnO 0.00 — Mn — — | 
MgO 0.31 8 | Mg 8 Pe idee 
CaO 32.49 580 Ca 580 288 | 
Alk n.d. = Alk a = 
Tees 0.20 0 2430 
Total | 100.05 | 
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[7 OLRGEEO PER Lie T Sicik, その 附近 の 地質 も , 
つい て る も 同 時 に 記載 すべ き で ある 。 何故 な ら ば , クロ ム 鉄 鉄 は , S7uAMMR ss 
(EERE) か ら 生じ た と 見 られ る 付 物 で ある の で , 一 連 の 岩 覇 活動 か ら 
生じ た 種々 の 岩石 , 分 化 脈 岩 に 関す る 研究 は , クロ ム 鉄 鉄 の 性 質 , 生成 時 期 と か 産 状 を 
更に 鮮明 に する か ら で あ る 。 D> VBL IS, 液体 状態 の も の だ け で な く , EAL 
を 含む 絢 状 の 流動 体 を も 岩 此 と し て 取扱 つた 。 ( 超 塩基 性 岩 体 (BRE K) EA BS 
薬 か ら 早 期 に 品 出 し た 標 構 石 の 結晶 集合 体 が 絢 状 に な つて 導 入 し て 生じ た も の で ある と 
云う 論説 る も ある 。) この よう に し て , 坪 岩 や 分 化 脈 岩 を 記述 する の は , 「 ク ロム 鉄 鉄 と そ 
の 産 状 」 を 論ずる の と 徐 接 不 離 の 関係 に あり , 母 岩 や 分 化 脈 岩 を 無視 し た り , 別に 取扱 
つた りす る の は ナン セン ス で ある 。 KE, BMRA, TERBBAO PT RIC Se 
ARE (bhi Ba (GARD BD) 造 構造 運動 に より 類 融 され 弱 線 に 沿い 絞り 出さ れ 
て 生じ た も の で は な いか と る も 考え られ る か ら , 地質 条件 も 間接 に クロ ム 鉄 鉄 の BRC 
係 を も つも の で ある 。 


クロ ム 鉄 鉄 の 化学 組成 は , 試料 毎 に 暴 つ て いる 。 FBS TICAEL Cd 色々 の 種類 の 
も の が ある の が 判る 。 ご く 接 近 し た 試料 で も 鏡 下 の 性 質 も 化学 組成 も 異 る こと が ある 。 
この こと は , 燈 融 状 態 に あつ た クロ ム 鉄 鉄 が 均一 の も の で な く , 和 直 均 一 の る も る の で あつ た 
こと を 示す も の で ある 。 一 方 超 塩基 性 岩 体 も MHERUOL IA, ARG LKR L 
か ら 成 る と ころ , 頑 火 輝石 か ら 成 る 部 分 と 云 う よ う に 不同 で ある ば ぽ ば か り で な く , Kee 
化 作 用 の 程度 も と ころ に より 異 る 。 この よう な こと は BHR 部 分 的 に 不 均 一 で あつ た 
こと を 示す も の で ある が , 鉱物 の 生成 順序 に も よる の で ある 。 野外 に お ける 和 観察 で は , 
Le YON 識別 し 難く , し か る も 蛇 落 岩 化 の 程度 も 判ら な いこ と も ある の で , HEKZEO 


Beat, 分 化 脈 岩 に 
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け 難 く , HABGET CLAUD THEOUSIEMBMRZIDOL DZS, 

7 LD GERIL EARS UF 伴う る も の で , 肉眼 的 に 7OAPREGHDSAZLAD 
れる も の で る も , 鏡 下 で は 坦 酸 塩 鉄 物 を 多少 と も 伴 つ て いる の が 判る 。 換言 すれ ば , 含 ク 
ロム 超 塩 基 性 岩 此 ( 紅 状 の 流動 体 ) か ら 完 全 に クロ ム 鉄 鉄 だ け の 類 融 体 が 分 離し た わけ 
で な さく, EERO BESO 同時 に ROO TORIES. し か る も ZORRO 
BUCKY 7 AGREED 72 BERG (GL), クロ ム 鉄 鉄 粒 の 多い 斑 状 鉄 。 クロ ム 鉄 鉱 
に 富ん だ 塊状 鉄 が 出来 , な お クロ ム 鉄 鉄 粒 の 大 き さ や 形 に より 種々 の も の を 生じ た 。 ¥ 
タン 鉱 の よう に , クロ ム 鉄 録 粒 の 集 り が 一 つの 小 塊 と な り , この よう な も の が 斑 状 に な 
つて 超 塩 基 性 岩 の な か に 存する も の も ある 。 S7 uAMRBEE ART OLR BB 
OTSA AS SR 完全 に 分 離せ ず , TRO LIC 7 OLPRMO HKSLRY 
L>ERBDRAZDCHSM, WICAEBEO BROCK ISLO クロ ム 鉄 鉄 が 入る 。 
し た が つて 起 塩 基 性 岩 の 方 に る 鏡 下 で クロ ム 鉄 鉄 粒 が 通常 認め られ る の で ある 。 クロ ム 
BAAD 7 OLE, 超 塩 基 性 岩 体 の 方 に まぎれ 込ん だ クロ ム 鉄 鉄 炒 と か , クロ ム 鉄 鉱 
体 が 母 岩 に 導入 する 時 , 一 部 浪 染 し た で あろ うと 思わ れる クロ ム 鉄 鉄 粒 は , 根本 的 に は 
同 源 の クロ ム 鉄 録 で ある か ら 近似 し た も の で 大きな 相違 は な いも の と 見 蘭 し て よい 。 こ 
の ょ うし て クロ ム 鉄 鉄 床 の 母 岩 に は , 磁 鉄 鉄 成 分 の 多い クロ ム 鉄 久 粒 の 存在 は 考え られ 
る に し て る も, 磁 鉄 鉄 成 分 だ け か ら 成 る る の は 存在 し な いも の と 推定 され る 。 こ ゝ で 面白 い 
こと に は , 7FuosAPsmcr cv se BBM MLOMC, 含 鉄 量 に 逆 の 関係 が ある 。 
例え ば ク ロム 鉄 録 が 鉄 の 含量 の 多い も の で ある と , 共生 する アン チ ゴ ライ ト の よう な 圭 
BRAD BRIE 値 を 示す の で あつ て , この 屈折 率 の 低い と 云う こと は , KOF 
量 が 少 い で いか らち で ある 。 分 列 し た 含 坦 酸 塩 の クロ ム 鉄 鉄 の 疾 融 体 が 固 結 す る 際 , クロ ム 鉄 
鉄 の 方 に 何等 か の 原因 で (ARIZ BBRDPLOBRKHD) 鉄 が 移行 する と , Bev 
物 の 方 の 含 鉄 量 は 相対 的 に 少く な る と 云う こと も 考え られ る 。 

含 ク ロム 超 塩 基 性 岩 此 が , 温度 の 降下 する 時 , NEM 7 0 LBRO L HIRO 
超 塩 基 性 岩 此 に 分 列 し , MRE SD BRL CECE AAI7 DARROMBARRE 
ALE LEZIOM, 普通 の クロ ム 鉄 然 の 生成 の 仕方 で は な いか と 推定 され る 。 実際 に は 
色々 の 仕方 で 生成 し た も る の で ある と 療 え られ る 。 例え ば 東 酸 塩 の SERN BOIS 
に , クロ ム 鉄 鉄 が 痢 入 し た よう な 場合 は , 鉄 体 と 母 岩 と の 境 は 不明 瞭 で , MBELWS 
よう に み ら れ る も の で ある 。 この よう な も の は 同時 に 生成 し た も の と し て RMRTALO 
出来 る ゃ の で ある 。 何れ の 導入 体 に も , 球 酸 塩 鉄 物 を 有 し て いる が , この 場合 導 入 体 で は 
通常 クロ ム 鉄 録 粒 が 坦 酸 塩 鉄 物 よ り 先 に 結晶 し た も の で ある こと が 鏡 下 で 判る 。 クロ ム 
Bok - EEO MBIA SE BBRDBROAK EPNWA7 OLRM, 
BHO HROMBP LEICA, レン ズ 状 , PAPUA, 線 状 , BUELL IR, 時 に は 塊状 に な 
DURE HICAETZ ILIAD, 早期 に 品 出 し た も の も ある と HONS. BMRKATO 
母 岩 は 蛇 落 岩 化 作用 が 進ん で お り , RCRA SN TOS LE DDS 鉄 体 か ら 離 れる 
と 蛇 落 岩 化 作用 の 程度 を 減ずる 傾向 の ある の は , —MORERCEIE(E AS BK7 2D GRGK 
体 の 導入 に よ ょ っ て 影響 され た も の と 見 人 す こと が 出来 よう 。 

超 塩 基 性 岩 療 中 に Cr.0, が 多量 に 存在 する 場合 , CrgOs を 成分 と する 鉄 物 を 生ずる に 
は , FOLD. 適当 な 鉄 物 が な い の で , クロ ム 鉄 を 生ずる の が 最も よい こと に な 
る の で は な いか と 思わ れる 。 し た が つて Crys LEOHO BMA O DEM CP NEE 
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に 主 に 順 店 し て 他 の 成分 と 結び つい て , その 時 の 条件 に 適し た 成分 に 相当 する クロ ム 鉄 
鉄 と な つて 岩 柴 か ら 分 列 し た の で は な いか と 芸 う 一 つの 考え 方 も うか ん で くる の で ある 。 
超 塩 基 性 岩 体 に 比べ る と , クロ ム 鉄 鉄 は その 一 部 に 過ぎ な い が , Cr,03 と Fe?t, Mg, 
Al, Fe3+ 穫 の 酸化 物 が 結び つい て 生じ た 全体 の クロ ム 鉄 鉄 の 成分 だ け 超 塩基 性 岩 体 の 成 
分 は 減じ て いる わけ で ある 。 この よう に し て クロ ム 鉄 鉄 体 は 超 塩 基 性 岩 体 と 同 源 異 相 を 
な する も の と 見 る こと る も 出来 る 。 

AUREL, 標 橋 石 の 類 融 点 が 非常 に 高い の で , 高い 温度 に お いて だ けり け 液体 で ある こ 
LIAB Mm AMBPEROMAME BAbNAWLANTHY), 前 に 述べ た よう に , Bee 
Soy (SUPE) (ARERR ESE (A> KRAE) DO CML BR A tad 
BOE LTR MRL LC HNC bE UPC BAL TARLELDOLS 
れ て いる 。 MES, MHOLIAMREHR, 岩 虎 の な か に CO, や HO が 存在 す 
る と , 岩 此 の 粘 融 点 は 下る の で 結晶 体 は 多少 あつ た に し て る RABE LL CHRD SSR 
WBWOTHAL TEL EO CLAUDE EBRSNSZS 

TELA (Mg,SiO,) LEM (SiO。) 系 に お いて , MBH MAL KA LO 
品 出 関係 は 明らか に な つて いる と ころ で ある 。 溶液 の 成分 に 拘ら ず , HRERORABK 
輝石 より 先 に 唱 出 する の で あり , し か る も 両 鉱 物 は 反応 関係 に ある 。 MBER YBBR 
下 で 観察 し て る も, BIBRA LUFC HL SOCHSZ ILE DHS. 超 塩 基 性 
岩 体 に 概 格 石 の 成分 に 富ん だ と ころ や PLAAOMAN 富ん だ と ころ の 生じ る の は , fh 
出 順 序 に も よる し , また 理 酸 塩 の 岩 紅 が 均質 で な く 部 分 的 に 相 異 し て いる か ら で も ある 。 
前 述 の よう に , 秀 要 石 に 富ん だ 部 分 は 頑 火 輝石 に 富ん だ と ころ ょ より 先 に 固 結 し た の で あ 
る か ら , 時 に は 交 岩 な いし その 変質 岩 が , 岩 脈 状 を 示す こと の ある の る も よく 理解 する こ 
と が 出来 る わけ で ある 。 図 緑 岩 脈 や 優 白 岩 脈 は , FPR RAED 末期 的 の 岩 此 分 化 と し 
TCHALKODLHETSOLMBHSRAZ. (5) 


Bt 記 第 1 報 (1) の 論文 に , KERCH A TER BAL ORIRRURIS AA CH SY 
記し て お いた が , CORO AMA CHIT (951.8m) OMAK 1.250 KOMAT, 花 
MBE ASG LEER LOREL ELISE 見 出し た 。 LORE BWC BREE 
岩 が 変質 し て いる と ころ か ら 察する と , EMARBHOAD 蛇 紋 岩 体 よ り 後生 的 の も の 
N60 


第 2 報 に , 斑 粧 岩 を 皇 獲 岩 と し て 記載 し て お いた が , SRD 更に 開発 され た 後 の 調 査 
CHIL AMODA MD, それ より 寧ろ それ に 接触 し た 母 岩 ( 超 塩 基 性 岩 ) や クロ ム 鉄 
鉄 に 変成 作用 を 及ぼ し て いる と ころ か ら 岩 脈 で は な いか と 察 せ られ る 。 BAO 一 部 を 見 
て 捕獲 岩 と し た の は 誤 吉 で あつ て , 前 記し た よう に 訂正 し た 方 が 当 を 得 で いる 。 な お BH 
Bie & Plies 1k BER MEO RRC SOT 同じ 成因 の も の の 異 相 で あり , AEA CHE 
WAAOMS &, 図 緑 岩 質 の 部 分 と の 両者 の ある も の を 見 出し た 。 (詳細 は 別 報 の 予定 ) 


Ie = 及び 結晶 学 
8171, #6§& Chalmers, R. A., 
Went ws. Laylaz SE). RW. 


(001) McK SEF REAM 
hexagonal 構造 を 有 し て いる こと を 未 
す 。 X 線 写真 か ら も 族 面 の hexagonal 
構造 に 対し て C BASES L CW BHR 
有 し て いる こと が 明か で , a=b=9.344 
0.05, c=13.2+0.1A., a=90.0°+0.1°, 
B=110°+2°, y=120° = 0.1° ZA=e 
格子 構造 が 考え られ る 。 Monts a=l16. 
2, b=9.34, c=13.2A., B=113° みる 
monoclinic の c-face centered cell に 
BROT DHE TD 反射 に 指数 を 与え る 事 が 
出来 る 。door 三 12.13A は 450°C で 11. 
1A, 600°C で は 10.3A に shrinking 
し , 同時 に 単 結晶 写真 に 於 いて C* GIA 
に streak が 現われ , HOWE a-, b th 
に 変化 が な く «stacking disorder 7346 
宣 る も の と 解す る ご と が 出来 る 。 更に 
710° で は cuspidine へ の 秩序 的 転移 を 
RL, 940°~1000°C で は larnite と 
B-Ca SiO。 に な る 。 化学 分 析 及 び 比 重 測 
定 結 果 を 併せ て cell contents は Cay, 
S1,0,,F,-9H,O EBxXSnSM, AD 
析 の 結果 , 400°C HV IKAD 2/3 BH 
Dn, NYE CBS! 1/3 が 失わ れる 
が 後者 は 水酸基 の 形 で 存在 する も の で あ 
ら う 。 水分 の 免 出 は 前 記 X 線 写 真 の 変 
化 と 相 作 つて は いる が , 考え られ る 所 の 
Si。O。 層 構造 及び Ca 層 構 造 に は 本 質 的 
な 変化 を 及ぼ ぽ さ な い 。 然し , shrinkage 
9 さき < な いこ が か がら これ 等 は 
hydrogen-bonded layer と し て ある る も 
の で な く 層 構 造 内 部 の 孔 際 に 入 つ て さく 


ax 


る ゃ の で あら う 。5 (Min. Mag., 31, 
726~735, 1958) CES) 


8172, 37S MBS feolovite 
Tlerposa, E. C. 

SEV AFNOIR7 UT AT OPA 
FREESE SAERO 中 部 デボン 系 の BCS 中 
に , 細い 脈 や 不 規則 な 集合 を な し , calci- 
borite を 一 部 交代 し て 方 解 右 ,) th, 
磁 鉄 鉄 に と も な つて 産 す る RA GAB 
の 鉄 物 は , H3.5, G2.14, RICA 
温 酸 に は よく 深 け , PRR ChE ICE 
EN NE 7 1.586 
CA CLIONG 
で 発熱 を 示し , 950°C 以上 で 疾 融 する 。 
化学 分 析 値 は Bg0。 34.20, CaO 28.70, 
MgO 0.72, H,O(+) 32.96, SO, 1.78, 
Fe,0。 0.10, SiO, 0.57, 計 99.039 で 
39% DRBtGA, 化学 式 は CaO: B, 
0,-3.5 HO に 相当 する 。 粉末 写真 の 
結果 は 含水 碑 酸 カル シウム 和 群 中 の 新種 で 
ある こと を 示し た 。 な お 鉱物 名 $porosur 
は 産地 名 に ちな ん だ も の で ある 。 (Sat. 
Bcec. Mus. O6nm., 86, 622~625, 
1957; Am. Min., 43, 385~386, 
1958) 【 宇 留 野 ] 


8173, HEREOTNATb, ペリ クリ 
ン , 及び アク リン -A MAH Sime, 
構造 型 態 及び 成分 の 影響 Smith, J.V. 

Pgh Donnay 及び Gay の 資料 に 

三 の 結 果 を 附け 加え て 次 の 様 に 論じ 

て いる 6 "計算 に よろ Obliquity > (—0d 
Ab*) は Ano。~An2。 Cle eal MARA 
に 於 て 低く , 低温 型 で は 高く Angq 以上 
で は 此 の 関係 は 逆転 する 。 ICU ERHE 
石 は 温度 の 上 上 昇 と 共に 三 倖 隆 を 失い , An 
量 の 減少 は 此 の 傾向 を 助長 する が , 特に 


$2 BK DK RAR se 


dry RUE CHES N72 b Dit BKM ES 
れ た も の ょ より 低い 三 斜 一 単 斜 転位 温度 を 
BIS Uk, 又 低 温 型 で は 少量 の K 成 
分 し か 固溶体 と し て 含み 得 な い が , 高温 
型 は K 成分 が 多く , 加熱 に 依る > OW 
少 が 人 委 激 に 行わ れる こと 等 か ら , 一 般 に 
卓 出 温度 が 低く , 可 成 り の 水分 を 人 各 み , 
上 且 固 薄 体 と し て の K 成分 が Swot BeAr 
られ る 深成岩 の 斜 長 石 よ り る も 大山 岩 試料 
に 於 て は 双 唱 頻度 が 高く な る で あら う 。 
2L, 再 結 晶 作用 に 於 て は ゅ が 少な けれ ば 
twin lamella が 粗 に な る こ と も 者 えら 
れる が 変成 岩 で の DBE Bic 落ち 
So 変成 度 が 高く な れ ば 大 山岸 に 近く 
な ろう 。 FER, 型 態 や 大 き さ を 基 に し て 
論じ られ た 双 品 現象 も 逆 に 以上 の 点 か ら 
考え られ る 可 き で ある が , 微量 成分 る 叉 
充分 考慮 され ね ば ぼ ば ならない 。 (Am. Min., 
43, 546~551, 1958) CES) 


8174, 南西 アフ リカ Tsumeb ge 
の 新 鉱物 reinerite Boos 
Weber, K. 


Pb-Zn-Cu KD (bab 産 し た 
FBSA D ABR HGR Od Beek & L Cite x 
れ , Tsumeb 久山 の 化学 者 Reiner, H. 
W. 氏 に 因 ん で reinerite と 名 付け られ 
た 。 この 鉱物 は AGAR (De) に 属 
Ly (O10), (410) (001) RY (12) 
等 の 結 品 面 が 認め られ た 。 色 は 青 ~ 緑 色 
で , 硬度 5、 比重 4.27, CHS. 屈折 
率 は @=1.74,, 8 一 1.79。, y=1.82,, 光 
学 性 は 負 で ある 。 格子 恒 数 は X 線 的 に 
次 の 如く 決定 され た 。 ay: by : Cg=0.42 
31:1: 0.5421, Z=4, 化学 分 析 の 結 
果 は (1) ( 帯 緑色 種 ) ZnO 56.01, As, 
O。 43.83, 合計 99.8496, (2) (HB 
fa) ZnO 53.27, FeO 1.30, Cu 2.23, 
As,O3 42.51, 合計 99.76% で , (1) か 
ら 化 学 式 を 求め る と Zn。(AsO。)。 と な 


Geier, 


2。 (Neues Jahrb. Min. Monatsh., 


7/8, 160~167, 1958.) CRAIN 
岩石 学 及び 火山 学 
8175, Morayshire, Grantown 


Granite Complex ©#§34 Macken- 
zie, D. H. 

南部 Morayshire (Scotland) の Gra- 
ntown granite に つい て その 野外 に HH 
ける 関係 , 岩石 学 的 性 損 に 就 て 記述 し , 
その granite の country rock で ある 
Moine gneiss {#rXn AVR RUE 
質 片 麻 岩 の 構造 と , granite 中 に block 
と し て 多数 包 合 され て いる Moine gneiss 
の 構造 と を 比較 し た も の で , granite 中 
の 多数 の block は 最初 country rock 
と どじ て で て 三 定 注 向 を 持つ で いた が granite 
中 に 取 込 ま れ て , granite が 現在 の 位 罰 
を 占め る 間 に , 回 転 を 行い , その 回 転 度 
に ょ よ ょ つて 三 つ の zone に 分 ける こと が が 績 
来る 。 granite が 浸 澤 構造 を 残し て いな 
い の で granite 中 に 於 ける block の 運 
動 状態 は は つき り し な い が , いろ いろ の 
証拠 か ら granite が in situ で 形成 さ 
NIzVOCER<, BEL C country 
rock の foliation に 沿 つ て その 拡 服 に 
より , 花岡 岩 が 可 嘱 性 を 持つ た 状態 で 現 
位置 を 占め た も の と 思わ れる 。 (Geol. 
Mag., 95, 57~70, 1958) [植田 ] 


8176, カリ フ オ ル ニ ヤ 中 Bidwell 
Bar 地方 産 角 阿 戸 の 共生 関係 Comp- 
ton, R.-R. 


北西 シェ ラ ネ バ ダ Bidwell Bar 地方 
に は 低 度 の 変質 玄武 岩 (mafic green 
stone) が 広く 発達 する 。 本 岩 中 に は 小 
さい 人 花 賠 岩 質 底 毅 が 貫入 し , 周囲 に 接触 
ZEA EOC So EHH (outer 
zone) 及び 内 帯 (inner zone) に 分 けら 


ip 


SR AB 


れる 。 変成 帯 の 外側 は (1) 緑色 岩 及 び 緑 
色 片 岩 (BRA, BRA. Rika. BE 
石 か ら 成 る ) 。 MBX (2) ホル ン フ ェ ル 
ALL PAAR GEAR, KY 
RA RRAC. 局部 的 に 緑 泥 石 を 含 
む )。 内 帯 は (3) BAe (普通 角 阿 石 , 
中 性 長石 で 局部 的 に HSER Bir) で 
ある 。 内 帯 に は 交代 変成 脈 (中 性 一 曹 灰 
長石 , AAA, BR) 及び BARR (中 性 
へ ~ 尿 曹長 石 , 石英 , 角 際 石 , 黒雲 母 ) が 
多い 。 (1), (2), (3) の 順 で 増進 変成 作用 
を 示し 陽 起 石 は 普通 角 図 石 に 変化 する 。 
5 (DPE (1), (2), (3), #f ferro- 
hastingsite 片岩 (4) 及び トナ ル 岩 (5) 中 
DEAKA) の 化学 成分 及び 光学 的 恒 数 
を 挙げ 構造 式 を 示す 。 構造 式 に 於 て X 
#O Al BRA > OKRA aK 
な 増加 を 示す 。 夫々 の 構造 式 は (1) : 
(Na, K)o.35 Caz9(Mg, Fe”)4.4 Aloa 
(OH)i.6 Siz.7 Alo3O22; (2) : (Na, 
K)o.35 Car.7(Mg, Fe”), (Fe’”, A 4 


(OH)y.5 Sig.7 Alj.s O22 ; (3) : (Na, 
K)o.4 Ca,(Mg, Fe”), (Al, Fe’”’)ia 
(OH)1.7 Sig. Aly3 O22 (4) : (Na, 


K)o.3 Cag(Fe’”, Mg)3.g (Fe’’, Al)ia 
(OH, Cl) 54. Sig Al, Oo55. (5) > (Na, 
K)o.5 Caz9(Mg, Fe”)44 (Fe’’, Aljos 
(OH)o.g Siz.y Alp.g Org CHSo (5) は 
ER ARTO BAS LES Skee 
EAMNEthS. 最後 に 陽 起 石 一 普通 角 
関 石 反応 に つい て New Zealand の 
Otago, Scotland の Highlands 等 の 
変成 岩 と 比較 検討 し , 本 変成 帯 の 陽 起 石 
か ら aluminous 悦 通 角 関 石 へ の 急激 な 
変化 は 広域 変成 作用 の 結晶 片岩 中 の 角 隊 
石 の 洛 移 的 変化 と 著しい 対 娠 を 示す 。 こ 
れ は 多分 両 環境 凍 の 脱水 作用 , 最初 に 於 
ける 温度 上 上 昇 及 び 反応 の 各 速 度 の 相違 に 
ょ る で あろ う 。(Am. Min., 43, 890~ 


907, 1958) (=F ED 


8177, Nepheline-kalsilite %, (II) 
相関 係 Tuttle, O.F., Smith, J. V. 
Nepheline-kalsilite $4 subsolidus 
temperature (24 HOE ICOWT 
の 研究 を 行 つ て いる 。 この 系 に 於 て は 
solvus 或 は miscibility gap が 存在 し , 
albite-orthoclase の 聞 の solvus に 良 
く 類 似 し て いる 。 低温 に 於 て は miscibi- 
lity gap が Nag KAI, Si, O,。 & KAI 
SiO。』 の 間 に 存 在 す る 。 端 成分 KAISIO, 
で は kalsilite DREARMCAYD, 高 
Yt CHA fa CH So 一 方 , kaliophili- 
te は MEP Clk すべ て の 温度 で 準 安定 
72KIDC H Bo We KA Na Al SiO。 は 
850°~1250° Di CHECHS. ID 
系 で 新 ら し い 相 と し て tetrakalsilite が 
発見 され た 。 そ の 組成 は ほ ヾ < K,NaAl, 
SO:。 で あり , MMC C MBs NK 
mixture ~b4zM Xn. M Na 
Al, Siz 0O,。 は 化合 物 (nepheline) CH 
DCHAARKIC BW Z single composi- 
tion Cl WBA Oo BUCK 
Ht S I ORORMZOW TO 成因 的 な 
事 に つい て も 言及 し も て いる 。 (Am. 
Jour. Sci., 256, 571~589, 1958) 
[青木 


8178, Arran, Lamlash-Whiting 
Bay 地方 の composite, multiple 
#Afs Rao, M.S. 

南東 Arran に は Triassic の marl 
と red sandstone 中 に Kainozoic に 
属す る felsite, 
basalt 等 の sill ょ より 成る composite 
及び multiple 痢 入 岩 類 が 多数 存在 する 。 
総 て の 岩 型 の pyroxene は normal 
augite で pigeonite は 見 られ な い 。 接 
触 混 成 作用 は 皇 獲 岩 の 一 部 又は 完全 な 消 
化 に 大 き な 役 割 を 演じ た 。 種々 の 性 質 の 


crinanite, dolerite, 


4 BARK DK ARB 


Bop PEA Ms KO AAO HM PPE 
に 於 ける 複雑 な 混成 作用 の 過程 を 経て 生 
成 さ れ た も の で ある 。 導入 岩 類 に 於 ける 
各 岩 型 の 宰 凍 的 な 導入 関係 は 非常 に まち 
まち で ある が , 岩 虐 才 入 の 順序 は 常に 初 
め の も の は 塩 其 性 で 後に な る 程 酸 隆 に な 
つて いる 。 それ 等 導入 岩 類 の 示す 複雑 な 
構造 は , 次 第 に 組成 な 酸性 の 方 向 に 変化 
> ZIEMAZED — JED pulsation に 起因 
する も の で ある 。 (Geol acon 95 
265~280, 1958) [植田 〕 


8179, Ghana #£iZ1Z5 ¢ RSE ° 12 
BeAaAK 54 b ARIS Knorring, 
von O., Kennedy, W. Q. 


西アフリカ Ghana eR MERIC REST 
る Dahomeyan (Archaean) 層 は NE 
“SW の 走向 を も ち (1) 基 性 片 麻 岩 層 
(2) 酸性 の 片 麻 岩 及び ミグ マタ イト , 花 
Me Pb 成る 。 前 者 中 の ARRAS BE 
びそ の 主 成 分 鉱物 (FAA, TEPSPTA, 
煙 石 , スカ ポラ イト を 化学 分 析 お よび 光 
学 郊 蛋 数 測定 を し た 。 化学 成分 上 か ら 本 
岩 は 塩基 性 火成岩 起源 で , MMEBKU 
煙 石 は 粒状 岩 お よび PRO SH HN, 
THAN A ANaPO それ に 類似 す 
Bo RISA Reali faye th & POS AR 
或いは 粒状 岩 相 と の 移 化 相 の 位置 を 占め 
BL BRSNSo ABWKIA bid 舌 
SO; & SHC Bt 種類 で 4.13 96 を 示 
し , CL が 落し く 少 な い 。 本 鉄 物 は 三次 
的 の 交代 作用 ( 気 成 作 用 ) に よる も る の で 
な く , (EARZER PE ICRC 安定 相 と し 
て 生成 せら れ た と 考え られ る 。 変成 作用 
の 圧力 -- 温 度 域 内 の 鉱物 相 の 関係 に つい 
て 特に 斜 長 石 の 性 質 を 比較 し . Eskola, 
Turner に よ つ て 示さ れ た 図表 を 修正 
L. MLWOSDEBRL TWH So (Min 
Mag., 31, 846~859, 1958) (=F 7K) 
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8180, 英国 諸島 産 の 装 亜 鉛 鉱 , 方 鉛 鉱 
お よび その 関連 鉱 物 中 の 微量 成分 

El Shazly, E.M., Webb, F.S. Wil- 
liams, D. 


英国 講 島 か ら BE Ant: PEAR 69 
+, 方 鉛 伏 83 ケ ヶ お よび その 関連 鉱物 に つ 
き 分 光 分 析 を 行い , その EMA ORS 
を 求め た 。 試 料 中 に は 包 裏 物 又 は 竹 少 脈 
の 閣 に 汚染 を さけ られ な いも の も あつ た 
が , 離 次 産物 は 汚染 と は 考え な か つた 。 
どの 試料 に も 存在 し な い 元 素 は Au, Be, 
Cen CS bre CE aN 
Nd, Pd, ‘Rb; A 
W, Yb Biv Zr CHO. 

PALABRA IL 後生 的 の も の 54 7, 同 生 
的 の も の 9 ヶ , その 他 地 区 67 ee 
む 。 後生 的 の も の は BKWMIS EZ BRIE 
HO ODL, 交代 作用 に よる も の と あ 
Bo PRBUKVEGKAR Cia In (300 ppm), 
Mn (5,000 ppm), Sn (400 ppm) 3:4 
{ PBOKLES £ URE Clik Ga, Ge, 
Sb に 富む 。 同 生 的 の も の は それ に 比較 
$4, In, Mn, Sn we Hee, 
Ga は 等 し い e。 Ag, Ge, Sb は 少く 
れ と 同様 の 傾向 は 亜鉛 の 二 次 的 酸化 鉱物 
に お いて る Hono 

方 欠 鉄 で は 後生 的 の も の 71 +, 同 生 
的 の も の きき ヶ , 他 地 域 6 ケ を 含む 。Ag 
は これ 等 の 内 半分 以上 , Zn は 約 4096 
の る の に 含ま れ , Co, Ga, Ge, Hg な 
Fu45 trv. Al, Ca, Cu, Fe, Mg 8 
よび Si は 常に 存在 し , SINGRDOAC 
あら う 。 RAMI AMS BANE 
亜鉛 鉄 と 同一 地域 か ら と られ , Bue 
床 の も の で ある が , その 中 の Ag, Bi, 
Sn は 生成 温度 と 関係 し , 高温 鍼 床 で は 


抄 
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Bi (3,000ppm), Sn 23 見 出さ れ , Ag 
は 高温 度 程 多 く な る 。 MAM ARK, 
BANAMERO 中 の 高温 性 の も の より る も 
低温 性 の も の と ょ よく 似 て いる 。 その 中 で 
Ag, Sb が 後生 的 の も の に 上 比 し , 非常 に 
少 い 事 は 興味 が ある 。 

PNSEEAGK LAAGKO HA Clix Ag と Cu 
Rete FER Sa, Cd; ‘Go; Gay Ge; In} 
Mn (35K EY} 内 亜鉛 鉄 の 方 に 親和 
力 が あり , Bi, Sb は 選択 的 に Beers 
に 入る 。 微量 成分 は 鉱物 に よっ つて 異 り , 
同時 品 出 の 鉱物 の 聞 で は その 分 割 が 行わ 
れ , 2 種 の 鉱物 痢 に 座間 的 お よび 共生 的 
関係 が な い 時 は , 微量 成分 は 平均 化 さ れ 
So Ag は 方 鉛 鍼 の 全部 お よび 岡 亜 欠 鉄 の 
大 部 分 に 存在 する が , 中 お よび 深 熱 水性 
RRA COMM CZ Ag に 富み (2,000 
ppm), それ と Bec KAT SZ PR ASK 
に は 存在 し な い 。 TRUBPE CS BAG (300 
PPM) に 対し , 共生 する PHRRO Ag 
は 僅少 (13ppm) と な る 。 そ れ 等 に 対し 
両者 の 関係 が 密接 で な い 時 に は 夫々 の 
Ag Os (200 ppm, 70ppm) の 差 は 大 
きく は な い 。 Sb は 両 鉱 物 の 共生 する 時 
は 方 鈴 鉄 中 に 富み , PYM Rg rc id な 
い 。 関係 な い 時 は 何れ に も 入る 。 PQgR 
鉄 が 方 解 石 に 富む 脈 石 中 に 生成 する 時 は 
Mn は 後者 に 集まる 。 

英国 西部 で は GRRE & BERD STE Fa 
岩 の 近 傍 の 鉱床 は , 高温 条件 を 示す 成分 
に 富み , 遠方 で は 低温 性 元素 を 伴っ つて くさく 
Bo RS TEM HOSE ¢ CULES HE IAGK PZ 
In, Mn, Sn が 多く, BMATCILMLL, 
Ga, Ge が 見 られ て くる 。 ARK Cid 
Bi, Sn が 花 賠 岩 体 か ら の 距離 に 反比例 
し て 減少 する 。 

以上 の 外 , 黄銅 鉄 で は 低温 お よび 同 生 
的 の も の に Ge が 存在 し , 高温 の も の に 
Sn が 多い 。 POR GaGK & 同時 生成 の 時 は 
Ge, In (xPUHR AR PIAS. BRB 


KURRBR CX Ag, As, Co, Cu, Ni, 
Pb, Ti, Zn が 最も 普通 で , 生成 温度 と 
は 関係 が な い 。 し か し 徴 量 元素 の 量 が 最 
も 少 い 黄 鉄 鉱 は 共生 上 末期 の も の で ある 
事 は 興味 が ある 。 

それ 等 の 他 策 鋼鉄 , Heh, 亜鉛 華 , 
SARC, 白 鉛 鉄 , BRISK, VY Fe 
A wink, 方 解 石 , Ba, 重 卓 右 等 に 
つい て 行 つ て いる 。 それ 等 の 結果 同 生 的 
の も の は 微量 成分 に 乏しく , 高温 性 より 
も . 低 温 性 の 後生 的 鉱物 の も の と 似 て お 
り , PARRESOK, 方 疹 鉄 の 酸化 生成 物 で は 酸 
化 を 通じ て 親 鋼 元素 が 主 に 集中 する 事 を 
示し て いる 。(Inst. Minin. Met. Trans., 
66, 241~271, 1957) [鈴木 〕 


8181, Colorado, Gilman に 於 ける 
硫化 鉄鉱 々 床 の 生 成 温度 と その 深度 に つ 
UG Lovering, IT. G. 
gKPRIx Leadville 石灰 岩 を 交代 し た 
黄 鉄 鉱 , PQMSASK, PAPAS, Awe OR 
で , 鉄 床 近傍 は 鉄 化 作 用 の BERKEL TO 
& Mg 熱 水 沙 液 の 影 絡 に より 広範囲 な 
IRAN BO CWS 斑 灰 石 等 の 
スカ ルン BNL 認め られ な い 。 各種 鉱 
石 ) 母 岩 に つい て 実験 を 試み その 生成 温 
度 を 推定 し た HER, 1) 鏡 下 で 隊 亜 疹 鉱 
RAG, DELAGK—POPMGK, 磁 硫 鉄 鉄 一 
黄 鉛 鉄 等 の exsolution texture を 呈し , 
We HAA KD F 1 VERGKIS HEME ARS 
2) PYHRSASK HO FeS 含量 は 10.36~ 
17.46% で Kullerud 法 に Ente 400 
~590°C を 示し , 3) MRK, 晩期 
BGI OW CO 和 熟 起 電力 測定 結果 は 前 
者 は 300°~500°C, 後者 は 100°~200° 
4) BETES AOR Ka Fi 
EE & MABE CRT MIE 180°~300° 
5) 上 記 母 岩 の AIOCE RL Pieree 
の glow curve を 適用 すれ ば 330°C に 
ビー ク を 示す 。 以上 の 結果 か ら 昔 灰 石化 
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作用 は 300°230°C, 硫化 鉄 々 化 作 用 
は 早期 に 於 て 600° ~ 500°C, 晩期 で は 
150°C 以下 に 莉 減 し た も の と 思わ れる 。 
更に 生成 圧力 , 深度 に つい て は , JB, 
地熱 勾配 , VRAD FERRE - glow 
curve より の 推定 圧力 , 苦 灰 岩 の crush- 
ing strength “22.5 #£72 L THH & 400 
~1200 S-VERTHDLEBRENSO 
(Econ. Geol., 53, 689~707, 1958) 
CRIA 


8182, Durham })| Weardale に お 
ける Heights 鉱山 の Slitt $f Ak OB 
位 党 的 EERE Lyon, R. J. 
Pe eScott. ib: 

Slitt 鉄 脈 は 英 本 国 北 部 に お いて WN 
W 方 向 で 13.5 icp) 連続 し , B 
A, 右 英 , THOS, CAPLGSK, 黄 鉄 鉄 を 
伴う 低温 性 鉱脈 で ある 。 CORR REST 
る Heights 鉱山 附近 は 下部 石炭 紀 の Hh 
男 が 略 水平 に 分 布 し , Blea, 砂岩 及び 
頁岩 の 週 期 的 堆積 層 よ りな る 。 鉱脈 は こ 
れ 等 の 中 に 存在 する 断層 破砕 帯 に 沿う る も 
DC, fx OMIM LA SWE 
を 示す が , BRAC BO _LA TS SIEM 
層 と な つて いる $s 

この 区 域 で は 6 層 の 石灰 岩 が あり , そ 
れ 等 は 砂岩 お よび 頁岩 の 基部 を な す 。 KR 
々 各層 は 数 十 史 程 度 の 層 厚 で , 層 厚 は 非 
常に 実 定 し て 変化 が な い 。 こ ゝ で 述べ る 
の は これ 等 の 中 Three Yard limestone 
ちよ びそ の 下部 の Six Fathom Hazle 
(a) で , この 石灰 岩の上 部 に は 頁岩 が 
重なる 。 AkaiMaetTitL. 頁岩 
& EAL L CWS RHC, 鉱脈 は 石灰 岩 , 
砂岩 の 中 で 発達 する 。 この 和 砂岩 の 中 に は 
石炭 の 薄 層 を 有する 頁岩 を RET SRAM 
ある 。 その 時 は 石灰 岸 は 上 下 毅 共 頁 岩 に 
RE, 鉄 体 は その 中 で は 発達 し な く な 
So PIRI AA Crt 細 脈 群 と なり, 


brankenting を 示し , これ は ribbon ore 
shoot を 形成 する の に 影響 し , 頁岩 中 で 
は 鉄 脈 は 発達 し な い 。 

構造 的 に は 断層 は 伝 化 作 用 に 先 だ つ て 
始ま り , 久 化 作用 の 存在 し た 間 継続 し 
た 。 この 主要 な 断層 は N BAERL, 
これ に 対し S 傾斜 の 多数 の 小 断 層 を 生 
じ , 圭 銘 床 は 前 者 に 沿う が , 後 考 も レン 
ズ 状 の 鉱 体 を 形成 し て ERR 5 Alley 
So 平面 的 に は 主 駅 が 弧 で あり , 分 岐 脈 
は 弦 の 如く , 垂直 的 に は 逆 V 字形 の 形 
REEL, 両断 層 の 交わ る 部 分 は 脈 市 を 
増し , 富 鉱 部 を 形成 する 。 叉 鉱 化 作用 に 
Se72 OEE tVE AL 頁岩 の 中 で 顕著 と な る 
が , 一 般 に 10~15 RIB AW. し か 
し 主 脈 か ら わ か れ た な 分岐 脈 は OFC 
に ぶつ か る と 品位 と 脈 市 が 急速 に 減少 す 
る 2 る 。 (Inst. Minin. Met. Trans., 66, 
273~282, 1957) [鈴木 〕 
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8183, カン サス 州 Arbackle dolo- 
mite 3hi& Walters R. F- 


Ay AY Cambro-Ordovician 紀 の 
Arbackle dolomite 中 に は 15,000 の 
ガス ・ 油 井 が あり , 深度 は 3,200~4400 
RCHASM, ガス は 北西 部 の 構造 上 最低 
位 の trap に み ら れ , 南東 部 に 向 つ て 
step-like trap の 油 は 構造 上 の high に 
あり , 且つ 最高 位 の closed structure に 
は 水 が あ る 。 即ち も 夫々 Shady-Zook yh 
fd (Pawnee Co.) {x YEE emt) — 
2,000 RO 7% ; Sweeney, Ash Geek, 
Pawnee Rock 油田 (P. Co.) で は 夫 
々 —1800, —1750, —1650 moOwz 
で 一 部 薄い 油層 を 伴い ; Otis-Albert jy 
田 (Rush-Barton Cos. ) GUE HW AYE 
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面 が —1600 mR; Rice, Barton, Rus- 
sell, Ellis, Rooks, Graham cos. の 
大 部 分 の 油田 群 で は 油 の み が —1600~ 
1400 RIZASH ; Kraft-Prusa 油田 
(Barton Co.) で は 油水 境 面 が — 1465 
ARG, 同じ く Arbackle 硝 斜 の 頂部 る 
ー1465 5R GIB CHXH ; Ellsworth 
Co. で は —1350 RCKERDTSo 
以上 の ガス ・ 油 ・ 水 の SEGUAIRTED 状態 
は Gussow (1954) の 説 に 全く 一 致す る 
と 同時 に , Rich(1931)O#%5a0¢ Ord. 
~Penn. shale を 著 層 と し て , Cambro- 
Ordovician Arbackle 油層 岩 中 を 約 100 
"BQ long distance migration 73 考え 
られ , その 時 期 は 元 来 mid-Permian で , 
pre-Cretaceons の 西方 へ の tilting に 
より , 地域 的 に 東方 に remigration L, 
pre-Pliocene の 北西 へ の tilting と post 
Pliocene の 東方 へ の tilting に より 活 層 
中 の 油 は readjustment し た も の と 解 恋 
LCU#MATW. (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geoi., 42, 2133~2173, 1958) 
[加藤 


8184, BRO 分類 と 用語 Hedberg, 
Hs. D. 


層 位 学 に 於 ける 剛 序 分 類 の 基本 的 な 単 
位 と その 用 語 は , 簡単 で 分 り 易 く , 事実 
ERENT, MOAR Abn Awe 
と が 生命 で ある 。 基本 的 な 各 単 位 と その 
関係 が 模式 図 で , 明確 に 分 り 易 く 説 明 さ 
れる 。 

層 位 学 上 の 分 類 に 於 て は , まず , 大 部 
分 観察 と 測定 に 基 い た , より 客観 的 な 範 
MCA SMILL, 大 部 分 解釈 に 基 い て い 
る , KO EG BIC AS M(t Re 
同 し な いこ と が 特に 大 切 で ある 。 即ち , 
前 者 の 範 嘱 に 入る 単位 は , 物理 化学 的 に 
」 認定 さ れる 岩 折 上 の 特徴 に 直接 基 ト いた も 
の で , lithology, 含ま れる 化石 内 容 , BH 


MAA, 電気 的 性 質 , 放射 能 な ど に 従 つ 
て 夫 々 の 対応 する 単位 , rock-stratigra- 
phic units ( 層 群 , SB, 部 層 な ど ), 
biostratigraphic units (assemblage- 
zones & range-zones), mineral zones 
等 々 に 分 けら れ , RAO A SM 
は , 客観 的 性 質 か ら 推 論 や 解釈 に より , 
間接 的 に 導 か れ た も の で , 地 折 時代, 沈 
積 の 環境 等 に 基 い て , time-stratigraphic 
unit (system, series 等 ), ecostrati- 
graphic unit (ある 岩石 の 生成 され た 起 
GARD, 或いは その 岩石 が 沈 策 し た 時 の 
環境 に 基 い た 岩 体 の 区 分 , 例 へ ば marine 
zone, brachish-water zone の 如く 呼 
So この 分 類 は 一 般 的 に な つて いな い 
が , 時 間 層 序 学 的 分 類 に 劣ら ず 重 要 で あ 
Bo), 基 の 他 に 分 けら れる 。 下記 し た 処 
か ら 明 ら か な よう に , 著者 は “zone” と 
いう 言葉 が , 一 般 に , 色々 な 場合 に 用 い 
られ て いる こと か ら , 特に ある 第 時 に 限 
つた 内 容 の も の に つけ る べき で な いと い 
う 3 立場 を と り ある 一 部 の 人 人 人々 の よう 
に , biostratigraphic unit に の み 限っ 
て 用 いる べき で な いこ と を 強調 し て いる 
こと は 注意 を 要する 。 

最後 に , 石油 地質 学 に 於 て , 明確 な 層 
位 上 の 分 類 と 用 語 が 如何 に 必要 で ある か 
を 例 を 挙げ て 説明 強調 する 。(Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 42, 1881~1896, 
1958) CHA) 


8185, je p—L.HH# Kerr, P. F, 
Kopp, O. C. 

Luisiana の 南部 地方 の 岩塩 ドー ム 周 
辺 の 100 以上 の 井戸 に つい て , 5000 ~ 
15000 feet の 深 さ の コー ア 試 料 に つい 
Ct みがき 面 を し ら べ た 結果 頁岩 に 特 
BO 構造 が 認め られ た 。 岩塩 ドー ム 周 
辺 に 発達 し た 頁岩 の 構造 が 角 春 状 を B 
し て お り , この 特有 の HaREIC LOT 
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いか に 変化 し 双 そ の 成因 に つい て 老 察 を 
加え な た 。 | 岩塩 ドー ム の BAICESREO 
角 春 状 構 造 は 今日 迄 の 多く の 学者 に よ つ 
て 説明 され 定義 され た “ breccia” DE 
の こと ば る も この 頁岩 の BRK T 
分 に 説明 不可 能 で ある の で Norton, 

Twenhofel, Walcott, Fairbridge, 

Krumbein, Sloss, Pettijohn iz aT 


示さ れ た , subaerial, tectonic, glide, 
desiccation, intraformation breccia の 
Shier Ll ¢ BeBe “salt-dome brec- 
cla’? D4 22 fe. salt-dome brec- 
cia D 3 a.® type & LT normal 
shale, breccia shale, gouge shale が 
区 別 さ れ , ドー ム を 中 心 と し て その 周囲 
SEI SRABDOEFO ALL YALE 
り の 忠 離 に よ つ て shale breccia O/H 
さ の 変化 に つや ゃ で 現在 の デー ダ か らら hy- 
pothetical に 図示 し 説明 し , 最後 に 岩 
La F — 2 D FRO IZM O REC OWT, 

depth-porosity, depth-pressure の 関 
係 , 岩塩 ドー ム FEM OAD 岩塩 の 下方 
か ら の 突入 に よる differential pressure 
と 共に , 頁岩 その も の の 粘土 成分 の 水 含 
有 率 に 深い 関係 の ある こと を 強調 し て い 
4. (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
42, 548~560, 1958) [阿部 〕 


8186, 47 FRAY, 陸 棚 堆積 物 
中 の 炭酸 カル シウム OR% Rao, M. 
S; 

Ganges 2:65 Madras (7cBA UVF 
OPT O KEM abe > RRS Ae 
約 400 (HO ESABURIC OVt, CaCO, 
の 分 布 が YER か ら の 距離 , 大 陸 棚 の 地 
形 , 康 質 の シル トー 粘土 基 比 等 と 対応 し 
て , EDR EER bh SMe 研究 し た 。 
この 地域 の 大 陸 棚 は , 陸 成 源 の 洗 積 泥 で 
広く 蔽 われ て いる 。 著者 は rapid titra- 
tion method (Piper, 1947) -G CaCO, 


量 を 測定 し た 。 Madras お よび Kakina- 
da-Santapilli 沖の 護 質 中 に は 509% 以 
上 も CaCO。 を 含み , これ は 石灰 質 洗 積 
層 と し て 分 類 さ れる 。 こ の 石灰 質 層 は 。, 
ATR ELC 軟体 動物 ・ 海 胆 類 ・ 藤 苔 虫 類 等 の 
BAS EEC HS. また , Vi 
sakhapatnum 沖の 陸 棚 堆積 物 の 試料 に 
つい て 特に 詳細 に 調べ た 結果 , CaCO, 
量 は 海岸 近く 深度 15 fathoms ( 主 な 底 
質 は 砂 ) で 5%, 15~30 fathoms (#§ 
+) で 5 ~15 9¢, 30~45 fathoms ( 砂 
ーー シル ト 一 粘 士 ) で 15~50 9, 60fatho- 
ms (石灰 質 砂 ) で は 75~809 と 深度 
に 比例 し て 増加 し て いる 。 し か し 陸 棚 以 
ve, 約 100 fathoms (€§-+E) で は 10% 
まで 減少 する 。 MORE CAS 
的 条件 を 考慮 し て ; CaCO。 と シル トー 
粘 士 量 比 の 結果 か ら , Visakhapatnum 
沖の 陸 棚 は 陸 成 源 物質 の active deposi- 
tion zone (Wea PER 33. 5 fat- 
homs), moderate deposition zone 
(33.5~52.5 fathoms), slow or non- 
deposition zone (52. 5 fathoms pf 
RR) と 3 つの 沈 積 区 域 に 分 け られ る 。 
slow deposition zone (2#W AE Ati, 
また calcarious sediments zone で も 
HY, これ は 海水 面 が 相対 的 に 現在 より 
も 低 か つ た 時 代 に 沈 積 生成 し た も の で あ 
ろう 。 従 つ て 現在 の 陸 棚 に みな られ る 陸 成 
源 物質 の 沈 積 が , まだ この zone に お よ 
ん で いな いも の と 思わ れる 。 (Jour. Sed. 
Pet., 28, 274~285, 1958) [島田 ] 
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